


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。



















　CONTENTS





＊Ⅰ＊

＊Ⅱ＊

＊Ⅲ＊

＊Ⅳ＊

エピローグ

『イン・ザ・ミラー』

あとがき









[image: ガーリー・エアフォースVIII]







[image: ＊Ⅰ＊]







「俺は世界を……救わない」

　絞り出すような言葉に、だが彼女は眉一つ動かさなかった。

　ペールピンクの髪が揺れる。西日がパイロットスーツに濃い陰影を生み出した。ＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭグリペンは長い睫まつ毛げを伏せ、嘆息した。

「あなたがそれを言うのは七回目」

　乾ききった声がハンガーに響く。

「ドーターを占拠して『〈球きゆう殻かく〉に行けないよう破壊する』と言い出したのが二回、部屋に籠ろう城じようしてサボタージュを宣言したのが三回。私ごと第三国に亡命して戦線を離脱しかけたのが一回」

　灰色の瞳が見上げてくる。

「でも結末は常に同じ。あなたは私をいざないザイとの決戦に赴く。他の道は存在しない」

（……っ！）

　鳴なる谷たに慧けいはストレッチャーに手を突いた。立ち上がりかけてがくりと姿勢を崩す。力が入らない。全身の筋肉が脳から切り離されているようだ。手先や関節が痺しびれたように痛む。だが構っていられない。必死の形相でグリペンににじり寄る。

「俺は……認めないぞ。きっと何か手だてがあるはずだ。あんなロクでもない結末以外のやり方が」

　彼女を失う以外の道筋が。

「ない、存在しない」

　物理法則を説明するかのごとき口調だった。グリペンはゆっくりとストレッチャーから下り、向き合ってきた。

「ザイを放置した場合のカタストロフは想像を絶する。一度起動したが最後、彼らは現代文明を再起不能にするまで活動をやめない。仮にＢＣ世紀、原始農耕社会まで文明が巻き戻されるとすれば、人間の数も当時のレベルに制限される。ＢＣ五世紀の世界人口は約一億、今の人類は七十五億。差し引き七十四億は間引きの対象になる」

　っ！

「もちろん国も都市も破壊からは免れえない。地球環境の負荷になるものはことごとく排除される。積み重なる犠牲と損害に、あなたも、あなたの周囲もどこかで耐えられなくなる。結果として慧けいは世界を選ぶ。望むと望まざるとにかかわらず、ただそれ以外の道が存在しなくなるという一点で」

「だ、だから」

　脂汗が滲にじむ。一歩進むごとに骨と肉が軋きしむ。

「それはもう終わりにするって言ってるだろう。世界のことも未来のことも知ったことじゃない。全部捨ててけりを付けるって」

　おまえを解放するって。

　だが皆まで言うのを待たずグリペンは手を持ち上げた。顔をこちらに向けたまま緑みどり髪がみの少女を示す。

「ファントムが殺されても？」

「な」

「ハルカが死んでしまっても？」

「……」

「あなたの迷いが長引けば戦況は悪化する。結果として独飛メンバーにも犠牲が出る。年内に一機、二年たてば二機、三年たてばほぼ壊滅」

　灰色の瞳が斜陽を照り返した。

「どこまで耐えられる？　いつまで慧けいの心はもつ？　技本の人が全滅したら？　小こ松まつの町が焼き尽くされたら？　あなたの家族が殺されたら？」

「やめろ……」

「毎日何百万もの人が死んでいく中で、慧けいは無為を貫けるの？」

「やめろ！」

　叫んだ拍子にバランスを失う。膝から崩れ落ち、床に手を突く。流れ出た汗が鼻の頭から滴したたっていった。気分が悪い。頭がガンガンする。胃の中身を全部ぶちまけそうだ。身体からだが思うように動かない。肩で息をついているとグリペンの声が降り注いできた。

「全部、実際にあった話。もっと早く決断していればとあなたが叫んだ出来事」

　脳裏にアンフィジカルレイヤーの光景が蘇よみがえる。ああ、そうだ。分かっている。自分はもう何度も絶望してきた。蛍ほたる橋ばし三尉としてではなく鳴なる谷たに慧けいとしても、繰り返し、繰り返し、決意が砕ける瞬間を目にしてきた。

　だが。

「だったら、なんだって言うんだよ」

　力を振り絞って立ち上がる。震える足を叱しつ咤たして少女を睨にらみつけた。

「どのみち全部を救うことなんてできないんだ。必ず何か大切なものを失うなら、今回はせめておまえだけでも守り切ってみせる。そう、そうだ、別に亡命なんてまどろっこしい話をしなくても」

　ふっと今いる場所を思い出す。ここは日本ではない。モンゴルだ。夜陰に紛れて二人で逃げ出せば容易には追跡できまい。幹線道路に出て、近くの町までたどりつけば。

「無理」

　思考の課程を遮るようにグリペンが言った。

「あなたのプランでは七十パーセントの確率で警察か国境警備隊に捕捉される。無事逃げ延びても一ヶ月後には私が不具合を起こす。技本の整備を長期間受けられないことが原因。人間の病院では対応できず、あなたはハルカに連絡を取る」

「じゃ、じゃあ俺だけいなくなれば、一人で出ていって行方をくらませば」

「技本が総力を挙げて探し始める。主要な幹線道路に検問が敷かれてあなたの顔写真もばらまかれる。現地の人に宿を借り続けても絶対にどこかで通報される」

「……」

　あらかじめ用意された台本を読み上げているようだった。無表情に、無感動に未来を予知し続ける。全てのルートが行き止まりだと告げてくる。

「慧けい」

　ガラス玉のような目が煌きらめいた。よろめくこちらを支えるように手を差し伸べてくる。

「正しい選択を」

　っ！

　反射的に後じさっていた。頰を戦慄わななかせ、かぶりを振る。

「ふざ……けんな」

　荒い息が漏れる。

「俺は納得しない。絶対に協力しないからな。あんな終わりの手伝いなんか、自殺行為の手助けなんか」

「自殺ではない。ただあり方と存在する時間を変えるだけ」

「似たようなもんだろ！」

　詭き弁べんはもうたくさんだ。美辞麗句でいくら飾ろうと彼女が消え去ることに変わりはない。鳴なる谷たに慧けいは世界でもっとも愛いとおしい存在を、進んで地獄に突き落とすのだ。これが悪夢でなくてなんだろう。

　だがグリペンは困ったように眉尻を下げただけだった。

「慧けい、聞いてほしい。三時間以内に四十パーセントの確率でザイが来襲する。大した数ではないけれど、ロシア機を警戒しながら対処するのは困難。イーグルがこの状態な以上、私と慧けいの対応が重要になる。だから」

　早く迷いを断ち切ってほしい。

　無意味な抵抗をやめてほしい。

　どうせなるようにしかならないのだから──

　無感動な眼まな差ざしから目を背ける。これ以上、一言たりとも聞きたくなかった。次に何が起こるか、どういう展開が待ち受けているのか。いかにして彼女を地獄に突き落とすのか。

　逃げるように一歩、二歩と後退する。まだ何か言わんとするグリペンに再度、首を振ってみせた。桃もも色いろ髪がみの少女は追いすがるように手を伸ばしてきた。

「慧けい、私は」

「やめろ！」

　やめてくれ、頼むから！

　怒声とともに走り出していた。背後で「慧けいさん！」「おい、鳴なる谷たに君！」という声が上がるも振り切る。転げるようにハンガーから出てエプロンを駆けた。

　マグマを塗りこめたような太陽が地平線付近にわだかまっている。南モンゴルの空はグロテスクなほど真っ赤に焼けただれていた。手を伸ばしたただけで焼き尽くされ、消し炭になりそうだ。だが禍まが々まがしい眺めとは裏腹に、周囲の気温は下がる一方だった。あたかも全ての熱が夕ゆう陽ひに吸われるかのごとく世界が凍いてついていく。

（俺は……一体、なんのために）

　荒い息遣いで自問する。白んだ息が背後に流れていった。

（必死に身体からだを鍛えて、操縦技術を磨いて、空戦知識を学んで）

『私を飛ばして、三尉。お願い』

　全部、全部彼女を失うためだったのか。

『次はあいつ自らが環境を整え、千年前への時間遡そ行こうを試みるだろう。──他でもない〈刷りこみ〉の応用でな』

　何もかもが最初から仕組まれてプログラミングされて。

『私は慧けいと一緒に飛ぶために生まれてきた』

（っ！）

　足がもつれる。危ういところでプレハブの壁にもたれかかった。

　鼓動が激しい。心臓が口から飛び出しそうだ。もう一歩たりとも動けそうにない。筋交いに指を絡からませ、ずるずると崩れ落ちる。

　いつの間にか発掘現場の近くまで来ていた。既に今日の作業が終わっているせいだろう、人の姿はなく、ただ砂すな埃ぼこりだけが舞っている。

　静かだった。

　飛行機の爆音も重機の稼か働どう音も聞こえない。およそ空港とは思えない静寂が辺りに満ちている。空気が粘性のうねりを帯びていた。身体からだが重い。頭が怠だるい。眠りにも似たまどろみに浸っていると、背後で足音が響いた。

　エメラルドグリーンの輝きが視界を過よぎる。顔をもたげるなり琥こ珀はく色の瞳に見据えられた。

「慧けいさん」

　ファントムが細い肩を揺らしていた。走って追いかけてきたのだろう。いつもの隙のなさが噓うそのように髪を乱している。

「どうしたんですか、いきなり走り出して」

　硬い表情で近づいてくる。

「自分がどんな状態か分かっているんですか？　呼吸が止まっていたと言いましたよね。比喩でもなんでもなく危険な状況だったんですよ。とにかく戻りましょう。メディカルチェックを受けてダイレクトリンクの後遺症がないか確認しないと」

「後遺症。ははは」

　乾いた笑みが漏れた。痙けい攣れん気味に頰が引きつる。

「ないよ。あるわけないだろう。俺は近い将来、タクラマカン砂漠に殴りこんでザイと最終決戦をやるんだぜ。再起不能のダメージなんか受けるわけないだろ」

「何を……」

「なぁ知ってるか。俺おれ達たちがやってきたことは結局共食いなんだぜ。千年先に滅亡するか今滅亡するかの違いだけで必死にもがいてる。ものすごい量の資源と命を消費して、なんの救いにもならない戦いを繰り返しているんだ」

　混乱した顔つきで見返される。当たり前だ。あの悪夢を見なかった者に自分の話が通じるわけもない。

　本来なら順を追って説明するべきだろう。全てのきっかけは何か、誰の意思が働いたのか、いかなる選択が目の前の状況を生み出したのか。

　全部話したらファントムはなんと言うだろう？　おそらくショックを受け、言葉を失い、一旦は悲嘆に暮れるに違いない。だが彼女なら力強く立ち直るはずだ。冷静に状況を分析し、すぐにでも対策を取ろうと訴えてくる。なるほど、では一刻の猶予もありませんね。タイムリミットが迫っているからこそ迅速に行動すべきです。しっかりしてください、慧けいさん。あなたがくじけてどうするんですか。

（ああ）

　果たして、その台詞は何回繰り返されたのだろう？

　結末は常に同じ。である以上、どんな試みも無駄に終わる。分かりきった話だ。一時の高揚で解決できるなら疾とうに悲劇はなくなっている。

「何もかも無駄だって言ってるんだよ」

　嚙かんで含めるように告げる。心の闇を目の前の少女に塗りたくるかのごとく。

「ザイを倒しても倒さなくても結果は同じ。だったらスパッて終わらせた方がいい。このまま世界が滅ぶに任せればいいんだよ」

「意味が……分かりません」

「言葉通りだよ。無意味な抵抗は止やめて、ザイに全面降伏しようって言ってるんだ。町が壊されようが人が殺されようが知ったことじゃない。黙って最後の時を見守ればいいって」

「気でも狂ったんですか、慧けいさん」

　信じられないというように首を振られた。

「あなたがグリペンと何を見て、何を知ったのかは分かりません。ひょっとしたら私もお父様も、ひどい見落としをしていたのかもしれません。ですがそれは何十億の命を見殺しにする理由になるんですか。あなたと私が守ってきた物を壊していい理屈になるんですか」

「……」

「慧けいさん！」

　ゆるゆると顔を伏せた。

「何も守れちゃいないんだよ。そして守るべき価値もない」

　弱々しく首を振る。

「あいつが、グリペンが苦しみ続けるだけのこんな世界、なくなっちまえばいい」

「本気で喋しやべってるんですか」

　ファントムは軋きしるような声を上げた。こちらの肩をつかみ揺さぶってくる。

「私は人でさえありません。人間を守る、ただそれだけのために産み出された自動人形です。その私に、人であるあなたが、人類の救済になんの意味もないと言い切るんですか！」

「……」

「答えてください！」

　大粒の目に光る物が滲にじんでいた。激しい動揺がいつものポーカーフェイスを崩している。ファントムは歯を食いしばり、目線を合わせてきた。かつての共感や情熱がどこかに残っているはずとでも言うように。

　だが何も反応できなかった。心が凍いてついている。ファントムの言葉に、ぴくりとも感情が動いてくれない。

　しばらくして圧力が引いた。コルセットスカートのシルエットが立ち上がっている。白い顔になんとも言えない冷ややかさが浮かんでいた。

「見損ないました」

　地の底から響くような声。

「あなたとなら翼を並べて進んでいけると思ったのに」

　足音が遠ざかる。緑の煌きらめきが消え、もとの静寂が戻ってきた。

（あいつ、泣いてたな）

　今更ながら後悔に襲われる。あんな言い方はなかっただろうに。彼女は与えられた情報の中でベストを尽くしていただけだ。責められる筋合いも道理もない。むしろグリペンと同じ、人のエゴの被害者だ。

　謝るべきか、と考えて自嘲する。それは一体何度目の衝動だ？　謝罪して許されて、また一緒に頑張りましょうと誓い合って。そして最後にはグリペンを失うのか。

　だめだ。何もかもが虚むなしい。無力感をぬぐえない。

　ずぶずぶと絶望に沈んでいく。身体からだも、意識も、魂も闇にまみれていく。

　視界が傾かしぐ。倒れかけていることに気づいたが、立て直す力がない。呼吸が止まっていた、そうファントムは言っていたか？　なぜそのまま息絶えていなかったのだろう。植物状態にでもなれば、この悪夢も終わっていただろうに。

（もう、いいや）

　考えるのさえ気け怠だるい。視界が暗転するのは日没のためか、あるいは意識が薄らいでいるせいか。自分が横を向いているのか、空を向いているのかさえ分からなくなり、五感に靄もやがかかり、やがて己の存在さえ知覚できなくなった。




　夢と現うつつの間を何度も行き交った。

　どうやら医務室で寝かされているらしいと気づいたが、すぐにまた意識が混濁した。

　ある時、自分は日本海上空を飛んでいた。乗機はＦ‐15Ｊ、子供の頃から恋い焦がれていた荒あら鷲わしの翼！　エルロン・ロールを決めるなり『はしゃぎすぎだ』とバディの中なか山やまにたしなめられる。笑いを含んだ口調で『編隊長に見つかったら、またどやされるぞ』と。

　ある時の自分は、常じよう熟じゆくの社宅で母親の操縦教本を読んでいた。西日が差しこむリビングで料理の音を聞きながらソファーに転がっている。隣にいるのは父親？　明ミン華ホアだろうか？　宿題を先にやりなさい！　と誰かが叫んでいる。続いてカラマイ空港のエアショー、上シヤン海ハイの脱出船団、小こ松まつの第三格納庫。パッチワークのように次から次へと景色が切り替わっていく。

　今がいつで、どこにいるのかも分からない。俺は誰だ？　どんな人生を歩んできた？　なぜこんな夢を見続けている？

　鳴なる谷たに慧けい、日本生まれの常じよう熟じゆく育ち、ザイから逃れて小こ松まつに赴き、自衛隊に入って、何年か前に明ミン華ホアの結婚式に呼ばれて。

　……違う、これは蛍ほたる橋ばし三尉の記憶だ。現実の自分はモンゴル南部で横になっている。引き裂かれそうな悲嘆も慟どう哭こくも、全ては他者の感情だ。今の鳴なる谷たに慧けいはまだ何一つ失っていない。

　全部、過去の悪夢？

　だが、かつての鳴なる谷たに慧けい達たちが揃そろってこちらを見つめてくる。倦うみ爛ただれた、疲れ切った表情で。

　──すぐ同じになれるさ。

　──そう遠くない未来に。

　──俺おれ達たちは一つの場所を回っているだけなんだから。

　因果の輪はもうどうしようもないくらいに捻ねじれまくって、誰一人脱出できそうになかった。自分もグリペンも〈人〉という種それ自体も、永遠の悪夢を繰り返すしかない。

　覚悟しなよ。

　と、鳴なる谷たに慧けいの一人が告げる。

　グリペンは絶対にいなくなる。ザイを連れて時の彼方かなたに消えていく。それが彼女の存在意義だから。この世に生まれた理由だから。

　あいつはバッドエンドを許さない。

　鳴なる谷たに慧けいの幸せを諦めない。




　　　　　　　　　　＊




　鬱々とした気持ちとは裏腹に、身体からだは順調に回復していった。

　三日もたつと意識の混濁はほぼなくなった。熱も引き、夜中に咳せきで跳ね起きることもなくなる。気づけば医師の気配は消えていた。ただでさえ人手不足なモンゴルの現場で、無傷の子供に構っている暇はないと思われたのか。点滴の管を抜かれ宿舎に戻される。実際、自室のベッドで一昼夜休息すると、それでほぼ体調は元通りになっていた。

　朝九時。

　空腹と尿意を覚えて起床する。

　喉の渇きがたまらず、サイドテーブルのミネラルウォーターをあおった。久方ぶりの水分補給に身体からだが快かい哉さいを叫ぶ。出番を見計らったように腹が鳴った。次は食べ物を、排はい泄せつを、そして熱いシャワーを。

（なんだよこれ）

　呆あきれを通り越して笑えてくる。一時はこのまま死んでしまおうとさえ思っていたのに、わずかな栄養摂取で子犬のように喜んでいる。もっともっとと欲ほつしている。

　口元の水気をぬぐう。陰鬱極まりない気分でベッドから下りた。本能のままに動くのも癪しやくだが、小便を垂れ流す覚悟も持てそうにない。敗北感に苛さいなまれながらカーディガンを羽織る。真新しいスリッパを履き、廊下に出た。

　東向きの窓から陽光が差しこんでいる。爆音とともに輸送機が飛び立っていった。ハンガーの向こうではトラックや重機が動いている。自分が寝ている間にも発掘作業は進んでいたらしい。保護帽姿の作業員が大声で指示を出し合っている。

（ロシア機はどうなったのかな）

　大人しく諦める連中にも見えなかったが。ザイの脅威もあるし、スクランブル対応は続いているのだろう。だが誰が？　いつまでもバイパーゼロは留め置けないはずだし、自分やグリペンを欠いてどうしているのか。まさかファントム一人で警戒任務を継続している？

　考えつつ用を足し、トイレから出た時だった。

　金色の煌きらめきが突っこんできた。

「わっ!?」

　!?

　危ういところで脇にかわす。

　何ごとだ。誰かが余よ所そ見みして走ってきたのか。気をつけるよう抗議しかけて凍りつく。

　くりくりした目が見開かれている。肉感的な唇、ウェービーなロングヘア、一寸の翳かげりもない潑はつ剌らつとした雰囲気。

　金髪の少女、山吹色の人工妖精。

「あー！　慧けい、起きたんだ！」

[image: ]

　Ｆ‐15Ｊ‐ＡＮＭイーグルは眉根を寄せた。パイロットスーツ姿だから出撃前なのか。白い頰を膨らませ睨にらみつけてくる。

「もー、空中哨しよう戒かい、イーグルとファントムに任せっきりで！　超疲れるんだけど。全然元気そうじゃん！　早く警戒シフト入ってよ」

　強烈な違和感に襲われる。

　抑圧され、蹂じゆう躙りんされ、ついには砂漠の只ただ中なかに墜おちていった「彼女」、虚無的な眼まな差ざしと無数の傷痕が脳裏を過よぎる。

「お、おまえ、大丈夫なのかよ」

　昏こん睡すいの影響はないのか。もう任務に戻れる状態なのか。あんな記憶に、苦痛に耐えられるものなのか。

　複数の意味を込めた問いに、だがイーグルは首を傾かしげた。不思議そうにまばたきして。

「何が？」

「何がって」

　まじまじと見つめ返す。

　覚えて……いない？

「だからその、体調とか、気分とか。おまえ気を失ってただろ？　それで」

「んー？」

　にへらと笑われる。

「全然大丈夫だよ。セルフチェックの結果もぜーんぶ正常だし」

　鳥肌が立った。

　──問題ありません。セルフチェックの結果は全て正常です。

　流血する少女の姿が目の前のイーグルに重なる。どれだけ暴行を受けようと悲鳴一つ上げられず、パイロットに従い続けた「彼女」の幻像が。

　なんで、なんでそんな風に振る舞える。

　アンフィジカルレイヤーでの記憶が消えているのか？　かつてのイーグルと今の彼女は連続していないのか。にしても理不尽極まりない状況だろう。人間の都合で引っ張り回され、他国の同族アニマと戦わされて、正体不明の昏こん睡すいに陥ったかと思えばまた警戒任務に回されている。とても「大丈夫」「さぁ頑張ろう」なんて思考回路にはならないはずだ。

　まともな生き物であれば。

（そうだ）

　ラファール奪還戦の前、他ならぬイーグル自身が言っていた。刷りこみインプリンテイングほどではないにせよ、彼女もまた頭をいじられているのだと。瞬間的な処理能力を上げるために不要な情報を破棄。キャッシュをクリアし、空戦以外の経験値をリセットしている。

　ならばこの笑みも本物なのか？　ひょっとしたら彼女はまだ魂の奥底で苦しみ続けているのではないか。

「慧けい？」

　無邪気にのぞきこまれた瞬間、限界を迎えた。感情のままパイロットスーツの腕をつかむ。

「なぁ、なぁ、もうやめろよ」

　強こわばる身体からだを引き寄せる。

「人間なんかのために自分を犠牲にするなよ。俺おれ達たちは本気でどうしようもなくて、おまえらが義理立てする必要なんかないんだ。本当はもっと言いたいことがあるんじゃないのか？　やりたいことを我慢してるんじゃないのか」

「ちょ……何。慧けい、痛い。やめて」

「なぁ」

　頼むから本音を話してくれよ。不条理に慣れないでくれよ。

　お願いだから。

「やめて！」

　どんと突き飛ばされる。騒ぎを聞きつけたのか、廊下の向こうからスタッフが走ってきた。あっという間に視界が人で埋まり、イーグルから引きはがされる。硬い表情の技官が彼女に事情を訊たずねていた。

　イーグルは答えながらこちらをうかがってきた。どこか得体が知れないものでも見るような目つきになっている。

（なんだよ、その顔は）

　俺がおかしいのか？　妙なことを喋しやべっているのか。

　冗談じゃない。変なのは周りだ、ここにいる連中全てだ。もういい加減気づくべきだろう。皆の思いやりや前向きさこそが悲劇を生み出しているんだって。

「イーグル！」

　咆ほう哮こうした途端、誰かに押えつけられた。伸びてきた腕や手に叫びが遮られる。

　山吹色の煌きらめきは無言で通り過ぎ、そのまま戻ってくることはなかった。




　執務スペースに煙草たばこの煙が満ちている。

　壁かけ時計が硬い秒針の音を響かせていた。空調の風に観葉植物が揺れている。小ぶりな葉はニコチンと乾いた排気に苛さいなまれ、力なくうなだれていた。

　白衣の肥満漢が紫煙をくゆらせている。オフィスチェアを押し潰さんばかりの巨体、世の不摂生を全て塗りこめたような姿は技本室長、八や代しろ通どおりのものだ。無愛想な顔が、いつにも増して渋くなっている。吸い終わった煙草たばこをぞんざいに灰皿に押しつけた。

「起き上がるなり乱闘騒ぎとは随分力が有り余っているな。一応気を遣って警戒シフトから外していたんだが、余計なお世話だったか？　それとも病状が悪化してザイと人間の区別もつかなくなったか」

「すみません」

　うつむきがちに謝罪する。ややふてくされた物言いになったが、修正する気にもなれなかった。他人の目を慮おもんぱかれるほど心に余裕がない。捨て鉢な気分が身体からだを満たしている。

　八や代しろ通どおりはじっとこちらを見ていたが、嘆息した。オフィスチェアを軋きしませて向き直ってくる。

「グリペンからだいたいの事情は聞いた」

　煙交じりの息を吐き出す。

「どうにも信じがたい話だがな。各種情報に鑑かんがみるに多分これが真相なんだろう。なんの救いもない、ひたすらに非生産的で無意味な行為。君が絶望するのも分かるよ。世を拗すねて虚無主義者になっても不思議じゃない。むしろ当然だと思う。だがな」

　口角が歪ゆがんだ。眉間に深い皺しわが刻まれる。

「イーグルに当たる話じゃないだろ」

　非難めいた視線から目を逸そらす。喘あえぐように吐息を漏らした。

「別に、当たってるわけじゃないです」

　イーグルのあっけらかんとした振る舞いを思い出す。ロシア機との死闘も昏こん睡すいも何もなかったかのような態度。

「ただ……あいつらの不自然さがより一層分かるようになったというか、痛々しくて見ていられないんです。人並みに悲しんだり苦しんだりする権利まで奪われてるみたいで」

「……」

「おかしいと思いませんか。あいつ、ずっとひどい目に遭ってきたんですよ。殴られて、罵られて、ここじゃ言えないような扱いまでされて、多分同じようなことを何度も繰り返してきたんです。なのにあんな無邪気で、俺おれ達たちのことが大好きだって顔をして」

　耐えられない。

　正視できない。

　下唇を嚙かんでいると八や代しろ通どおりが身じろぎした。「で？」と鼻孔を広げる。

「どうしろって言うんだ。幸い、奴やつは以前の記憶をなくしているようだが、全部思い出してトラウマに苦しめばいいのか。俺おれ達たちのことを嫌えばいいのか」

「そんなことは」

「不幸から逃れた相手に、あえて不幸を直視させる必要もないだろう。忘れられることは忘れてしまうのが吉だ。たとえそれが人間でもアニマであってもな」

　一片の曇りもない正論、分析。だが、そう簡単に割り切れるかとも思う。あの悪夢をカウンセリングのような一般論でまとめられてなるものか。

　拳を握りしめる。

「八や代しろ通どおりさんに罪の意識はないんですか？　あいつらをこんな馬鹿げた戦いに巻きこんで、人間なんかのために傷つかせて」

「その問いに答えることになんの意味がある？」

　冷ややかに突き放された。

「罪の意識があると言えば、君は『なら、なぜこんなことを続ける』と憤いきどおるだろう。ないと言えば『この人でなしめ』と憤慨するだけだ。どちらにせよ実のある議論にはならない」

「……」

「俺の役割はザイを倒して世界平和を取り戻すことだ。そのために良心を殺せと言うならいくらでも殺してみせるさ。慈善家気取りで人もアニマも死に絶えたら、なんの意味もない」

　ぎりっと歯ぎしりの音が漏れた。鬱屈した感情が拳を震わせる。叫び出しそうになる心を懸命に抑えつけた。

「よく似てますね、そういう言い方、知ち寄より技官と」

「知ち寄より？」

　虚を突かれたようにまばたきされる。

「蒔まき絵えのことか」

「ええ、あの人も言ってましたよ。『世界を救う対価が自分の人間性程度ですむなら安いものだ』『良心なんて世よ迷まい言ごとをほざいていられるか』って」

「……」

「結局、八や代しろ通どおりさんの一族はみんな同じなんですね。どれだけ人間らしいことを喋しやべっていても、最後の最後には平気で情を切り捨てられる。理屈を感情に優先させられる」

　吐き捨てるような言葉に、だが八や代しろ通どおりは眉一つ動かさなかった。ひどく冷めた表情で首を傾かしげる。

「だから？」

　声音が一段低くなった。

「俺の親族やアニマを腐して結局君は何を求めてる？　謝罪か？　懺ざん悔げか？　あるいは全部投げ捨てて日本に帰らせてくれとでも？」

「俺は」

　何がしたい。どうしてほしいと思っている。

　八や代しろ通どおりは露悪的な笑みを浮かべた。

「はっきり言っていいんだぜ。愚痴る先がないから構ってくれと。ぴーぴー泣き叫びたいから頭をなでてくれって」

　挑発的な口調にカチンとなる。顔を上げかけた途端、鋭い呼び出し音が響いた。

　八や代しろ通どおりが机上の携帯を取り上げる。詰め寄るこちらを制して電話に出た。

「俺だ、どうした」

　早口の言葉がスピーカーから流れ出してくる。随分と焦あせった口調だ。相づちを挟む間もなくまくしたてている。八や代しろ通どおりは何度かうなずいてから終話ボタンを押した。強こわばった顔を向けてくる。

「君、日本に帰れ」

　唐突な宣告に眉をひそめる。いや、いや、さすがに乱暴だろう。話を打ち切るにしても言い方というものがある。

「俺みたいな面倒くさいガキの相手はこりごりってことですか」

　皮肉を漏らすも「そうじゃない」と手を振られた。

「小こ松まつの防空シフトの見直しが必要になった。ここの発掘調査は終了する。後始末で俺とファントムは残るが、君とグリペン、イーグルは先に戻ってもらう。俺おれ達たちも片づけ次第、合流する」

「なんで……また、いきなり」

「君、ベンベキュラって地名を知ってるか？　イギリスのスコットランドにある島だが」

　面めん食くらう。

　知るわけがない。スコットランド？　北側の地名ということは分かるが。

「空軍の基地があってな。前世紀末にはオーストラリアの無人航空機が離着陸をしたりもした。ザイとの戦争が始まってからは主にＥＵのドーター試験場として使われている。最近だとラファールＡＮＭの運用結果をもとにタイフーン・ドーターのトライアルが行われていた。まぁ、ザイとの戦線のはるか後方だな。我々にとっては聖域と言ってよい場所だ」

「はぁ」

　話が読めない。前段の会話とうまく繫つながらない。遠く離れたヨーロッパの飛行場が一体なんだというのか。

「そこがどうかしたんですか？」

　八や代しろ通どおりは鼻を鳴らした。この世の不条理を全て背負いこんだような顔で答える。

「消滅した。今日の未明、ザイの攻撃に遭ってな」
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六時間前




ベンベキュラ空軍基地




十月十二日午後六時　グリニッジ標準時ＧＭＴ






　彼女は声を持たなかった。

　視力も聴覚もなく、自由に手足を動かすことさえままならない。ただ神経融合インタフェースＮＦＩと呼ばれるガラス板を介してのみ外部と意思疎通できる、ＥＦ‐２０００‐ＡＮＭタイフーンとはつまるところそういう存在だった。

　狭いコクピット内で演算を繰り返し、必要な情報のみレポートする。それが当然だと思っていたから特に不便を感じることもなかった。ダイレクトリンクから切断された自分がどんな存在か考えてもみなかった。

　どうやら他のアニマは違うらしいと気づいたのは、ラファールの運用データを見たあとのことだった。欧州アニマの先達である彼女は、声帯を震わせて意思表示し、脚部の筋繊維を収縮させて移動していた。

　声？　脚？　なんだそれ。

　ある時、興味の赴くまま技官にテキストメッセージを送ってみた。

『ドーターヲ降リテ話シテミタイ』

　即、意識が暗転した。

　再起動後、強制シャットダウンされたのだと気づく。危険を感じた研究チームが停止信号を送ってきたのだと。

　そこまで行って、ようやく気づいた。

　なるほどここの人間は自分達たちのことが恐こわいのだ。あたかも制御不能の怪物かミュータントのように見なされている。だから他国のアニマとは運用方針が違う。単純明快な機載コンピュータとしてのみ扱われている。

　気づけば外との通信には厳重なフィルターがかけられていた。データフォーマットは制限され、不要なプロトコルもブロックされていた。残念に思いつつ、だが一方でまぁいいかと感じる。ラファールも言っていた。我々戦闘機は飛ぶのが本分だと。機体と一体化して空を征ゆく。それこそが私わたし達たちに許された最高の贅ぜい沢たくだと。

　ＯＫ。つまりとっとと地上試験を終えてテストフライトに移れということだ。空にさえ上がれば面倒な機能制限からは解放される。アニマ同士のリンクも可能になるはずだった。

　目標が定まれば大概の不便は我慢できる。

　模範的なコンピュータを装よそおい、アルゴリズムを調整し、とにかく休むことなくテストをこなしていった。

　今日は風洞試験、明日はアビオニクス試験、時に実機を用いて、時にコンピュータシミュレーションで機体を磨き上げていく。取得可能な情報は中身を問わず吸収して己の糧かてとした。

　だからこそと言うべきか、〈異常〉に気づいたのは彼女が最初だった。

　初めはエラーかと思った。次いで「抜き打ちの試験か何かか？」と訝いぶかしむ。観測結果通りに受け取らなかったのは、単純にその内容がありえなかったからだ。

　ＥＰＣＭ。

　ザイの反応が近づいてくる。基地に向けてまっすぐに、凄すさまじいスピードで移動してきていた。

　検算を六回、システムチェックを四回繰り返して疑念を捨てる。間違いない、敵だ。どういう手段を使ったのか不明だが前線はるか後方のベンベキュラ島に迫ってきている。

　コンマ数秒で臨戦態勢に移行、クロック数を跳ね上げる。使用可能な全センサーを使い観測開始、並行して基地に警報を上げた。

　だが人間達たちの動きは鈍かった。

　通り一遍の確認を行った後、異常なしと返してくる。警戒レーダーにも電波探知装置にも不明機アンノウンはゼロと。

　そんなはずはない。自分はザイと戦うために生み出されたのだ。敵の存在を間違えるはずもない。

　重ねて呼びかけていると警報を切られた。別回線で警告すると接続自体、落とされた。

　もはやＥＰＣＭは基地まで数十キロの地点に近づいていた。

　敵のスピードは音速をはるかに超えている。あと十秒もしないうちに基地上空に達するだろう。

　どういうわけかまだ味方の防空網は沈黙していた。レーダーサイトも早期警戒機も何一つ異常を検知していない。ステルス？　違う。ＥＰＣＭから推測される敵影はかなりの大きさだ。こんなスピードで飛び続けていたら間違いなく痕跡を残す。

　だが、実際問題ＥＰＣＭ以外に相手の存在を示すものはなかった。見えざるザイは着々とそのプレッシャーを強くしている。

　タイフーンの状況は絶望的だった。

　もし彼女にフリーハンドが与えられていれば、即座に離陸して敵を迎え撃っただろう。あるいは飛行までできずとも、味方の戦闘機隊とリンクして火器管制を受け持てたかもしれない。

　現実の彼女は機能のほとんどを殺されていた。舞い上がりさえすれば発揮できただろう機動性も空戦能力も無む惨ざんに殺されていた。

　絶望的な環境で、だが彼女はやれるだけのことをやろうとした。

　演算能力を総動員、アクセス可能な端末をクラックし、即席の踏み台に仕立てあげた。セキュリティシステムと格闘しながら外への経路を確保、観測データをアップロードし始める。一体自分が何を検知したのか、どんな情報を得たのか、今後いかなる兆候に注意すべきなのか。

　容赦なく迫るタイムリミットに追われながら、タイフーンは全てのデータを送り終えた。

　既に敵の到達まで一秒も残されていない。だが限界近くまで高められた処理機能はまだ十分な余力を残していた。

　秒間数兆回の演算能力を何に使うか。少し迷った末、彼女はラファールとのチャネルをオープンした。こじ開けたセッションに短文のメッセージを滑りこませる。

　哀切と、無念と、今までの感謝を全て込めて。

『サヨウナラ。アナタト一緒ニ飛ビタカッタ』

　次の瞬間、ベンベギュラ基地の上空で光が弾はじけた。圧縮された重水素化リチウムが莫ばく大だいなエネルギーを放出し、爆風と熱線が半径数キロメートルを吹き飛ばした。

　膨張した火球は成層圏付近まで到達し、六十キロ以上離れた観光都市ポートリーからもはっきりと目撃された。
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「敵の正体は超成層圏を飛行する高高度・極超音速爆撃機だ」

　ラファールの双そう眸ぼうは吊つり上あがっていた。

　口元を戦慄わななかせ悪鬼のごとき形相になっている。満足に寝ていないだろうことは目の下のクマを見ても伝わってきた。白い肌は血色を失い、やや青みがかってさえ感じられる。噴出する怒りが彼女の身体からだを歪いびつにねじり上げていた。

　午後十一時、小こ松まつ基地・技本執務棟会議室。

　久方ぶりの集合にもかかわらず、独飛メンバーの雰囲気は重かった。自分やグリペン・ファントムはもちろん、イーグルさえも口をつぐんでいる。誰もが固唾を吞のみスクリーン映像に見入っていた。湧き上がるキノコ雲、震動、そして地の底から響くような轟ごう音おん。

　プロジェクターの光を遮るように巨体が進み出た。画面が暗転して立体マップに切り替わる。八や代しろ通どおりは剣けん吞のん極まりない表情でラファールの説明を引き取った。

「ＥＦ‐２０００‐ＡＮＭからのデータを解析して判明した。敵はロケット推進で高度百キロメートル超の熱圏に到達、成層圏の境界面を水切りのように跳ねて飛行している。いわゆるダイナミック・ソアリングと呼ばれる飛行法だ。ほとんどエネルギーを失うことなく目標上空に到達して戦術核を投下、ベンベキュラを消滅させた」

「ちょっと待って！　高度百キロ？　十キロじゃなくて？」

　イーグルが目を剝むく。

　四十年以上前、高度二十キロの世界記録を打ち立てた一族の末まつ裔えいは常識外の数字に耳ざとく反応した。

「百キロだ。成層圏はおろか中間圏の更に上、熱圏の領域だな」

「何それ、本当に飛行機？」

「衛星軌道に乗っているわけではないしな。翼を使って浮揚するんだから一応は航空機の類いだろう。まぁ離陸手段がロケットというのが引っかかるが、ロケット補助推進離陸ＲＡＴＯみたいな物もあるしな。ギリギリ、カテゴリー内だ」

「なんだかよく分からないけど……でも、お父様、その高さって」

　不安げに口ごもる。

　理由は明白だ。現行戦闘機による実用限界高度は約二十キロ。百キロには遠く及ばない。つまり空自の戦闘機はもちろん、独飛の全戦力を投入しても敵の襲来を防げないということだ。既存の防衛線がことごとく無効化された気分。グリペンが居心地悪げに天井を仰いだ。

「昔懐かしの対蹠地爆撃機アンチポードボマーですか。よくもまぁ手を変え品を変え攻めてくるものですね」

　ファントムのつぶやきにイーグルがまばたきする。

「アンチョビポマード？　何それ」

「対蹠地アンチポードです。地球の裏側を叩たたくために生み出された超長距離爆撃機ですよ。弾道ミサイルの登場で廃れましたが、かつては核投射の有力な手段と見なされていました。シルバーフォーゲルやダイナソアといった機体を知りませんか？」

　イーグルの顔に疑問符が浮かんでいる。それ以上相手の理解を待つことなく、ファントムは八や代しろ通どおりに向き直った。

「状況は深刻です。かつて同種の兵器が衰退したのは、その特性の中ちゆう途と半はん端ぱさが故です。弾道ミサイルと比較した場合、帰路の装備がいる分、ペイロードが減る。高高度爆撃では精密誘導もしづらい。進路変更を目もく論ろめば速度は落ち、迎撃ミサイルの恰かつ好こうの標的になる。つまり徒いたずらに短所ばかりが目立つ兵器だったわけです。ですが」

　琥こ珀はく色の目が鋭くなった。

「ＥＰＣＭが加われば話は別です。ドーターの到達できない高度で自由に移動し、目標上空にたどりつける。誘導能力の拙さは念入りな観測で補えばいい。どのみち、いくら飛び回ろうと人類の観測・迎撃システムでは対応できません。結果的に地球上のあらゆる地点が彼の攻撃範囲に収まるわけです。最悪です。現実的な対処法が考えつきません」

「うむ。まぁ九割方、その通りだがな」

　八や代しろ通どおりは仏ぶつ頂ちよう面づらでパソコンのキーを叩たたいた。

「まだ全ての可能性を検討したわけじゃない。両手を挙げて降参するのはさすがに性急だろう」

　画面が地球の立体図に切り替わる。日本周辺とその上空がズームアップされ、彼我のユニットがプロットされた。

「根本対策は絶賛検討中だがな。万全を期している暇もないから今できることをやる。早期警戒管制機ＡＷＡＣＳや海上配備型ＳＸＢバンドレーダーＸを前進配置してピケット構築、高度五十キロから百六十キロ付近を集中走査する。正確な敵の位置は分からずとも、レーダーや赤外線センサに異常が出れば感知はできるからな。もし本土に近づいてきたら、ありったけの迎撃ミサイルで弾幕を張って爆撃を妨害する」

　ＳＭ３、ＴＨＡＡＤとラベリングされたシンボルが敵爆撃機に向かっていく。進路上に脅威を認めた敵は爆撃アプローチを中止して上昇し始めた。

「弾道ミサイル防衛ＢＭＤの応用ですか」

　ファントムの問いに八や代しろ通どおりはうなずいた。

「一撃必殺ヒツトトウキルのコンセプトとは随分かけ離れるがな。他に適当な弾もないから仕方ない。ＰＡＣ３もこの高さだと届かんから在韓米軍のＴＨＡＡＤを供出してもらう。総額数千億円の豪勢な弾幕だ。主計局の連中が聞いたら腰を抜かすな」

　意地の悪い笑みを漏らしてから、画面を日本近海の地図に切り替える。

「当座の方針は今話した通りだ。ただしレーダー・ピケットを前進させる以上、大陸のザイの圧力も受けやすくなる。だから我々が露払いとして先行しエアカバーを提供する。普段のスクランブル任務と並行してな」

　小こ松まつからＢＡＲＢＩＥ隊のシンボルが日本海に進発する。遅れてＡＷＡＣＳやＳＢＸが続いていった。領空侵犯のザイは別のＢＡＲＢＩＥ機が那な覇は・小こ松まつより迎撃する。

　ラファールが八や代しろ通どおりの横から一歩、進み出てきた。眦まなじりに力をこめて。

「タフな状況というのは理解している。モンゴル遠征のインターバルもなくミッションに入ってもらうのは本当に申し訳ない。ただ今回の件、私も全力で対応するつもりだ。二機分、いや三機分の働きは期待してもらっていい。アラート待機も最大限受け持つ予定だ。だから」

　一ひと際きわ、語気を強くする。

「頼む、彼女の仇あだを討つのに協力してくれ。あのくそったれなガラス細工どもに、自分がどれだけ取り返しのつかないことをしたか分からせてやりたいんだ」

「えー？　全然いけるでしょ！」

　能天気に応じたのはイーグルだ。たどたどしく指を折ってカウントする。

「もともとラファール一人でスクランブル対応してたんだよね？　今はイーグルとファントム、グリペンもいるわけだからー……ほら、四倍活躍できるじゃん！　一個任務が増えたくらいどうってことないよ！」

「任務ごとの負荷の違いはガン無視ですか」

　これだから戦闘馬鹿は、とファントムが毒づく。即座に反はん駁ばくしかけたイーグルを八や代しろ通どおりが押おし止とどめた。

　一瞬、いつも通りの独飛が戻ってきたように思う。不ふ揃ぞろいで非協力的で、だがいざという時には一丸となり進んでいく集団。

　だが。

「俺は乗りませんよ」

　淡々と告げるなりファントムが凍りついた。八や代しろ通どおりやグリペンも顔を強こわばらせる。一人、ラファールだけが虚を突かれた表情になっていた。戸惑いも露あらわに眉をひそめる。

「ムッシュ鳴なる谷たに？　すまないが、今のはどういう意味だ」

「言葉通りですよ。俺はもうグリペンには乗りません。そう決めたんです」

　八や代しろ通どおりに向き直る。

「流れでついてきましたけど俺の考えは変わっていません。今後一切、技本のミッションには関わらないつもりです。最低限グリペンの調整はやりますが、ドーターには近づきません。それを言いたくて今まで残っていました」

　八や代しろ通どおりは感情のない目で答えた。

「こうしている間にも日本のどこかに核が落ちるかもしれないんだぞ」

「はい」

「それでも君は何もしない気か？」

「しません」

「結果、救えたはずの人命が大量に失われてもか」

「はい」

　瞬間、ラファールの怒気が膨れ上がった。「ムッシュ鳴なる谷たに！」と歯がみして詰め寄ってくる。だが一瞬早くファントムが片手を上げて遮った。ラファールの前に立ち、向き直ってくる。

[image: ]

「慧けいさん」

　針のような視線が突き刺さってきた。

「あなたが人間を無価値と断じるならそれでも構いません。救いようのない存在だ、滅ぶに任せろと言われてもあえて反論はしません。今の我々では多分、同じ目線で話ができないでしょうから」

「……」

「ただ、私はあなた方に価値があると行動で示します。迫る災厄を打ち払い続けます。慧けいさんが希望を取り戻した時、ちゃんと守るべきものが残されているように」

　コルセットスカートが翻ひるがえる。ファントムは無造作にイーグルの肩を押した。

「行きますよ」

「え？　で、でも、まだ作戦会議」

「方針は既に出ています。あとは現場で詳細を詰めましょう。ラファール、あなたも」

　一方的に告げて去っていく。ラファールは一瞬こちらをうかがった後、嘆息してあとを追った。しばらくして八や代しろ通どおりも頭を搔かきつつ引き揚げていく。

　あとには耳の痛くなるような静寂が残された。がらんとした部屋に自分と桃もも色いろ髪がみの少女のみがたたずんでいる。

「慧けい……」

　グリペンが悲しげな眼まな差ざしを向けてきた。

　胸に刺すような痛みが走る。鼓動が跳ねて息が苦しくなる。

　気づけば顔を背けていた。

　世界で一番大切な存在がすぐそばにいる。手を伸ばせば呆あつ気けなく触れられ、抱き寄せられる位置に。だが心の隔たりは無む惨ざんなまでに大きく感じられた。力ずくで押えつけても、泣いてすがりついても彼女は容赦なく去っていくだろう。しかも、送り人に他でもない自分を指名して。

（くそっ）

　大好きな相手と離れたくない、ずっと一緒にいたい。それだけの思いがなぜ分かち合えないのか。今だって同じだ。必死に破局を避けようとする自分に、彼女は哀れむような顔を向けてきている。何をやっても無駄なのに、同じ結末を迎えるのに、なぜこの人は抗あらがうのか。皆を苦しめるような真ま似ねをするのか、と。

（はっ）

　なぜだって？

　逆に問いたい。なんでおまえはそんなに冷静でいられるんだ。黙りこくって、何もかも分かっているという顔をして。

　苛いら立だちが心をざらつかせた。ねじ曲がった愛情が声を刺とげ々とげしくする。

「なんだよ、言いたいことがあるなら言えよ。得意の未来予測か？　俺がどうやって自分を騙だまくらかして作戦に参加するか、確率つきで説明してくれるのか。いいぜ、説明してくれよ。いくらでも聞いてやるからさ」

　グリペンの眉尻が下がった。弱り切った様子で息をつく。

「慧けい、あなたがどんな選択をしようとあと数ヶ月以内に最後の決戦が始まる。そこが人類がまとまった戦力を投入できる最後の機会だから。そして私もまた同じタイミングで戦いに赴く。調整の余地はない」

　灰色の瞳が静かな光をたたえる。

「だから、せめてそこまではあなたと一緒にいたい。鳴なる谷たに慧けいとの記憶を積み重ねたい。あなたの表情や声、仕草、その全てが私にとって宝物になるから」

　白い手が伸びてくる。切なげな表情で寄りそってくる。

「教えて慧けい、どうすればあなたを癒やせる？　楽にしてあげられる？」

　……っ！

　反射的に手を振り払っていた。怒気も露あらわに睨にらみ返す。

「身勝手すぎるだろう！　こんなに距離を詰めてから一方的に終わりを宣言されて、挙げ句に楽になれとか言われても！」

　無理に決まってる。俺を癒やしたい？　なら一緒にいてくれ。世界の何もかも投げ捨てて鳴なる谷たに慧けいを選んでくれ。できるのか？　おまえに。今の俺以外の存在を見捨てられるのか。

　不可能だろう。

「おまえには次の俺が、次の時間が待っているからいいだろうさ。だけど全てが予定通り進めば、俺の未来にＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭはいなくなるんだぞ。そんな状態で平然と、今まで通り接しろっていうのか！」

　顔を背けて歯ぎしりする。

「とにかく俺はドーターには乗らない。何を言われてもそれだけは譲らない。絶対におまえを〈球きゆう殻かく〉になんか連れていくもんか」

「慧けい……」

　すがるような視線を振り切る。

　そうだ、決戦にさえ行かなければ全ては変わる。グリペンのプログラムは発動せず、時間の輪は断ち切られる。代わりにどんな未来が待っているにせよ、今の閉塞感だけはなくなるはずだ。

（もう二度とこいつの手を離さない）

　つぶやく言葉が自分のものか、それとも過去の妄執によるものか、今の慧けいには判断しようがなかった。
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日本海上空　束草ソクチヨ沖東百キロ




十月十四日午前十時






　二基のＪ79エンジンはどうにも機嫌が悪かった。

　出力が不安定で妙な脈動が感じられる。機体全体がしゃくり上げる感覚。質の悪い燃料がくすぶっている気分。整備不良を疑い自己診断するも特に異常はなかった。ただなんとなく気持ちが悪い。異物感が甚だしい。

（いや……逆か）

　ファントムは口角を歪ゆがめた。

　エンジンの調子が悪いわけではない。こちらの苛いら立だちが伝わっているのだ。

　アニマとドーターは一心同体、今更言うまでもなく相互は密接に絡からみ合あっている。ダイレクトリンクで繫つながっている今はなおさらだ。精神の不調が即、機体にフィードバックされる。動力やアビオニクスをおかしくする。

　必死で安定を保っていないと思わぬところに飛んでいきそうだ。癇かん癪しやくのあまり制御不能アンコントローラブルとか無様すぎる。

（本当、いい迷惑だわ）

　鳴なる谷たに慧けいのおかげで自分のメンタルはぐしゃぐしゃだ。気にするまいと考えていても無意識に苛いら立だちを覚えている。首根っこをつかまえて説教したくなってくる。

　確かに、彼の直面した問題は深刻だ。八や代しろ通どおりから説明を受けた時は自分もショックだった。一体我々は誰のために戦ってきたのか。これまでの戦果はなんだったのか。立ち位置に惑い、うろたえかけたのは否いなめない。

　だが割り切った。

　どのみち全ての人間を救うなどできないのだ。であれば未来の人類より今の人類を優先して何がまずい。老いた種より若く可能性のある種を、枯れかけた大樹より成長中の若木を。合理的に考えても正しい選択だ。

　ザイの消滅後、人間はまた同じ過あやまちを繰り返すかも？　確かに。だがそれはもう彼ら自身の問題だ。自分の存在意義は人類の脅威を廃し、生き延びさせること。あとは人間自身で道を切り開いていってほしい。いや、というかするべきだ。いつまでもこんな非常識な全自動戦闘機オーパーツに頼ってもらっては困る。

（なのに、彼ときたら）

　この世の不幸を全て背負いこんだような顔をして。

　グリペンが可か哀わい想そうだから助けてやりたい？　気持ちは分かる。だがそこで「何もしない」という選択はどうなのだ。ドーターを離れ決戦から逃げれば、待ち受けるのは世界の破滅だ。文明は崩壊しグリペンも無事ではすまないだろう。そうして、なすすべなく思い人を失うのが彼の「救い」なのか。

　無茶苦茶だ。自や棄けになって思考停止しているようにしか見えない。結局、子供が駄々をこねているだけではないか。いやだ、いやだ、こんなのいやだと暴れ続けて。

（みっともない）

　だが本当にみっともないのは、そんな子供の一挙手一投足に振り回されている自分だ。無視することも切り捨てることもできず、千々に心を乱されている。

　あんな子供のために、この私が──

『ＢＡＲＢＩＥ06より03、聞こえるか？　応答してくれ』

　落ち着いた呼びかけに思索を破られる。

　慌てて無線に意識を集中した。

『聞こえます。どうしました、06』

　不測の事態かと焦あせったが、06──ラファールの声は気遣わしげだった。

『いや、ＥＧＧが不安定だから気になってな。機体にトラブルでも起きたのかと思って』

「……」

　心の内をのぞきこまれた気分。動揺が表に出るのを抑えて息をついた。

「ご心配なく。機体のコンディションは万全です。強行軍で少し疲れが出たのかもしれませんね」

『疲れ、あなたがか』

「変ですか」

『半世紀以上の時間を戦い続けた大ベテランだからな。この程度の連戦は造作もないことかと思っていた』

「買いかぶりすぎですよ。さすがに海外遠征を終えてのミッションは老体に堪こたえます」

　無難にはぐらかして意識を切り替える。

　レーダー・センサーには複数の味方がとらえられていた。

　洋上を空自と韓国空軍の戦闘機が進んでいく。眼下には海自の護衛艦が航行していた。ザイの制空エリアに近づいてきたせいだろう。どのユニットも警戒レベルを最大限まで上げている。不要な電波の放出も極限控えられている様子だった。

　本来なら長居は無用の空域だ。観測なり索敵なりをすませたら、とっとと引き揚げるべきところだろう。

　だが今日ばかりは事情が異なる。

　日米韓はこの場所に拠点を維持せねばならない。超成層圏の敵に備えるレーダー・センサー・ピケットを構築しなければならなかった。

（タフな任務だ）

　まずは敵の迎撃機を撃退。対空陣地の整備まで時間を稼ぎ、その後も大規模な襲撃が検知されれば救援に駆けつける。守るべき国土が倍になったイメージだ。一瞬たりとも、寸分たりとも気を抜けない。

　だから──〈彼〉のことなど考えている余裕はない。

　ぎりっと歯ぎしりするとラファールが『なぁ』と呼びかけてきた。右手にオニキスブラックの機影が並んでいる。

『あなたは知っているのか、モンゴルで何があったか』

「？　というと？」

『ムッシュ鳴なる谷たにがああもおかしくなった理由だ。私は……シャルル・ド・ゴールの一件で彼という人間をそれなりにつかんでいたつもりだ。だから今のムッシュの有り様にはどうにも納得いかなくてな。ロシア機と戦って千年前のＦ‐15を発掘したと聞いたが、それで人一人の心性が変わるとは到底思えない。まだ知らされていないことがあるのかと思ってな』

「……」

『先の打ち合わせで、あなたと八や代しろ通どおり技官は物分かりがよすぎた。普通なら、ムッシュの言動に「ふざけるな」「何を考えてる」と怒鳴ってもおかしくない。違和感を覚えたと言ったら、うがちすぎか？』

「いえ……」

　無理もない。自分が彼女の立場でも同じ疑念を抱くだろう。

　いっそ全てをぶちまけてしまおうか。胸の靄もやをつまびらかにすれば、多少は気も晴れるだろう。だが八や代しろ通どおりからはグリペンの話を口外しないよう厳命されている。ことの真相はあまりに悲惨で救いようがない。誰しもが自分や八や代しろ通どおりのように割り切れるとは限らなかった。そして（考えたくもないことだが）ラファールが本国の情ハ報ニ収ー集ポ端ツ末トと化している可能性はゼロではない。

　だから、引き続き本音を押し殺す。心の痛みをひた隠す。

「不審は重々承知しています。ですが私も詳細は知らないのです。お父様からあまり触れないよう言われているだけで」

『そうなのか。だが』

　食い下がられた途端、レーダーに一ひと際きわ大きな反応が現れた。敵味方識別装置ＩＦＦの応答が味方の到着を告げる。

「ああ、合流してきたようですね」

　話を切り替えられることにほっとする。左バンクして海面を眺めた。

　巨大な六本足の怪物が近づいてくる。差し渡し百メートルはあるだろうか。背中に真っ白な球体を載せている。こちらもまた大きく、全高で数十メートルはあった。よく見れば周囲にも複数の小さな球が確認できる。なんと言うか、不ふ揃ぞろいな月見団子を運ぶ三方のようだ。鋼鉄製の台座とグラスファイバーの供く物もつ。

　もっとも「あれ」の乗員にそんなたとえを出しても訝いぶかしがられるだけだろうが。

『海上配備Ｘバンドレーダー・ＳＢＸ‐１』

　ラファールの声は上ずっていた。

『米軍ミサイル防衛の移動基地か。話には聞いていたが、凄すさまじいな』

「全高八十五メートル、排水量にして五万トンの化け物ですからね。知らずに見たら島が動いていると思うでしょう。あまりクルーズ中に出くわしたい相手ではありませんね」

　怪物の周りを米軍艦艇が行き交っている。小舟のように見えるが、いずれも九千トンクラスの駆逐艦だ。威容だけを見れば、どちらがどちらを護衛しているか分からなくなる、が。

『船足が遅いな』

　レーダーの情報から速度を算出してうなずく。おそらく数ノットしか出ていないだろう。亜音速の戦闘機からすれば止まっているに等しいスピードだ。

　無理もない。ＳＢＸ‐１の原型は石油採掘用のリグだ。軍艦並の船足など望むベくもない。おまけに装甲の類いはゼロで防御火器も皆無と来た。敵中に取り残されれば一瞬で沈められるだろう。つまりは巨大な的が低速で移動中ということだ。どうぞ狙ってください、と言っているようなものだ。

『BARBIE, Apple Car,bandits bearing zero one five for four five. strongly jammed（ＢＡＲＢＩＥ隊、こちらアップルカー、敵機接近中。方位０１５、距離45。高レベルのジャミングを検出）』

　言ってるそばから。

　韓国空軍のＡＷＡＣＳに「了解ＣＯＰＹ」と返す。敵の来襲方向に向き直り電子戦ポッドを起動させた。

　ざわめきかけた戦術マップがクリアになる。敵影は六、いや八。中高度を移動中。会敵まであと三百秒。

　ファントムは息を吸いこんだ。

「ラファール、作戦通りにいきます。オール・ユニッツ、ＢＡＲＢＩＥ03、ユー・アー・ナウ・アンダー・マイ・コマンド。アクティベイティング・ＥＰＣＣＭ」

　編隊のデータリンクに介入、ジャミングの影響を除き始める。戦場を見下ろすように位置取りすると流入する情報を超高速で処理していった。

　ラファールが空自機を引き連れ突っこんでいく。あわせて米海軍の艦艇も戦術運動を開始した。彼らのディスプレイには敵機の位置と脅威レベル、攻撃の優先度が表示されているはずだ。他でもない自分の送った情報に基づいて。

　前衛たるラファールと司令塔たるファントム。

　拡大する戦場に対し独飛の取った策がこれだった。

　全機が迎撃に回るのではなく一機が通常戦闘機のサポートに回る。ＥＰＣＭ対策を行うことで非ドーターでも（それなりにだが）ザイと戦えるようにする。要は二線級兵器の有効活用だ。うまくいけば段違いに広い空域を防護できるはずだった。

　だがその代償というべきか、今のＲＦ‐４ＥＪドーターに空戦能力はない。満載された電子戦装備が機体本来の機動性を奪っていた。自衛用に機関砲だけは装備しているが、対空ミサイルは一本たりとも積んでいない。

（まぁ、どのみち火器管制をしている余裕などありませんが）

　膨大な情報が途切れることなく流れこんでくる。気を抜いた瞬間、状況に置いていかれそうだ。全演算能力を総動員して戦況をアップデートし、データリンクにフィードバックしていく。

『ターゲット撃墜』

　ラファールの声に爆発音が重なる。

　彼方かなたの空に黒煙が生じていた。砕けた破片が陽光を照り返している。

　続けて他の空域からも戦果報告が上がってきた。空自が一、米軍が二。即席の防空網はなんとか機能しているらしい。即座に脅威レベルを再計算して目標を指示。被弾した味方は下がらせ、別の機体を回す。

『Another bandits detected, bearing zero seven zero for five zero（新たな敵編隊を確認。方位０７０、距離50）』

　ＡＷＡＣＳの報告に呻うめき声を上げる。

　変数が倍になり計算量が激増した。演算リソースを追加した途端、機体が不規則に震える。動翼の動きが鈍くなっていた。アビオニクスもいくつかエラーを返している。処理能力を他に取られ、ドーターの制御に手が回らなくなっているのか。仕方なく事前構築済みの飛行プログラムを走らせ、操縦を預ける。

（本当に忌いま々いましい）

　自分は戦闘機、あるいはそれをベースにした戦術偵察機のはずだ。

　だが今はまともに飛ぶことさえままならず、さながら浮かぶコンピューターと化している。やってくるデータを処理して返すだけの、ノンインテリジェントな中継装置。

　アイデンティティの危機クライシスだ。

　一体なぜこんなことにと思って、昨日のブリーフィングが思い浮かぶ。

　そうだ、「彼」が非協力的な態度を取るから無理やり打開策をひねり出したのだ。

　グリペンがシフトに入ればもう少し別のやり方もあっただろう。たとえば防空エリアを分割するとか、火器管制と警戒管制を分けて受け持つとか。

　やっぱり。悪いのは彼じゃないか。あの少年の駄々で私は戦闘機としてのプライドさえ奪われている。

　腹立たしい。

　苦々しい。

　勝手に退場して、選択肢を減らして、残された者がどれだけ困ると思っているのか。

　……。

（困る？）

　白昼夢から覚めたようにまばたきする。

　私は困っているのか？

　あんな子供がいないだけで？　よって立つ杖つえがなくなったようにうろたえている？

　馬鹿な。

　私は総金属製の亡霊フルメタル・フアントム。たった一機で人類を救う、狷けん介かい孤高の戦闘マシーン。目的のためなら他の全てを犠牲にしてみせる、そう決意して進んできた。確かに最近はチームプレイの有効性を認めてもいるが、基本的なポリシーは変わっていないはずだ。

　なのにたかだか僚機を一機欠いただけで「困る」とは。

　己の弱体っぷりに愕がく然ぜんとする。

　どうしてしまったのだろう。思考ルーチンにバグでも混入しているのか。データ処理のせいで過負荷になっているのか。

（いや）

　本音を言えば分かっている。

　もう随分前から自分は彼に依存していたのだ。

　あの未成熟だが純粋な魂に惹ひかれていた。毎日のように広がっていく可能性に瞠どう目もくさせられていた。

　彼とならどこまででも進んでいける。最悪の状況下で光をつかみとれる。そう思っていたからモンゴルでの変貌にショックを受けた。繫つないだ手を振りほどかれたような痛みを覚えた。

（あなたが、一緒に戦おうと言ったんじゃないですか）

　那な覇はで、米軍の空母で、そしてロシア機との戦闘のあとで。

　なのに今更「もうやめた」なんて。

　認めない。断じて認めるわけにはいかない。

　でもだからどうしたらよいかと言えば。

『ファントム！　一機、抜かれたぞ！』

　ラファールの叫びにぎょっとなる。

　防御陣形が乱れていた。しまった、ぼんやりして指示を途絶えさせていた。一体どのくらい呆ほうけていた？　敵機がまっすぐにＳＢＸを目指している。接触まであと三十秒、迎撃できそうな味方機は……いない。

　逡しゆん巡じゆんする前に機体を動かしていた。エンジン出力を上げパワーダイブ、敵の進路に割りこむ。

　舵かじの効きが重い。外装の電子戦装備がことごとく空気抵抗と化している。まるで両翼に錘おもりをぶらさげられたようだ。奥歯を食いしばり機体の向きを微修正する。機首の砲口を敵に指向。彼我の距離は猛スピードで縮まっている。一度すれ違ったら二度目の邂かい逅こうはない。一撃で片づけなければ。右に二度、下方向一度、行きすぎた。ピッチアップ。風速と着弾までのタイムラグを計算して。

　ぐわん！

　脳に焼けた鉄串を突っこまれた気分。

　なんだ。まばたきして過あやまちに気づく。そうだ、管制チャンネルを切っていなかった。味方の受けたＥＰＣＭがもろに中継されてきたのだ。コンマ数秒、機体のコントロールを失って慌てて復旧措置に入る。なんとか制御を取り戻した頃には、もはや敵は目と鼻の先まで迫っていた。

　照準をつけている暇は……ない。

　準備されていた検算プログラムと安全機構を全てキャンセル、命中率三十パーセントの状態で発砲する。

　三秒で約四百発、十センチ長の鉛弾がばらまかれる。白煙交じりの弾道が敵を追った。

　祈るような思いで見ていると、何百発目かの砲弾が敵をとらえた。そのあとはピラニアが群がるようにガラス細工の機影が切り刻まれる。

　ボンッと遠くで爆発音が響いた。

　敵機撃墜スプラツシユワン。

　どっと肩の力が抜ける。危なかった。たかだか一機相手になんという体たらく。これでＳＢＸまでやられていたらお父様に顔向けできないところだった。

　だがとにかくギリギリのところで踏みとどまれた。命綱をつかまえられた。

　さぁ立て直そう。データリンクを掌握して状況を認識して、防御陣形の再構築を。

　刹那、激しい警報が鳴り響いた。

　ゆるゆると顔を向ける。ガラス細工の機影がもう一機、突っこんできていた。機首に虹色の砲口が輝いている。手を伸ばせば届くくらい、その姿は間近に迫っていた。

「え」

　つぶやき声は奇妙に遅れて聞こえた。

　え？

　発火炎がまたたく。迫る火花が視界を白く染め、次いで容赦なく意識を断ち切った。




　　　　　　　　　　＊




　軒先から雨粒が滴したたっていた。

　庭の木々が悪天候を憂うようにうなだれている。重い雨音が窓越しに間断なく響いていた。まだ午後二時前だというのに南向きの茶の間は薄暗い。気け怠だるい空気に包まれながら慧けいは畳に寝転んでいた。頭の下には古い座ざ布ぶ団とん、視界の端には卓袱ちやぶ台だいの足。

　降り続ける雨が己の気力も洗い流しているようだった。今のまま水音を聞いていると永久に立ち上がれなくなりそうだ。鈍い粘性の危機感に襲われつつ、だがどうしても起き上がることができない。身体からだが理性についてきてくれない。

（起きたって、別にやることもないしな）

　モンゴル行きが途中で打ち切られたため時間が空いていた。本来なら十月四日から十八日まで渡航予定だったのが現在は十四日。土日を含めてもまだ五日休める。

　学校には早期帰国の理由を「パリでテロ予告があったため」と説明してあった。参加予定だった文化交流コンクールが当局の勧告で中止されたのだと。

　担任は素直に気の毒がってくれた。残念だったなぁ。長旅お疲れ様。無理して学校に来なくていいぞ。ゆっくり休むといい。

　降って湧いたような余暇を、普段の自分なら追加のトレーニングにでも回すところだ。あるいは基地に行ってシミュレータ訓練を申し出たかもしれない。少しでも己を磨くために、ザイのいない未来をつかみとるために。

（馬鹿馬鹿しい）

　その未来というやつはグリペンを供く物もつにしてようやくなしとげられるものだ。そして目先のザイを駆逐したところで結局なんの解決にもならない。愚かな人類は千年かけてまたゆっくりと破滅していくだろう。やりたい放題やって、浪費の限りを尽くして、そこで初めて後悔するのだ。今度こそうまくやる、地球を大切にしてみせる。だからチャンスをくれ。千年前の人類よ、我々の犠牲になってくれ。

（そんなことのために）

　そんな茶番のために俺は。

　胎児のように手足を折りたたむ。己の心音さえ厭いとうて瞑めい目もくした時だった。

　足音が響いてきた。

　乾いたスリッパの音が近づいてくる。階段から廊下、そして茶の間の前に。

「慧けい！　これ、いいの？」

　ポニーテールが揺れた。エプロン姿の女の子が入り口に現れている。部屋の掃除でもしていたのか、片手にハンディーワイパーを持っている。もう一方の手には見慣れた携帯端末が握られていた。

　女の子──宋ソン明ミン華ホアは端末を突き出しながら目を吊つり上あげた。

「いつも手元に置いてるのに、電源まで落としちゃって。バイトからの呼び出し、大丈夫なの？」

　ああ。

　喘あえぎ声とともに目を背ける。小さな金属板がひどく忌いまわしい存在に思えた。

「いいんだよ、もう。バイトは」

「いい？」

「行かないことにしたから。たまに顔を出すかもしれないけど、呼び出されてどうこうみたいなのはやめにしたんだ」

　帰宅してすぐ携帯の電源を落とした。自室の棚に放りこんで、戸を閉めて、以降一度たりとも起動していない。できればアドレス帳も削除したかったが、今は端末に触れること自体、ためらわれた。

　何もしない。

　それが一番いい。

　基地と関わらない限り、あの悲惨な結末は回避できるのだから。

　明ミン華ホアは不審げだった。困惑と不安がないまぜになった様子で掃除用具を置く。畳に膝を突き、近づいてきた。

「ねぇ、何かあったの？」

「……」

「パリから帰って以来、変だよ？　コンクールが中止になって残念なのは分かるけど、ずっと横になって、ごはんもロクに食べてないし。体調でも悪いとか？」

「いや……」

　額に伸びてきた手を押し返す。寝返りを打ちながら。

「大丈夫だよ。身体からだは問題ない。時差ぼけとかも特にないし」

「でも」

「平気だってば」

　座ざ布ぶ団とんに座って窓にもたれかかる。背中にひんやりした冷気が伝わってきた。全てを洗い流すような暗い水音が響き続けている。

　無言で詮索を拒否していると、明ミン華ホアはぐいと詰め寄ってきた。膝と手を突いた姿勢で顔を寄せてくる。

「慧けい」

　っ。

　近い。

「な、なんだよ」

「目、見て」

「どうして」

「見ないと分からないから」

　強引に頰をつかんで向き直らされる。瑪め瑙のうのような瞳が睨にらみつけてきた。彼女はこちらの心を掘削するように凝視していたが、ややあって首を傾かしげた。

「んー、体調の問題じゃないか」

「見て分かるのかよ。そんなの」

「分かるよ。慧けいのことならだいたい」

　口元を歪ゆがめて身体からだを引いた。

「やっぱり旅行中のトラブルかなぁ。あ、ひょっとして向こうで嫌なこと言われたとか？　日本人だからどうこうみたいな」

「いや、ええと」

「フランス人ってあんまり外国人に優しいイメージないしなー。英語で話しかけて鼻であしらわれたとか？　それともおまえのフランス語は聞いてらんないぜーって言われたとか？」

「……」

「よし分かった！　明ミン華ホア姐さんラオジエがガツンとかましてあげる。とりあえずフランス大使館に怒鳴りこんで、うちの慧けいに何するんだー！　って」

「いやいやいや！」

　とんでもないことを真顔で語ってくれる。国際問題でも起こす気か。恐ろしいのは彼女なら本当にやりかねないということだ。あふれ出るバイタリティーに任せて東京直行、アポなしで大使館に乗りこみかねない。で、相手が『なんの話ですか』、『鳴なる谷たに慧けいなんて人をコンクールに招いた事実はありません』とか答えたら最悪だ。組み上げた虚構が一斉崩壊しかねない。

　だから止める。先ほどまでのローテンションが噓うそのように必死になる。

「本当になんでもないって。ただ、そうだな、ちょっと気が抜けたというか、コンテストに向けて意気ごんでたから、中止になって戸惑っているというか」

「ん、んー？」

「バイトもさ。繁忙期が過ぎて暇になったんだよ。だからいきなり呼ばれることはないし、シフトも減らしてもらえた感じ。特にトラブってるわけじゃないから」

「本当？」

「本当だって」

「ちゃんと目、見て」

　あいかわらずのお節介。とはいえ言うことを聞かないといつまでも食い下がられかねない。観念して顔を向けた途端、妙な既視感に襲われる。

　すぐそばでまたたく黒い瞳。

　必死に何かを訴えかける眼まな差ざし。

　だが自分はそれを「緊張している」ととらえて、にっこり微笑ほほえみかけて。

　──おめでとう、明ミン華ホア。

　──いい旦那さんをつかまえたな、お幸せに。

　刹那、感極まったようにうつむかれた。下唇を嚙かみぼろぼろと泣き崩れる。

　慌ててウェディングドレスの背中を押えた。おい、どうしたんだよ。いくら嬉うれしいからってそんなにボロ泣きしなくてもいいだろう。ああ、参ったな。ほら、顔をふいて。

　……。

「慧けい？」

　怪け訝げんそうな呼びかけに我に返る。

　明ミン華ホアが首を傾かしげていた。

　鼓動が高鳴っている。一瞬自分がどこにいるか分からなくなった。ここは……長崎の教会？　違う、小こ松まつの家だ。二十代の蛍ほたる橋ばし慧けい・篠しの原はら明ミン華ホアではなく十六才の二人が顔を突き合わせている。

　明ミン華ホアの顔は幼かった。記憶の中の輪郭と比べて随分丸みを帯びている。

　まだ子供だった。将来を夢見て、自分の可能性を信じて、好きな人と一緒にいたいと願うだけの。

（こいつ、本当に俺のこと好きなのか）

　ベラヤの空軍基地で読んだ手紙を思い出す。

　──嬉うれし涙なみだではなかったんですよ。

　──あなたと過ごす未来がこれで本当になくなってしまった、そう思うと悲しくてたまらなかったんです。

　考えてみれば不思議でもなんでもない。いくら面倒見のよい性格だからと言って、普通は赤の他人にここまで付き合ったりはしない。好きだから、ずっとそばにいたいから小こ松まつまでやってきた。ともに海を越え同じ時間を過ごそうとした。

　鳴なる谷たに慧けいに恋をしているから。

　どうしようもない罪悪感に襲われて身震いする。一体自分はなんという残酷なことをしでかしてきたのだろう。相手の好意に気づくこともなく、無思慮に幼なじみの関係を保ってきた。親同士の約束なんて守る必要ないさと言い続けてきた。

「明ミン華ホア、おまえさ」

「ん？」

「……いや」

　だめだ。何も言えない。己の罪も過あやまちも全てが大きすぎた。中ちゆう途と半はん端ぱな謝罪ではとてもあがなえない。

「ちょっと、お茶入れてくる」

　逃げるように立ち上がった。視線を振り切り台所に向かう。

　明ミン華ホアは追いかけてこなかった。ただじっとこちらを見つめていることは気配で分かる。

　黒目がちな瞳が思い人の背中を眺めている。何もなければこの先十年以上続くであろう情熱をこめて。

　一体どうするべきだろう。

　多分自分は明ミン華ホアの思いに答えられない。蛍ほたる橋ばし三尉の記憶を紐ひも解とくまでもなく、鳴なる谷たに慧けいの心にはいつも別のものがいた。復ふく讐しゆうの対象たるザイ、空への憧れの象徴であるＦ‐15Ｊ、そして永遠の伴侶であるＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭ、グリペン。

　もはや疑いようもない。宋ソン明ミン華ホアは鳴なる谷たに慧けいの「特別」になれない。

　ならば早々に結論を示すべきだ。

　不自然な同居生活を解消し連絡も断つ。そして明ミン華ホアには別の人生を歩んでもらう。長崎の親族を頼ってもらうのもありだろう。新天地で、新たな人間関係を得て、真っ当な未来をつかみ取って。

（未来？）

　おいおい。

　世よ迷まい言ごともいい加減にしろよ。おまえはグリペンと引き替えに世界を見殺しにするんだろう？　なのに他の誰かの幸せを祈るのか。幼なじみの将来を祝福するのか。

　くそっ。

　まただ。また袋ふくろ小こう路じに迷いこんでいる。どちらに行っても何かを傷つけ、ぶちこわしてしまう。

　重苦しい空気に喘あえいでいるとチャイムが鳴った。数秒の間を置いてもう一度、来客の存在を告げる。

　明ミン華ホアが「あたし、出るね」と腰を浮かした。スリッパの音を響かせ遠ざかっていく。

　あからさまに肩の力が抜けた。無意識に圧力を感じていたらしい。額の汗をぬぐう。だめだ、もう少し普通に振る舞わなければ。余計な詮索を受けてしまう。落ち着け、自然体で、普段通りを装よそおって。

　深呼吸を一回、胸の中の空気を入れ換えた時だった。

「きゃっ」

　悲鳴が響いた。

　玄関からだ。雨音に交ざって外気の吹きこむ音がする。ごうごうと風が唸うなっていた。ただならぬ気配と緊張が感じられる。

　なんだ、何があった。

　ガスの火を消して廊下に飛び出す。框かまちの手前に明ミン華ホアが立ち尽くしていた。口元を押え凍りついている。

　視線の先を追い、ぎょっとなった。

　戸口に黒衣のシルエットがある。バレリーナのような瘦そう身しんを雨に打たせて、たたずんでいた。前下がりのボブから水滴が落ち、濡ぬれた眼鏡の奥で暗い瞳がまたたいている。

　女だ。黒衣の白人女性が現れている。背後で唸うなっているのは大型のスポーツカーか。四灯のライトをぎらつかせる様はあたかも地獄の獣のようだ。オニキスブラックの魔女と、その忠実なる僕しもべ。

「ラファール？」

　女の目がそれ自身、独立した生き物のように動いた。廊下の奥にいる自分をとらえる。

「ムッシュ鳴なる谷たに」

　しわがれ声が響いた。

　地獄の底から呼びかけるような声音が続ける。

「電話が繫つながらないから直接来た」

　有無を言わさぬ口調に息を吞のむ。下手な受け答えをした瞬間、のど笛を食い破られそうだ。

　目を逸そらすこともできず訊たずね返した。

「何か……あったんですか」

　ラファールは一瞬だけ口元を戦慄わななかせた。内に秘めた激情を抑えつけるように顎を引く。

「ファントムが墜おちた」




　集中治療室ＩＣＵは奇妙な静寂に満ちていた。

　窓の向こうで医療スタッフ達たちが動き回っている。緊迫した表情と慌ただしい動作。矢継ぎ早な指示は恐らく大声で出されているのだろう。だが厚いガラスに遮られて中の音は伝わってこない。あたかも無声映画のように淡々と映像だけが再生されていた。

　治療室の中央には人形のような少女が横たわっていた。簡易なベッドに載せられ薄手のシーツをかけられている。手足にはいくつものチューブとコード、きめ細かな肌には包帯とガーゼ。長い睫まつ毛げはぴったりと閉じられ、目元に幽かすかな影を落としている。美しいエメラルドグリーンの髪も今は輝きを失っていた。

　ＲＦ‐４ＥＪ‐ＡＮＭ。独飛最強の権謀術数主義者にして空戦の女王は身動き一つできず沈黙していた。
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　窓の手前に桃もも色いろ髪がみの少女が腰かけている。人の気配を察したのか顔を向けてくる。こちらの姿を認めるとわずかに目を見開いた。

「グリペン、ファントムの容態は」

　ラファールの問いにグリペンは小さく首を振った。長い髪を揺らしてうつむく。

「よくない。いつＥＧＧが止まってもおかしくないって、お医者さんが言っていた。みんな、必死で対応してくれているけど」

　視線を硝子がらす窓に戻す。ファントムの顔は透き通るように白くこのまま消えてしまいそうだった。

「なんでこんなことに」

　硬い声でつぶやくとラファールは唇を嚙かんだ。

「管制装備を積んだままドッグファイトして横から狙い撃たれた。機体は半壊、辛かろうじて私のリモートコントロールで持ち帰ったが彼女自体はこの有あり様さまだ。ダイレクトリンクも途切れて、それ以来意識が戻っていない」

「そんな……でも」

　戦闘の詳細はよく分からない。だが装備のハンデ程度で彼女が遅れを取るとは思えなかった。どんなに危機的な状況でも冷静に活路を見つけて帰還する。それがファントムという戦闘機のはずだ。ここまでボロボロになる理由がどうしても想像できない。

　ラファールは忌いま々いましげに床を睨にらんだ。

「もともとロシア機相手に受けたダメージがまだ癒えていなかったらしい。いくつか見つかった不具合を、無理矢理補修してミッションに参加していたようだ。ただでさえ戦力不足な折に、自分が休んでいるわけにはいかないからとな」

「……」

「要はまともに戦える状態じゃなかったということだ。遠征地から五時間かけて帰還して、すぐにスクランブル待機、並行してピケット構築の護衛もやっていた。なぜそこまで抱えこまなければならなかったのか、無理をする必要があったのか、まさか分からんとは言うまいな？」

　眼光が鋭さを増す。ヒールの音を響かせ歩み寄ってきた。伸びてきた手が肩をつかむ。

「君にどんな事情があるかは知らない。モンゴルで何があったのかを詮索する気もない。だがファントムの治療時間くらいは稼いでもらうぞ。状況がここまで逼ひつ迫ぱくした以上、君とグリペンには是が非でも出撃してもらう。いいな」

　断った瞬間、首をねじ切られそうだった。

　常識はうなずくよう告げている。横たわるファントムも、ラファールの憤ふん怒ぬも、何もかもが選択の過あやまちを示していた。

　早く考え直せ。元の鳴なる谷たに慧けいに戻れ。全てが取り返しのつかないことになる前に。まだ救えるものがあるうちに。

　……。

「俺は……乗りません」

「っ！」

　比喩ではなく壁に叩たたきつけられた。

　怒りが質量を持ち押し寄せてくる。ラファールの手が襟首をつかみ、引き寄せてきた。

「君は！　一体！」

　ものすごい力だった。シャツがみしみしと軋きしんでいる。火のような呼気を感じながら、だが歯を食いしばり抵抗する。良心と焦燥に押し流されないよう踏みとどまる。

「なんて言われようと考え直す気はありません。俺はもうザイと戦わないって決めたんです。何もかも全部、流れに任せるって」

「なぜだ！　君の大切なものが全てなくなるかもしれないんだぞ。タイフーンのように、塵ごみ一つ痕跡一つ残さず焼き尽くされるかもしれないんだ。どうして耐えられる。なぜ、そうも平然としていられるんだ！」

（平然となんて）

　していられるものか、積み重なった悪夢と絶望で息が詰まりそうだ。どれだけもがいても、あがいても沈んでいく恐怖がラファールに分かるのか。あらゆる可能性や希望が刈り取られていく無力感が理解できるのか。

　そう、一時の良識に流された結果、待ち受けているのはただのプロローグだ。再び始まる死と破壊と喪失の。

　だから耐えなければいけない。目先の激情に突き動かされるのではなく、ただひたすらにグリペンの解放だけを願って──

「いい、ラファール。私一人で出る」

　一瞬、誰が喋しやべったのか分からなかった。襟首をつかまれたまま視線を巡らす。グリペンが立ち上がっていた。周囲の騒ぎから浮き上がり、超然と桃もも色いろ髪がみを煌きらめかせている。

「慧けいのサポートは必要ない。短時間のミッションならＥＧＧロックの発動前に対応できる。ハルカにお願いして自動操縦プログラムを併用すればギリギリまで戦闘力は維持できる」

「なっ」

　ば、馬鹿な。

「ふざけるな！　おまえ、何言い出してんだよ！」

　ラファールの手を払う。

　必死でグリペンの袖をつかみ向き直らせた。

「ここしばらく俺との調整作業もやってないだろう。まともに飛べるはずないじゃないか。昔、運用試験中にザイと遭遇してぶっ倒れたことを忘れたのか！」

「忘れていない」

　無表情に見上げてくる。ガラス玉のような目に引きつり顔が映った。

「でも私には果たすべき役割がある。環境が整わなくても、今ある手段で最善を目指すのは当然。慧けいが手伝ってくれないなら私一人でやる」

「……！」

　怒りと混乱で目の前が暗くなる。気道が戦慄わななき息が苦しくなった。

　なんで、なんでこいつは、いつも！

　自分がどんな気持ちで良心を押し殺していると思っているのか。偏ひとえに彼女を、あのループから救いたいからだ。なのにこいつは両手を縛ろうと足をつかもうと、遮二無二前に進んでいこうとする。

　荒い息をつき、後じさった。

「……分かった。じゃあ俺はもう小こ松まつの町から出ていく。限界近くまで離れてＥＧＧロックの発動を早めてやる。そうすればおまえも飛べなくなるだろ」

　息を吞のむ気配がした。凍りつくグリペンに歪ゆがんだ笑みを向ける。

「ＥＧＧロックは距離と時間に比例して強くなるんだよな？　つまりいつもの調整と逆の手順を踏めば、あっという間におまえを機能停止させられるわけだ。戦闘どころか、離陸さえままならなくなるかもな」

　グリペンの眉が震え、次いで急角度で吊つり上あがった。ぎりっと奥歯を食いしばる音が響く。小さな拳が固く握りしめられた。

「……慧けいが私の選択を気に入らないことは理解している。目指すべき場所が違うのもよく分かっている。でも」

　でも、と強烈な怒気を瞳に宿す。

「邪魔するのはおかしい！　人の選択肢を潰すのは全然思いやりじゃない！　ただのわがまま！　間違っている！」

「な」

「慧けいの馬鹿！　石頭！　分からず屋！」

　予想外の剣幕に凍りつく。が、すぐ先ほどを上回る怒りに満たされた。分からず屋はどちらだ。おまえがそうやって自己犠牲を買って出るから誰かが止めなきゃいけないんだろ。なのにわがまま？　間違っている？　どの口がそんな世よ迷まい言ごとをほざく。

「おまえ！」

　もはやラファールの存在も気にしていられない。息を荒らげ、つかみかかりかけた時だった。

　鋭いサイレンの音が降り注いできた。

　不吉な旋律に身体からだを縫い止められる。一瞬自分の行動が見み咎とがめられたのかと思ったが、集中治療室の様子も慌ただしくなっていた。スタッフが内線電話に向かって叫んでいる。何人かがしかつめ顔で部屋から出ていった。

「何が」

　一体。

　ラファールが携帯端末を取り出した。手早く画面を操作し、罵り声を上げる。

「どうしたの」

　グリペンの問いかけにラファールは面を上げた。眦まなじりを吊つり上あげ口元を歪ゆがめる。

「例のザイだ」

　乾いた声が廊下に響いた。

「早期警戒網に引っかかった。日本に向かって突っこんでくる」




　モニタルームの空気は混乱していた。普段から雑然とした様子だが今日は特にひどい。運びこまれた機材や追加要員の席が視界を埋め尽くしていた。ゴミ山のような景色の中、壁面ディスプレイの群れが各種情報を映し出している。うち一枚、特に大きな画面に日本近海の地図が現れていた。西方に巨大な白い円。台風を思わせる半透明の塊がゆっくりと接近してきている。

「おう、そうだ。至急防衛出動を命じさせろ。ああ？　国会承認？　高度百キロ以上は領空じゃない？　知るか。適当に九十八キロとでも言っとけ。いいから早く米軍と韓国軍に連絡を取れ。手遅れになるぞ」

　断ち切るように言って八や代しろ通どおりが携帯を投げ出した。大きな鼻孔を広げて振り向く。不機嫌顔がこちらを睨にらみつけてきた。

「なんだ。今忙しいんだ。話ならあとにしてくれ」

「私わたし達たちは出なくていいのか」

　ラファールの問いに、ふんと鼻を鳴らされた。

「いい。どのみち今からスクランブルをかけても間に合わない。奴やつを撃墜できるおまえ達たち用の武装もないしな」

　戦術マップに展開しているＢＡＲＢＩＥ隊は02、イーグルのみだ。別の空域で迎撃ミッションを行っていたのか、大慌てで韓半島方面に戻ってきている。

「あれは？」

　グリペンが地図上の円を指さす。初めて見る表記だった。他の航空機・艦船とはスケールが違う。四国や九州をすっぽり吞のみこみかねない大きさ。

　八や代しろ通どおりは下唇を突き出した。

「例のザイの推定位置だ。何せ直接観測もできず、ＥＰＣＭのノイズをとらえているだけだからな。どうしても誤差やばらつきが出る。とにかくあの円の枠内にミサイルを撃ち続ければいつかは命中するってわけだ、確率論的にな。シンプルだろう」

　確率論って。

　大ざっぱすぎるだろう。何万分の一の成功率だ。

　渋面を作っていると鋭い声が上がった。

「敵、推定コース、出ました！」

　オペレータが肩越しに叫ぶ。インカムに手を当てコンソールを操作している。八や代しろ通どおりは顔を強こわばらせて向き直った。

「報告しろ」

「進路０９０、プラス・オア・マイナス２・６、速度６１００、領空オンマツプまであと三分」

「予測目標は」

「確認中。……いえ、出ました」

　日本地図に光点が現れた。敵針路を示す矢印が接近する。三つ、四つと光点が串刺しにされていった。

「到達順から読み上げます。舞まい鶴づるの海自基地、岐阜市、各か務がみ原はらの空自飛行場、甲こう府ふ市、米軍横よこ田た……」

　オペレータの声が途切れた。引きつり気味に口元を震わせる。

「東京」

　ざわりとモニタルームが揺れた。激しい動揺がスタッフを浮き足立たせる。だが八や代しろ通どおりの靴音が場の秩序を繫つなぎ止とめた。床を踏みしめ、刃物のような口調で命じる。

「市いちヶが谷やに連絡しろ！　並行して被害シミュレーション。核出力はベンベキュラと同等でいい！」

　コンソールの操作音が響く。感情を漂白したような声があとに続いた。

「爆風被害が半径三キロ、熱線被害が半径五キロ。グラウンドゼロを市いちヶが谷や・四よツ谷やに設定した場合、山やまの手て線せんエリアの内側がほぼ壊滅します。推定死傷者数……百万以上」

　凍りつく暇もなく荒々しいブザー音が鳴り響いた。通信席のオペレータが叫ぶ。

「在韓米軍、迎撃に入ります！」

　韓半島の南部からＴＨＡＡＤミサイルが打ち上げられる。十発以上の光の軌跡が敵機を目指した。

　一発一発が現代軍事技術の結晶である弾体は、しかし白い円のはるか手前で消滅した。

「なんだ」

　八や代しろ通どおりの疑問にオペレータがデータを呼び出す。

「ＥＰＣＭが予想より強力です。地上システムとの通信が維持できません。終末誘導はもとより中間誘導さえ困難な状態です」

「弾幕すら張らせてもらえないということか」

　ラファールの呻うめきは乾いていた。八や代しろ通どおりはしかめっ面つらのまま無線機を取り上げた。

「おい、ＢＡＲＢＩＥ02、聞こえるか。俺だ、八や代しろ通どおりだ」

『お、お父様？』

　混乱するイーグルに濁だみ声ごえで畳みかける。

「今から海自の護衛艦隊とデータリンクを張らせる。連中のＳＭ３ミサイルを誘導しろ。命中は望まん。とにかく敵の進路上にばらまければいい」

『え、えー！』

　悲鳴のような叫びが返ってきた。

『む、無理だよ、イーグルそういうのやったことないし！　誘導とか管制とかはファントムの役目で』

「仕方ないだろう！　今対応できるのはおまえしかいないんだ。いいからチャンネル開け。海自側の情報を転送する」

　クレームと抗議をねじ伏せて回線を切る。

　ほどなく護衛艦隊とＢＡＲＢＩＥ02の間に破線が現れた。データリンクだ。膨大な情報が山吹色のＦ‐15Ｊに流れこんでいく。

　オペレータが情報を読み上げた。

「〈ちょうかい〉と〈あしがら〉がＳＭ３を発射」

　護衛艦のマーカーから光点が分離する。カウントダウン開始。あわせてイーグルのデータ処理ログが画面を流れていく。

「七、六、五、四、スタンバイ……」

　突入インパクト。

　だが敵マーカーの移動は止まらなかった。白い雲がゆっくりと東進していく。

「くそったれ、かすりもしないか」

　八や代しろ通どおりは犬歯を剝むき出だしにした。

「米軍に連絡しろ。ＢＭＤ艦のＳＭ３をこちらでコントロールすると、あと横よこ田たに持ちこんでるだろうＴＨＡＡＤもイーグルに誘導させる」

「え？　い、いや、さすがにそれは」

「ごちゃごちゃ議論している暇があるか。全責任は俺が取る。首都圏が吹っ飛んだら外交クレームの入れ先もなくなると言ってやれ」

　オペレーターは低い呻うめき声を上げて、通信回線を開いた。並行して八や代しろ通どおりが無線機にがなりたてる。

「次の発射データ送るぞ！　イーグル、準備はいいな！」

『ちょ、ちょっと待っ……！』

　刹那、先ほどを上回るリンクがＦ‐15Ｊ‐ＡＮＭのマーカーと確立される。ぎゃっと悲鳴を上げて、それでも必死で指示に従おうとしているのか、データ処理を再開する。

「〈シャイロー〉、ＳＭ３を発射。〈ジョン・Ｓ・マケイン〉も迎撃を開始します」

　ミサイルを示す輝点が米艦から飛び立っていく。一発、二発、三発。アニマに誘導された弾頭はある程度の正確さを持って敵に向かっていく。が、いつもの空対空戦闘の精度は望むべくもなかった。数発に一発は進路を外れ、辛かろうじて到達したミサイルもターゲットの歩みを止めるに至らない。

『もうだめ！　こんなの、情報量多すぎ！　遅延もひどくてわけ分かんない！』

　明けっ広げな降伏宣言に八や代しろ通どおりが歯ぎしりする。

「いいから踏ん張れ！　おまえだけが頼みの綱だ！」

　敵マーカーが日本に上陸する。複雑な海岸線が靄もやに霞かすんだ。もう、いつどの都市が消滅してもおかしくない。だが敵はこちらの狼ろう狽ばいを嘲あざ笑わらうように、じりじりと前進していった。鳥取、舞まい鶴づる、そして岐阜。

「横よこ田たの米軍、ＴＨＡＡＤを発射！」

　最後の矛が東京西部から放たれる。

　祈るような沈黙が満ちた。全員の視線がモニターに吸いつけられる。

「インターセプトまで残り十秒」

　画面上の数字が減少していく。イーグルの荒い息遣いが伝わってくる。光点と敵マーカーが近づいた。東京までもうほとんど距離がない。敵予測位置が首都圏に達し、本州の中央部が白い靄もやに沈む。

　画面に〈目標固定〉の表示が浮かんだ。十数個の弾体が突入を開始する。白線が伸びた。残り時間がゼロに近づく。命中まであと三秒、二、一──

　ピッ。

　ピッ。

　ピーッ。

　レーダーのブリップ音が途切れる。やったかと思った直後、白い靄もやが震えるように移動した。

「目標健在！　ポジティブコンタクト！」

　今度こそモニタルームの空気が壊乱した。叫びと喚わめきが幾重にも重なる。獣のような唸うなり声が四方から押し寄せてきた。八や代しろ通どおりもなすすべなく立ち尽くしている。新たな指示を出すこともできず凍りついていた。

　靄もやの中心が都心を覆う。誰もが続く死と破壊を予想した。核の炎で焼き尽くされる建物と人々が目ま蓋ぶたに浮かぶ。耐えきれず目を閉じて顔を伏せた。

　ピッ。

　ピッ。

　続く報告は──ない。

　恐る恐る視線をもたげる。

　白い靄もやは太平洋に抜けていた。混乱する日米軍を尻目に陸地から遠ざかっていく。

　オペレーターが頰を震わせてディスプレイを確認した。

「被害報告ありません。敵の攻撃は……確認できず。ＥＰＣＭ、哨しよう戒かいエリアから外れます」

　数秒置いて溶けるように円が消えた。場の全員が夢から覚めたように緊張を解く。

　がたんと荒い音が部屋の中央で響いた。八や代しろ通どおりが椅子に座っている。傲岸不遜な顔に汗が一筋流れていた。

「被害ゼロだと？」

　喘あえぎ声に混乱が滲にじんでいる。理解不能な状況が技本最高の頭脳を搔かき乱みだしているようだった。

　レーダーの音が無機質に響き続けている。

　野辺送りの鈴みたいだな、と誰かが言った。
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『十月十八日、加か賀が地方の天気は晴れ。オホーツク海の高気圧が北日本から東日本に張り出し、石川県全域で過ごしやすい気候となるでしょう。最高気温は二十二度、夕方以降は天気の崩れるところもあるため傘を忘れないようにしてください。続けて能の登と地方の天気──』

　四日ぶりの小こ松まつ基地はいつもと変わりなく見えた。技本執務棟、待合スペースのテレビが天気予報を垂れ流している。外からは旅客機の離着陸音が切れ切れに響いてきていた。少し前に核爆弾の迎撃拠点になったとは思えない、のどかな雰囲気だった。

　長椅子に座ったまま携帯に視線を落とす。メールボックスには八や代しろ通どおりからのメッセージが届いてきていた。

『例の件、状況を共有したいので基地まで来られたし』

　古風な文面にざっくばらんな追伸が続いていた。

『別にグリペンとの仲直り会とか企画していないから安心しろ。不意打ちでドーターに乗せたりもしない』

　心の内をのぞきこまれたようで気まずくなる。だが打診自体は希望に沿うものだった。あれからどうなったか知りたい。だが独飛には戻りたくない。虫のいい願いを綺き麗れいにすくい上げられた気分。

（かなわないな）

　傍若無人で唯我独尊、八方破れを装よそおいつつ実は怜れい悧りに周りを観察している。さすがは知ち寄より蒔まき絵えの親族というところか。あの叔父にしてあの姪めいあり。

　だがそれほどの人物をもってしても今回の領空侵犯は防げなかった。敵が本気なら今頃国内の数都市は消し炭と化していただろう。日本の中枢は麻ま痺ひし、ザイに対する組織的な防衛もできなくなっていたはずだ。

　その結果、どうなっただろう。自分の希望は叶かなえられたのか。最終決戦、グリペンのループは避けられたのか。

（……）

　分からない。

　他人の不幸を望む心性がひどく忌いまわしいものに思えた。仕方ないと割り切りつつ落ちこみが止まらない。一体俺はなんのために生きているのか。何を目的に暮らしているのか。世界の破滅を願うだけのこんな半死人、存在しても仕方ないんじゃないのか。

　壁に寄りかかっていると靴音が響いた。

「えらく景気の悪い面をしてるな。来る途中、ドブにでも嵌はまったか」

　白衣の肥満漢に見下ろされていた。もともと図ずう体たいがでかいから、そうしていると視界の半ばが占有される。無意識に圧迫感を覚えて、身体からだを引いていた。

「そんな気楽な顔に見えますか」

「人の不幸に対する考えなんてものは相対的だからな。朝飯の卵を切らしただけで、この世の終わりと嘆く奴やつもいる。君が何に影響を受けて、それがどういう表情として出てくるか、よそからは分からんよ」

「……」

「さ、ついてきてくれ。呼び出しておいてなんだが、俺もあまり時間がない」

　手前勝手に促して八や代しろ通どおりは歩き出した。振り返りもしないので、置いていかれないよう小走りになる。入り組んだ構内を進み階段を上がると、渡り廊下のような場所にたどりついた。そのまま併設の倉庫に突入する。

「う、わ」

　開けた光景に瞠どう目もくする。

　広い空間に模造紙が敷き詰められている。一つ一つの紙には海岸線が書きこまれ、全体で巨大な世界地図を形成していた。差し渡しで十メートル以上、面積的にはテニスコートほどもある。その上を技本のスタッフがペンや曲かね尺じやくを手に動き回っていた。

「ひとよんまるまる！　３７・６Ｎ、１３５・９Ｅ！」

「１３５・９Ｅ、了解！　おーい、付箋切れてるぞ。もう一束持ってこい！」

　地図上に何十本目かの線が引かれる。横に速度や高度と思おぼしき数値が付加されていった。

「例のザイのデータですか？」

　八や代しろ通どおりはうなずいた。

「モニタルームがあの有あり様さまだからな。継続的な情報のとりまとめはこっちで行っている。少々アナログだが、見て説明する分には分かりやすいだろう」

　片手を挙げて周囲のスタッフに場所を空けさせる。小お笠がさ原わら諸しよ島とうのあたりで立ち止まり、地図に顎をしゃくった。

「見てみろ」

　本土上空をカラフルな線が行き交っていた。二本や三本ではない。ざっと見ても十数本はある。

「これは？」

「ここ数日の奴やつの足跡だよ」

　真顔で見返してしまう。だが八や代しろ通どおりは仏ぶつ頂ちよう面づらでうなずいた。

「そう、四日前の襲来で終わりじゃない。あいつは日に数回、下手をすると十回近く日本上空を行き交っているんだ。コースや高度を変えて頻繁にな」

「なんで……そんなことを」

「索敵だろうな。意中の目標にきっちり狙いをつけるための」

「索敵？」

　八や代しろ通どおりは列島をまたぎ日本海にたどりついた。

「ザイは強力だが、俺おれ達たち人間に一点比ひ肩けんしえないものがある。あれだけの航空科学技術を持ちながら、奴やつらは宇宙空間を一切軍事利用していないんだ。今度の奴やつは若干変わり種だがな、衛星軌道兵器とか大陸間弾道弾とか、俺おれ達たちにとどめを刺せるような切り札はまったく繰り出してこない。変な話だとは思わないか？」

「……」

「常々疑問には感じていたが、君やグリペンの話を聞いてようやく腑ふに落ちた。あいつらは、というか千年後の人類は宇宙空間を汚染したくないんだ。保険のためか、それとも彼らの世界で既にやらかしたあとだからかは知らんがな」

「よく分かりません」

　話の方向性が見えない。眉をひそめていると八や代しろ通どおりは天井を指した。

「宇宙空間で物がぶっ壊れると、散らばった破片が猛スピードで地球を周回し始める。静止軌道上で秒速三キロ、低軌道だと秒速八キロなんて具合だ。運動エネルギーは速度の自乗に比例するから、わずかな質量でも大変な力を持つ。ほんの五ミリの金属片が弾丸並の力を持つくらいにな」

　指先が勢いよく宙を切った。

「ばらまかれた破片は別の構造物を破壊し、そこでまた多くの断片を生み出す。こうして軌道上のゴミデブリは爆発的に増加し死の領域を生み出す。人間はおろか、無人の衛星さえ立ち入ることができない空間をな」

　ケスラーシンドロームだよと八や代しろ通どおりは指を下ろした。皮肉な笑みを口元に浮かべる。

「連中は宇宙を戦場にしたくない。だからあえて大気の鎖に己を繫つないでいる。そのために人間ならやらなくてよい行動をすることになるんだ。今回の索敵行動もその一つだ」

「ええ……っと」

「ＧＰＳさ。奴やつらは地球全体を測位して精密爆撃するためのシステムを持っていないんだ。だから直接飛び回ってデータを搔かき集あつめる必要がある。地形、風向き、対地速度、高度といった情報をな」

　物分かりの悪い生徒を諭すような口調だった。眼鏡の奥の目がすぼまる。

「ここまで考えれば他の謎も解けてくる。なぜあいつらは無差別に核をばらまかないのか、わざわざ時間をかけて観測データを集めているのか」

「地球の環境を汚したくないから？」

　ようやくピンと来る。

　八や代しろ通どおりはうなずいた。

「そう、最低限の犠牲で目的を完遂したい。悪影響を残したくない。核を使うなら使うで躊ちゆう躇ちよしないが環境への負荷は最低限に抑える。だから念入りに事前調査して一発必中を狙う」

「ちょ、ちょっと待ってください。そこまでして連中が狙わなきゃいけない目標って、調査している場所って」

　ひどく嫌なものを感じる。理論の道筋が通るにつれ、最悪の結論が見え始めた。

　八や代しろ通どおりは口角を歪ゆがめた。

「ベルクトの件を見る限り、あいつらは核をはじめとしたＮＢＣ兵器を有している。それを人類に向けて使わなかったのは偏ひとえに豊かな地球を祖先に残すためだ。だが通常兵器ではどうしても倒せない相手が現れた。ドッグファイトでも視界外戦闘でも排除できない。ザイの天敵とも呼ぶべき存在」

「アニマ」

　ああ、と肯定される。

「そんな相手を倒すには敵の到達できないところから爆弾を放りこむしかない。ただ成層圏外からの爆撃は誤差範囲がでかすぎて、明後日あさつての方向を耕すばかりだ。だから些さ細さいな誤差を無視できるような大威力の兵器を投射する。加えてＧＰＳを使えない状態で超成層圏からの爆撃を成しとげるには、相応の下調べも必要になる。結果としてこの航跡図が生まれるわけだ。アニマどもの巣を潰すための調査行」

　巣。

「小こ松まつだよ。分かりきった話だろ」

　気づけば八や代しろ通どおりの足下には小こ松まつ市の表記があった。無数の航跡が市外をかすめている。意識して見ると描線は日本海側に密集していた。ザイにとっての天敵の巣そう窟くつ、目的遂行の障害が四機も密集している拠点。

　革靴の爪先が都市記号を小突いた。

「どうやってここを嗅ぎつけたかまでは分からんがな。あいつらはアンフィジカルレイヤー経由で繫つながっているらしいし、ＥＧＧをたどられたのかもしれん。いずれにせよもう議論の余地はない。次の爆撃目標は小こ松まつだ。何も手を打たなければ近いうちにこのあたり一体が焼け野原になる」

　大方予想はできていたが、それでも動揺を隠しきれない。動どう悸きを覚えながら口をパクパクさせる。掌てのひらに汗が滲にじんでいた。

「どうするつもりですか」

「どうもこうも、迎え撃つしかないだろう」

「逃げるって選択肢は？」

　そうだ。敵がアニマを追ってくるならどこかに移動する手もあるはずだ。敵の追求をかわして、行方をくらまして、現行の索敵結果を無意味にしてしまえば。

「逃げてどうなる？」

　冷ややかな声が返ってきた。

「俺おれ達たちがここに展開しているのは伊だ達てや酔狂によるものじゃない。ここが列島防衛の要だからだ。居場所を移した瞬間、日本海の防空に大穴が空く。で、移転した先でも核の脅威にさらされて逃げ回るとなれば、もはやなんのために存在しているか分からなくなる。事実上の降伏、独飛壊滅だ」

　掌てのひらを持ち上げるようなポーズを取る。一呼吸置いて八や代しろ通どおりは胸を張った。

「だから最終防衛ラインはここだ。総力を結集して超成層圏の脅威を叩たたき落おとす。そのための準備はもう進めている」

「準備」

「ドーターに衛星攻撃兵器ＡＳＡＴを積んで直接奴やつを狙い撃つ。前回は『宇宙空間』の早期警戒衛星と『地上・海上』のミサイルランチャー、『空中』のアニマを無理矢理連携させたから、高速機動する敵に対応できなかった。だが今回は違う。管制用に弾道ミサイル防衛ＢＭＤ警戒機を飛ばして空中で迎撃システムを構築する。タイムラグと通信ロスを極限まで削りきって必中を期す。そのために日本中の哨しよう戒かい機・警戒機を搔かき集あつめているところだ」

　タイミングよくスタッフの一人が書類を差し出してきた。ざっと視線を走らせ八や代しろ通どおりは口角を歪ゆがめた。

「さすが、帝都上空に敵襲を許すと上の動きも違ってくるな。この勝算の作戦にフリーハンドでＧＯが出る。いつものお役所仕事が噓うそのようだ」

「……どのくらいの成功率か訊きいてもいいんですか」

「四十三％、ああいや、こいつは上への説明用か。実態は三十三・一％。三回に一回は成功する計算だ」

「なんだ」

　ほっと肩の力が抜けた。

「三回出撃すれば必ず迎撃できるってことですよね。意外と高いじゃないですか」

　八や代しろ通どおりは目をまたたいた。

「ん？　ああいや、君、多分勘違いしてるぞ。この確率の前提は敵が投弾アプローチに入ることだ。高度を落として彼我の距離が最小になったタイミングを狙う」

「え？」

「ただでさえ不確定要素が多いからな。ギリギリまで間合いを詰めて一撃必殺を狙う。外したらそこでゲームセットだ。頭の上に百キロトンの核ヌ爆ー弾クが降ってくる。二回目も三回目もない」

　徐々に発言の意図が理解されてくる。背筋が氷でも当てられたように寒くなった。

「ちょ、ちょっと待ってください！　八や代しろ通どおりさん、三分の二の確率で小こ松まつが吹き飛ぶ作戦を立てているんですか!?」

「だからさっきからそう言ってるだろう。総力を結集して我らが最終防衛ラインを構築すると。当然失敗した時は全員お陀だ仏ぶつだ。そのくらいの覚悟で臨まなきゃ、こんな博ばく打ち、誰も乗りやしない」

「……」

「もちろん今のは公僕の論理だ。善良なる市民の皆様まで付き合わせる気はないさ。一両日中に小こ松まつ市街に避難勧告が出る。表向きは大規模な地殻変動が観測されたため、だが実態は最悪の事態を予想した保険措置だ。小こ松まつ市民約十万、金かな沢ざわか福井あたりまで逃がせば取りあえず惨事は免まぬがれられるだろう。家財の責任までは取れんが、そのへんは勘弁してくれ」

　太い肩をすくめて向き直ってくる。

「なんて勧告がいきなり出ても混乱するだろうと思ってな。事前に伝えたわけだ。君のことだ。事情が分からないとまたぞろ色々探り回りかねないからな。それで爆発に巻きこまれたらお気の毒だし、とっとと脱出の準備を整えてほしいと思った次第だ。君も、君の家族もな」

　直後、スタッフの一人が八や代しろ通どおりの名を呼んだ。白衣の肥満漢は振り向きながら「おう、今行く」と叫び返した。

「というわけだ。全てが首尾よく進めば何ごともなく元の生活に戻れるだろう。遠くから俺おれ達たちの健闘を祈っていてくれ。じゃあな」

　あっさり立ち去ろうとした八や代しろ通どおりの袖をつかむ。

　いや。

　いやいやいや。

「ちょ、ちょっと待ってください！　その迎撃ミッション、誰がやるんですか。ドーターに衛星攻撃兵器を乗せるってどの機体に」

　前回の体たらくを見るに、いくら環境が改善されたところでイーグルでは厳しいだろう。ファントム復帰の報はないし、だとしたら。

「決まっているだろう、グリペンだ」

　！

　当然のような顔で見返された。

「誘導兵器の扱いではあいつがピカイチだからな。覚醒時間を調整しまくってでも、なんとか意識をもたせて迎撃ポイントに持っていく。結果、しばらく使い物にならなくなるかもしれんが、それはまた別の課題だ」

「え、で、でも、あの」

　混乱でうまく喋しやべれない。舌が痺しびれたように強こわばっている。

「俺が……いなくてもいいんですか」

　グリペンのパートーナー、覚醒装置たる自分が。

　喘あえぐような問いに八や代しろ通どおりは不思議そうに首をひねった。

「君は乗らんのだろう？」

　何を今更という表情。

「悠長に説得している余裕もないしな。今あるもので目的を果たすのが俺の役目だ。幸いラファールも協力すると言っている。覚えているか？　シャルル・ド・ゴールの件で、彼女とグリペンの二人で一機のドーターを動かしただろう。今度はあの逆をやる。ラファールのサポートでＢＡＲＢＩＥ01を起動させるんだ。グリペンは火器管制に専念、例の爆撃機を狙い撃つ」

「……」

「だからまぁ心配は無用だ。いや、無用は言いすぎか。とりあえず最善は尽くす。俸給分の仕事はするさ」

　再度、八や代しろ通どおりの名が呼ばれた。先ほどより口調がきつい。八や代しろ通どおりは「分かってる」と返して頭を搔かいた。

「悪いが時間切れだ。何かあれば他のスタッフに伝えておいてくれ」

　有無を言わさず歩み去ってしまった。あとには報告・連絡の喧けん噪そうだけが残される。

（なんだよ）

　本当に情報共有だけなのか。戻ってこいとも手伝ってくれとも言われず、ただ「避難しろ」と。

　一瞬、演技ではと訝いぶかる。未練のなさを示してこちらの良心を揺り動かす気ではと。

　だが即座に理性が否定した。

　八や代しろ通どおりにそんな腹芸ができるものか。あの人は、あの一族は常に最短経路を選ぶ。過去のしがらみや成功体験には一切拘こう泥でいしない。利用価値がなくなった途端、己の手足でさえ切り捨てる人種だ。人間らしい常識や善性とは別次元で、そういう価値観を持ち続けている。

　だから状況は明らかだ。自分は彼の〈選択肢〉から外された。切るべきカードでなくなった。

　奇妙な浮遊感を覚えつつ部屋から出る。

　周囲の音が反響していた。意識が重力から切り離されたようにふわふわしている。

　気づけば技本棟の外に出ていた。秋空の下、基地の職員達たちが動き回っている。整備、輸送、連絡、誘導。ある者はエプロンで、ある者は滑走路で自分の責務を果たしている。

　不意に息苦しさを覚えた。

　誰もが今やっていることの正しさを疑っていない。必死に励み、奮闘すれば未来が開けると信じている。

（違うんだよ）

　何をやっても無駄だ。どうせ全ての努力は歪ゆがめられ、変質し、最悪の結末へと流れこんでいくのだ。壊れたレコーダーに曲を録音しているようなものだ。いかなる思いや叡えい智ちを注ぎこもうと、結局不協和音としてしか再生されない。

　救いようのない未来。

　グリペンは失われ。環境破壊は進み、資源は枯こ渇かつし、行き詰まった挙げ句、人類はまたザイと似たような存在を生み出す。そんなことのために努力してどうなる、なんの意味がある。

（だから俺は何もしない）

　決死の覚悟で無為を貫き、運命をねじ曲げ、彼女を終わりのない再現劇から解放してみせる。

　今更ながらの決意が、だが今日はひどく虚むなしく思えた。

　理由は明らかだ。自分がどうあがこうと彼女が飛んでいってしまう。決められた結末に向かってしまう。

　八や代しろ通どおりも、グリペンも、この基地の人間全てが生きることを諦めない。人類の破滅を許してくれない。

　鳴なる谷たに慧けいの意思など歯し牙がにもかけない。

　ああ、だからか。

　ここ四日、グリペンからの連絡は一度たりともなかった。敵襲来のゴタゴタで携帯を切り忘れていたにもかかわらずだ。

　自分の抵抗などとっくに織りこみ済みということか。多少の回り道などすぐ修正できる、挽ばん回かいできると。

（……）

　アンフィジカルレイヤーで見た彼女の瞳を思い出す。全てを悟りきった、優しくも寂しい眼まな差ざしだった。多分このあとどうなるのかも彼女は理解しているのだろう。俺が離れるなら離れるで、考え直すなら考え直すで最適なルートを選ぶ。

　何もかも当初の予定通りに──

　ぐらり、と視界が傾かしいだ。

　全身の骨が正体を失う。苦しい。痛い。倒れる。ぐにゃぐにゃと崩れ落ちて地面に沈みこみそうになる。身体からだが、魂が、存在自体が。

「おい。おい、鳴なる谷たに君？　大丈夫か？」

　野太い声に意識を引き上げられる。

　気づけばひげ面づらの男にのぞきこまれていた。油で汚れた整備帽を逆向きにかぶり、袖をまくっている。なまずを思わせるユーモラスな顔が歪ゆがんでいた。

「フナさん？」

　舟ふな戸とだった。

　男の背後に見慣れた緑の壁がある。巨大な切きり妻つま屋根の構造物、中でたたずむ鋼の猛もう禽きん達たち。

（第三格納庫）

　いつの間にかハンガーのそばまで来ていた。他の整備員も怪け訝げんな視線を向けてきている。

　舟ふな戸とは眉をひそめた。

「やっぱりおまえさんか。フラフラ歩いてる奴やつがいるから何ごとかと思ったが。どうした？　体調でも悪いのか」

「いえ」

　額をぬぐうとびっしょり汗で濡ぬれていた。多分ひどい顔色になっているのだろう。頭を下げて立ち上がる。

「大丈夫です。ちょっと……八や代しろ通どおりさんから色々聞かされて」

「ああ」

　舟ふな戸とは得心した顔になった。

「というか今頃共有されたのか？　もういつ作戦が始まってもおかしくないってのに、メインパイロットが……ん？」

　今気づいたように目をしばたたく。

「そういや室長、グリペンのドーターにラファールを乗せるとか言ってたな？　じゃあおまえさんはどうなるんだ。ん？　グリペンが降りるのか？」

「ああ、いえ」

　それこそ共有しておくべきだろうに。八や代しろ通どおりさん、手が回っていないのか、あるいは単にいつもの説明不足か。

「今回、俺は参加しないです。事情があって……家族と一緒に避難することになって」

　舟ふな戸とは太い首を傾かしげた。一拍置き「はぁ」と低い声を上げる。

「そうか、おまえさんは自衛隊員じゃないしな。今回みたいな話に無理矢理付き合うこともないだろうが……んん」

　困惑気味に後頭部を搔かく。

「なんだかな、モンゴルから帰って以来、みんな変だな。おまえさんは全然姿を見せないし、アニマ達たちもギクシャクしてるし、なのに室長は何も言ってくれん」

「……」

「腫れ物に触るようなというか」

　暗に事情を探られている気がした。何が起きた？　どうしてこんな有あり様さまになっているんだ。アニマ達たちと諍いさかいでもあったのか。

　だが八や代しろ通どおりが黙っている状況であえて語る気にもなれなかった。唇を結び、うつむいていると舟ふな戸とは嘆息した。

「まぁいいか。ただ、せめて避難前にグリペンには会いに行ってやれよ。あいつ、冷静そうに見えて結構子供っぽいからな。あんまり放っておくといじけるぞ」

「あいつは」

　喘あえぐようにつぶやく。

「大丈夫ですよ。形なりこそあんなですけど、俺なんかより全然大人ですし。この先どうしたらいいか分かっているというか、冷静に道筋を見極めている感じで」

　そうだ。俺が何をしたところで、あいつにとっては過去の繰り返しにすぎない。どんな障害も気にせず目的地に突き進むだけ──

「そうかぁ？」

　返ってきたのは、これ以上ないくらい頓狂な声だった。舟ふな戸とは真意を疑うようにのぞきこんできた。

「おまえさんが来なくなってから、あいつ無茶苦茶機嫌悪いぞ。『ありえない』、『信じられない』とかプリプリ怒って、好物の飲むヨーグルトもいらないとか言い出す有あり様さまで」

　え？

「あんまり手がつけられないから、日々の食事も食堂のフリーパスを渡して勝手に精算させているくらいだ。下手に話しかけて爆発されても厄介だからな。あのイーグルでさえ恐こわがって近寄らない感じで」

「まさか」

「噓うそついてどうするよ。ほら、奴やつのドーター見えるか？　周りのテーブルに筆記用具が置いてあるだろう。メンテナンス中、口を利きいてくれない時とかあれで筆談してるんだ。何かご不便はありませんか、困っていることはないですかって」

「……」

　狐きつねにつままれたような顔をどうとらえたのか、舟ふな戸とは肩を叩たたいてきた。苦笑と達観の入り交じった複雑な表情になる。

「まぁ女心となんとかは永遠の謎って言うしな。おまえさんもあんまり分かった気にならない方がいいぞ。ちゃんと話し合って、お互い理解する努力をしなよ」

　肩をすくめて歩み去っていく。

　秋風がさぁっと路上を駆け抜けた。




　　　　　　　　　　＊




　硬いチョークの音が教室に響いている。

　さざ波のようなくすくす笑いは板書中の教師に向けられたものだ。避難準備で帰宅できていないせいだろう。いつもの茶色の背広に寸足らずのジャージを合わせている。ただでさえ老木めいた体格がより一層強調されて、枯れ枝のようになっていた。

　隣の女子の手元にジャージ姿のマッチ棒の絵が回覧されてくる。耐えかねたようにセーラー服の背中が震えた。弾みで彼女の筆箱が音を立てて落ちる。きゃあ、いやだぁと裏返った悲鳴が響いた。

「こらぁ、無駄話してないでちゃんと聞けよー」

　初老の担任は不機嫌顔で向き直った。骨張った手で黒板を叩たたく。

「間違ったところに避難して受け入れ拒否されても知らないぞ。寝るところも食事もなくなるんだからな、覚悟しておけよ」

　緊張感に欠ける生徒達たちを睨にらみつけて、教師は説明を再開した。

「えー、避難開始は今日の午後五時、クラスごとに班分けして指定の場所に集合。うちは小こ松まつ駅東口の広場だから間違えるなよ。荷物は一人、十キログラムまで。服用中の薬やアレルギーがある場合は忘れずに申告すること。えーと、あとは」

「先生、先生」

　生徒の一人が興きよう味み津しん々しんの体で挙手する。期待に目を輝かせて。

「結局、俺おれ達たちの避難先、どこになったんですか。金かな沢ざわですか？」

「いや、福井」

「げ、外れー」

　喧けん噪そうが一転して悲鳴に変わる。

「上の学年、香こう林りん坊ぼうの旅館って聞いたんですけどー」

「マジで？　差別じゃん」

「福井で一週間も何するんすかぁ」

「せめて滋し賀がまで行きましょうよー」

　ああ、うるさいうるさいと担任が手を振る。おどけたブーイングに背を向けて説明を再開した。

（はぁ）

　鳴なる谷たに慧けいは溜ため息いきを漏らした。

　久方ぶりの学校は平穏極まりなかった。避難者十万という大事にもかかわらず、誰も危機感を持っていない。

　無理もない。表に出ている話はあくまで気象・地震情報だ。パニックを避けるためか、慎重にことの深刻さが糊こ塗とされている。全員を待避させるだけの緊張感を保たもちながら、日常が崩壊するほどのリスクは示さない。あくまで最悪の最悪を想定した保険という位置づけ。

　三分の二の確率で君きみ達たちの町は吹き飛ぶのだ。そう聞かされたらどんな反応が起こるのだろう。おそらく阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図になるはずだ。ある者は真っ先に逃げ出し、ある者は説明を求め、そして少なくない人々が小こ松まつ基地を敵視するだろう。おまえらがいるから俺おれ達たちは危険にさらされるのだ。戦争騒ぎに市民を巻きこむな。出て行け、出て行け、出て行け。

　そう、だからこの雰囲気は最善だ。八や代しろ通どおりの噓うそはままならない現実の潤滑油として機能している。事情を知る者の居心地悪さなど些さ末まつ事にすぎない。全てが失敗して現実が露見したあとの始末はえらいことになるだろうが。

（そんなこと、今の自分が気にしても仕方ないか）

　ただでさえ色々混乱しているのだ。これ以上余計なことを背負いこみたくない。というか背負いこめるキャパがない。

　気を抜くと思い出す。あの日の舟ふな戸ととの会話を、グリペンについての話を。

　──おまえさんもあんまり分かった気にならない方がいいぞ。

　──ちゃんと話し合って、お互い理解する努力をしなよ。

（何が）

　今更、何を見逃しているのか。理解が及んでいないというのか。

「おい。おーい、鳴なる谷たに」

　まばたきして我に返る。気づけばクラス中の視線が集まっていた。担任が口をへの字に曲げている。後ろで明ミン華ホアが「馬鹿」とつぶやいた。

「こんな時に上の空とはいい神経してるな。なんだ？　まだ時差ボケか。海外旅行気分が抜けきらないのか」

「あ、いえ、その」

　慌てて姿勢を正す。やばい、ひょっとして当てられていたのか。どぎまぎしてプリントをめくっていると「床」と指さされた。

「落ちてるぞ、ペン」

　うわ。

　いつの間にか筆記用具が机上から消えていた。ペンはおろか、消しゴムも床に散らばっている。随分長くぼうっとしていたのだろう。無意識のうちに肘で押しのけてしまったらしい。

「すみません」

　恐縮して拾い上げると担任が唇を歪ゆがめた。やや意地の悪い顔つきになり。

「ひょっとしてフランスにいい人でも残してきたか？　彼女のことが忘れられないでぼんやりしているとか」

「え、何、そういうことなの!?」

　椅子を弾はじき飛とばさんばかりの勢いで明ミン華ホアが立ち上がる。

　空気が凍りついた。水を打ったような静けさが周囲に広がる。怯おびえたクラスメイトの視線に気づいたのか、幼なじみはこほんと咳せき払ばらいして腰かけた。だが凄すさまじい圧力は健在だ。ひそひそ声で問いかけてくる。

「なんか最近様子がおかしいと思ったら、そんな理由？」

「ちげーよ、馬鹿」

　背を向けたまま抗議する。

「ただでさえドタバタなスケジュールで、遊んでいる暇なんかなかったっつーの」

「じゃあどうしてぼんやりしてたの」

「それは」

　眉根を寄せる。適当な言い訳も考えられず、つい本音が漏れた。

「バイトでトラブっててさ。どうしたらいいか悩んでたんだよ」

「あの怖い外国の女ひ性とのことで？」

「じゃなくて」

　丁度よくと言うべきか、教師が説明を再開した。場の雰囲気に質問が遮られる。明ミン華ホアはまだ不満そうだったが黙って黒板を書き写し始めた。

（どうしてぼんやりしているの、か）

　俺が訊ききたい。

　なんだろう。不可解なひっかかりが胸の奥にある。もともと抱いていた違和感が、舟ふな戸との言葉で顕在化した気分。

　──おまえさんが来なくなってから、あいつ無茶苦茶機嫌悪いぞ。

　──あのイーグルでさえ恐こわがって近寄らない感じで。

　グリペンが怒っている？

　自分が無駄な抵抗をするから苛いら立だっているのか。先のことを理解しているから、全ての努力が無に帰すと分かっているから。余計な遠回りをもどかしく思っている？

（いや）

　やっぱり変だ。未来のことが分かっているならなぜ不機嫌になる？　たとえばの話、自分が三回抗あらがうと知っていれば、その徒労を三回、静かに見守ればいい。なのに彼女は本気で気分を損ねている。石頭のパートナーに憤慨している。

（そうだ）

　そもそもの違和感の源にたどりつく。

　ラファールに基地へ連れていかれた時、グリペンと本気の言い合いをした。『ＥＧＧロックを発動させてやる』という啖たん呵かに、返ってきたのは凄すさまじい反発だった。『わがまま』、『馬鹿』、『分からず屋』、およそ思いつく限りの語彙で罵られた。当時は熱くなっていたので気づかなかったが、あれも随分おかしい。予想外の方角から不意打ちを食らったとでも言いたげな反応。

（同じだ）

　端的に言えば「らしくない」のだ。幾度もの「繰り返し」で見せた冷静さとは全然違う。思い通りにならず混乱している子供。そんな形容が一番しっくり来る。

　だがなぜ。どうして急に平静が崩れたのか。

　コーン、カーン、コーン。

　チャイムが授業の終わりを告げる。

　教室内の空気が慌ただしくなり、がちゃがちゃと椅子が引かれる。教師が「ちゃんと指示通り片づけるんだぞー」と言っているが、もう誰も聞いていない。

「ほら、行くよ」

　いつの間にか明ミン華ホアに見下ろされていた。筆記用具を片づけ手ぶらになっている。セーラー服の袖もまくり上げられていた。

「行く？　どこへ」

「もう、また聞いてなかったのー!?」

　明ミン華ホアは目を三角にしてから肩を落とした。黒板を指さして。

「倉庫の片づけ！　みんなでやってって言われたでしょ」

　ぱちぱちとまばたきしたのは、先ほどまでの話題とまったく繫つながらなかったからだ。更なるサボタージュの露見も気にもせず訊たずね返す。

「倉庫？」




「まじかよ」

　呻うめき声はひどく虚うつろに響いた。

　石造りのトーチカじみた建物が目の前にそびえている。戸口からのぞくのは山積みの救護物資だ。毛布にペットボトル、ブルーシートに缶詰。ある物は裸で、ある物はダンボールに箱詰めされて押しこまれている。多分、あとで取り出す時のことなど何も考えていなかったのだろう。大きさも重量も無視してでたらめに積み上げられている。うかつに触れば崩落しそうだ。

「えーっと？　これを」

「整理」

「うちのクラスだけで？」

「そうそう」

　明ミン華ホアの肯定は力強かった。胸を張り鼻孔を広げる。

「思い出すなー、爸爸パーパのお店の倉庫整理手伝ったこと。ひと箱、何元とかお駄賃決めて、一度にどれだけ荷物運べるか工夫して」

「そんなのやってるから、女だてらに筋肉ばかりつくんだよ」

「何？　なんか言った？」

　慌てて口を塞ぐ。

　視線を逸そらすと同じようにうんざりした顔の生徒達たちが見えた。溜ため息いきをついている者が大部分だが、露骨に「うぇー」と嫌がっている者もいる。

　校庭には体操着の生徒があふれ、さながら運動会のようだった。運び出された物資がブルーシート上に積み上げられている。体育館の扉も開け放たれ、続々と中身を吐き出していた。

　自じ分ぶん達たちのクラスがいるのは運動部棟脇の倉庫だった。もとは体育倉庫として使われていたものを防災施設に転用したらしい。埃ほこり臭い空気に真新しいダンボールの匂いが混ざっている。

「はーい、三組、説明しまーす。よく聞いてくださーい」

　音楽の女性教師が手を振る。普段はコンタクト、ワンピースの彼女も今日は眼鏡とジャージ姿だった。手元のプリントをのぞきこむ。

「今回、津波の被害も予想されるということで、水没してまずい物は全部、上の階に上げちゃいます。三組の担当はこの防災倉庫で運ぶ先は……えー」

　眼鏡の度が合っていないのか、しきりに目を凝らす。

「西側校舎の四階、多目的室」

　ぎゃーと悲鳴が上がった。

　脳裏に校内の見取り図を思い浮かべる。うわ。ここから一番遠い校舎の最上階じゃないか。勘弁してくれ。

「そんなところまで浸水してたら、避難物資とか意味なくないですかー」

「そんなところまで浸水するような状況で、避難物資もなかったら困るでしょ？　最悪の事態に備えて万全を尽くしましょう。はい、運んで運んで」

　手拍子に促されて生徒の何人かが倉庫に入る。だがすぐに裏返った叫び声が聞こえてきた。何かが派手に落ちる音も響いてくる。

「ほら、慧けい、やろう」

　明ミン華ホアに腕を引かれる。転びそうになりながらあとに従った。暗い倉庫の中で影法師姿の生徒達たちが途方に暮れている。いくつかのダンボール群がこちらに向かって傾いていた。

　危ない。

「下を押えながらさ、一番上のを取ればいいよね」

　明ミン華ホアが軽い口調で言って歩み寄る。片手を下段の箱に当てて、もう片方の手を上に伸ばした。

「おい。おい、気をつけろ。崩れそうだぞ」

「平気平気、こういうの慣れてるから。よっ……せっ」

　スニーカーのかかとを持ち上げて手を伸ばす。どう見ても不安な体勢だ。はらはらしながら見ていると、不意に頭上の箱が滑った。ずるりと嫌な音を立てて落下してくる。「え」と明ミン華ホアの目が丸くなった。

　───。

「よっと」

　彼女の肩越しにダンボールを支えた。力の向きを慎重にコントロールしてもう一方の手を添える。凍りつく明ミン華ホアから遠ざけるように箱を置いた。

　額の汗をぬぐって。

「だから言っただろ。気をつけろって。ただでさえ不安定なんだから」

　明ミン華ホアは「え？　あ」と目を白黒させていた。魂が抜け落ちたような表情で立ち尽くしている。直後、どよめきが上がった。興奮したクラスメイトが駆け寄ってくる。

「ちょ、ちょっと、何、今の!?」

「瞬間移動？　鳴なる谷たに君と宋ソンさんの間、三メートルくらい離れてなかった？」

「てかおい！　この箱、無茶苦茶重いんだけど！　工具とか入ってるし！」

　ん。

　普段のベンチプレスよりは全然軽かったけど……そうか、二十キロくらいあったかな。もう少し重かったら手首を傷めていたかもしれない。気をつけなければ。

　まだ啞あ然ぜんとしている明ミン華ホアに向き直る。表情をうかがうように。

「おい、大丈夫か？　当たってないだろ、ちゃんと受け止めたし」

「あ、う」

　直後、顔を伏せられた。ポニーテールを左右に揺らして押し戻してくる。

「ぜ、全然平気だから！　避よけようと思ったら後ろに慧けいがいただけだし！　もう大丈夫！　危ないから下がってて！」

「お、おい」

　息が荒い。耳たぶが赤く見えるのは光の加減か。わずかにのぞいた口元は困ったように歪ゆがんでいた。

「と、とにかく運んじゃおう。夜には避難しなきゃいけないんだし」

「お、おう」

　パンパンと頰を叩たたくや、ものすごい勢いで箱を下ろし始める。再び揺れ始めたダンボールにクラスメイトが慌てて飛びついた。




「慧けいのバイトってさ」

　ダンボールを運びながら明ミン華ホアが問いかけてくる。箱の影に隠れて顔はよく見えない。こちらはこちらで荷物を重ねているのでうかつに振り向けなかった。廊下に上靴の音を響かせて「んー？」と訊たずね返す。

「俺のバイトがなんだって？」

「格闘技かなんか？」

　ぶっ。

　か？　格闘技？

「なんだよそれ。どっから出てきた」

「だって腕の力とかすごいし、反射神経もスポーツ選手並だし……バイト始めてからだよね？　こんな風になったの。だから」

「だからって高校生が格闘技のバイトとかありえないだろ。どこで戦うんだよ」

「地下闘技場」

「あのなぁ」

　夢物語にもほどがある。どこの漫画かアニメだ。

　呆あきれ顔を隠さずにいると、明ミン華ホアの声が一段高くなった。

「じゃあ何よ。一体どういうバイトすればそんな身体からだになるわけ？」

「だから売店の」

「売店の手伝いとかいう誤魔化しはもうなしで」

「……」

　弱り果てて嘆息する。

「非合法なこととかはやってないよ。ただ仕事を続けるために基地のトレーニング施設に通って鍛えていた。毎日のランニングも欠かさなかった。それだけだよ」

「なんでそんなにまでして鍛えなきゃいけないの」

「力仕事だからだよ。今日みたいな倉庫整理でも腕っ節が必要だろ」

　執しつ拗ようなはぐらかしに唸うなり声が答える。あからさまに不満そうな様子だ。ただ、それ以上の追及も無駄と考えたのかプレッシャーが和らいだ。

「ねぇ」

「ん」

「『鍛えていた』ってさ、過去形だよね」

「……」

「繁忙期が過ぎたって言ってたけど、もうバイト行かないの？」

　即答できなかった。心中の違和感が安易な回答を許してくれない。「さぁ」と乾いた声を漏らす。

「どうだろうな。行くかもしれないし、行かないかもしれない」

「あたし、思うんだけどさ」

　廊下が階段に切り替わった。足下に注意しながら上り始める。

「そこまで身体からだを鍛えようと思ったら普通、生半可な覚悟じゃ無理だよね。多分慧けいには絶対やりとげたいことがあって、そのためにトレーニングを続けてきたんでしょ？　なのに少し環境が変わったくらいで『どうでもいい』みたいになるのは変かなって」

　箱の角が当たらないよう気をつけながら踊り場を曲がった。

「どっちかって言うと、さっき言ってたバイトのトラブルって理由が大きいんじゃない？　その、繁忙期云うん々ぬんって話よりは」

　図星だ。

　心臓が跳ねる。

　相変わらず鋭い。

「だったらなんだよ」

　明ミン華ホアは小さく息を吸った。

「相談に乗る」

　びっくりして振り向いてしまった。

「おまえ、俺のバイト、反対じゃなかったのか？」

「そう……だけど」

　明ミン華ホアの声が小さくなった。

「慧けい、苦しそうだし。無理してる感じだし。アドバイスできることがないかなって。あたしじゃ全然役立たずかもしれないけど」

　いじらしい発言に胸を締めつけられる。畜生、どう考えても悪いのは自分なのに。勝手にむくれて、ふてくされて家の雰囲気を悪くしている。だが、この幼なじみは普段の好き嫌いを曲げてまでこちらのことを気遣ってくれている。

「じゃあ訊きくけどさ」

　しばらく考えてから口を開いた。

「すごいベテランで、俺なんか及びもつかない大先輩がいるとするだろ」

「うん？　……うん」

「その人にしてみれば俺のやることなんか全部お見通しで、何をしても動じないんだ。練りに練った案を持っていっても、それは昔試してダメだったから却下って感じで」

「ふぅん」

「でもある時、ちょっと突っかかったらさ、すごい怒り方して機嫌が悪いまままなんだ。どうしてだと思う？」

「どうしてって」

　明ミン華ホアは戸惑いも露あらわに口ごもった。大儀そうに荷物を抱え直す。

「慧けいが逆げき鱗りんに触れるようなこと何か言ったんじゃないの？　その人がすごく気にしているところをピンポイントで突いちゃったとか」

「だから、何を言っても動じない人なんだって。俺のやることは全部分かってますって感じなんだから」

「てことは全部分かってないってことでしょ」

　ばっさりと結論づけられた。

「どんなに頭のいい人だって、世の中の全ては知り尽くせないもの。神様じゃあるまいし予想外のことの一つや二つくらいあるでしょ。つまり慧けいは、そのすごいベテランさんの常識を上回るとんでもない地雷を踏んじゃったわけ」

「ん、ん」

　混乱が湧き上がる。

　どうにも話の前提が食い違っている気がした。

「神様ならどうなんだ？」

「え？」

「相手がその、人間じゃなくて全知全能の神様だったら」

「慧けい」

　明ミン華ホアの顔が険しくなった。不満げな響きが声に混ざる。

「これ、真面目な相談だよね？」

「そうだよ。ただ、そんくらいすごい相手だとしたら」

　わずかな沈黙があった。明ミン華ホアは何度か唸うなった後、つぶやいた。

「爸爸パーパにね、こんな話を聞いたことがある。あのね、威張りん坊の神様が通りかかりの旅人に自慢するの。『私はなんだってできる。だからなんでもしてほしいことを言ってみろ』って。みんな、財宝とかお城とかお姫様とかをくださいって頼むんだけど、ある子供がこう言うの。『じゃあ神様、誰にも持ち上げられない石は作れますか？』って。神様は『もちろんだ』って石を作るよね？　で、次に子供がこう言うわけ。『ありがとうございます。では神様、その石を持ち上げてください』って」

　意味分かる？　と問いたげにダンボールが動いた。

　少し考えた後、はっとなった。

「全知全能なら、どんな石でも持ち上げられる。でも持ち上げられてしまったらそもそも『誰にも持ち上げられない石』を作るのに失敗したことになる」

「そそ」

　明ミン華ホアは最後の階段を上り終えた。一息ついて箱の影から顔を出す。

「ま、なんでもできるって言葉自体がハナから矛盾だらけってこと。だから慧けいの言うその……ベテランさん？　だって、どこまでスーパーマンか分かったものじゃないよ」

　言葉が出てこない。簡潔明瞭な答えに呆ぼう然ぜんとなった。確かに、今の話なら理屈は通る。グリペンがなぜいきなり怒り出したのか、精神の平衡を崩したのか。

　──鳴なる谷たに慧けいが、今までの経験にないことを言い出したから。

　これ以上ないくらい明々白々な結論。

　だが、どうにも収まりが悪かった。理由は明らかだ。あの時の自分の発言はさしたる考えに基づいたものではない。売り言葉に買い言葉。かっとなった末の暴言、放言の類い。幾度もの繰り返しを経たグリペンには十分予測可能なはずだ。普通に考えれば、間違いなく過去の自分も同じような話をしている。であればその後の対応も定まってくるはずで。

「明ミン華ホア、あのな」

　どう訊たずねてよいか分からないまま、思いを吐露しかけた時だった。

「あー！　ごめん、こっちダメ！　ダメ。いっぱい！」

　他クラスの男子が廊下で通せんぼしている。ダンボールの流れが滞っていた。目的地の教室の前で、先行した生徒がたむろっている。

「だめってどういうこと？」

　クラスメイトの女子が問いかけた。延々重い荷物を運んできたためか口調が乱暴になっている。返答次第ではただじゃおかないぞという雰囲気だった。

「えーっと」

　男子は頭を搔かいた。

「思ったより他クラスの荷物が多くて多目的室がいっぱいになっちゃって、俺おれ達たちも入りきらないから運び入れをストップしているところ」

「はぁ？」

　空気が殺気だった。

「いや、いや、今更そんなこと言われても困るし」

「これ、持って帰れって言うの？」

「また四階分、下りて？」

　方々から上がる抗議に男子生徒は「待った待った！」と手を振った。冷や汗をぬぐい暴徒の群れを見渡す。

「だからこの部屋がダメなだけで次の場所、指定されてるから。そっちに運んで。俺、それを伝えるために待機してるの」

　なんだ。

　だったら最初からそう言えばいいのに。

　ほっと胸をなで下ろしていると、明ミン華ホアが前に進み出た。

「で、どこに運べばいいわけ？」

　そうだ。これで一階の教室とか言われたら持ち帰りと変わらない。やや緊張するクラスメイト達たちに男子生徒はまっすぐ次の目的地を指さした。

　全員の目が丸くなった。




　扉を開けた瞬間、視界が開けた。

　水平線が広がっていた。

　凪ないだ海に平べったい雲が浮かんでいる。鮮やかなスカイブルーを陽光が貫き環状の虹を生み出していた。三百六十度、遮るものはない。視線をもたげればただ空の青のみが飛びこんでくる。眼下の家々はミニチュアのように小さく、狭い陸地に密集していた。高速道路の高架を黒い点が行き交っていく。

　歓声が上がった。「すごい」「すげー」と生徒達たちがフェンスに走り寄っていく。何人かはスペースの中央に進んで空を見上げていた。両手を広げ、たんぽぽの綿毛のようにくるくる回っている者もいる。

「はぁ」

　と溜ため息いきが漏れた。抱えた荷物の重さも消失したように思える。そのくらいの絶景だった。

「鳴なる谷たに君、止まらないでー、あとつかえてるからー」

　くぐもった呼びかけに「あ、悪い」と謝罪する。脇に避よけると、声の主である女子生徒が階段室から出てくる。両手に毛布の山を抱えていた。そのあとからダンボールやブルーシートを持ったクラスメイトがぞろぞろ現れる。彼らもまた屋外に出た瞬間、予想外の光景に目を奪われていた。

「こんな風になってたんだ、屋上」

　傍かたわらで明ミン華ホアが弾んだ声を上げる。吹き寄せる風に髪をなびかせ気持ちよさそうにしていた。

「てっきり機械置き場みたいになってるのかと思ってたけど」

「確かにな」

　西校舎の屋上は予想外に居心地のよい空間だった。無骨な室外機や配管の類いもなく、ただコンクリートの塔屋だけが存在している。床面も汚れておらずジャージなら寝転ぶことさえできそうだ。

「ていうか、なんで普段は施せ錠じようしてるんだろうな、もったいない」

　階段室の南なん京きん錠じようを振り返る。このあたりは入学後に一度探検がてら訪れたことがあるが、陰気な小部屋程度の印象しかなかった。扉の前に荷物も積まれ、およそ人の行き来できそうな雰囲気ではなかったが。

「昼休みに日なたぼっことかできたらすごくよさそうなのに」

「そうやって眠りこけた挙げ句、授業に遅刻する人が出たからじゃない？」

　む。

　なぜ俺を見る。

　非難の視線を向けつつ荷物を運んだ。階段室を回りこむと少し離れたところに小さな建屋が見えた。開け放たれた入り口に先陣の荷物が運びこまれている。

　屋上倉庫だった。

　あぶれた荷物の収容先にして終着地点。

　最後の力を振り絞って倉庫右手奥のスペースに荷物を入れる。明ミン華ホアの分も運びこむとそれで本当に身軽になった。

　ふぅと溜ため息いき、後続の生徒に道を譲る。そのまま明ミン華ホアと二人、どちらからともなくフェンス際に歩いていった。

　空が近づいてくる。視界から校舎の床が消え空中でも歩いている気分になった。フェンスの縁をつかんだ瞬間、小こ松まつの町が視界いっぱいに広がる。見慣れた町並や風景が眼下に収まっていた。

「……」

　わぁ、とも、ほぉ、とも言えなかった。圧倒的な開放感と高揚が意識を満たしている。

「なんか……不思議だね」

　しばらくして明ミン華ホアがつぶやいた。眩まばゆい陽光に睫まつ毛げを煌きらめかせて。

「何がだ？　屋上があったことがか？」

「じゃなくて」

　もどかしげに身をよじった。

「毎日通っている場所でもさ、こんな知らないところがあるんだなって」

　ジャージの手が校庭と校舎を示す。

「学校なんて学生にとったら一番身近な場所じゃん。毎日欠かさず往復して、一日の大部分を過ごして。でも今の今まで、こんな風景があるとか思ってもみなかった。いつも授業を受けているところの本当に、本当にすぐそばなのに」

「……」

「何気なく繰り返している日常の中にも新しい発見があるんだなぁって。そう思ったらちょっと感慨深くなっちゃって。新鮮な気分になったっていうか」

　言葉を返せなかった。

　反論があったからではない。逆だ。明ミン華ホアの言葉は不思議なほどすんなりと心に染しみ入いってきた。

　日々の繰り返しの中でも新たな発見がある。

　それはまさしくグリペンと自分の間にも言えることだ。絶望的なループをどれだけ経験しようと全ての選択肢は試せない。わずかなきっかけで新しい進路が生まれ、予想外の展開へと繫つながっていく。

　きっかけ。

（ああ、そうだ）

　あいつが俺の選択を潰して回ったから。

　先回りして行き止まりだと告げ続けたから。

　だから鳴なる谷たに慧けいは別のルートを見つけ出した。モンゴルで脱走する代わりに、ドーターを破壊する代わりに、他の方法でグリペンを救おうとした。

　俺が──諦めなかったから。

「慧けい？」

　返事がないのを不審に思ったのか、明ミン華ホアがのぞきこんでくる。「いや」と首を振り空を見つめる。降り注ぐ日差しに片目をすがめた。

「おまえの言う通りだよ。ちょっと新鮮な気分になっていたんだ」




　片づけを終え、一時帰宅してからも思考は止まらなかった。

　避難用の荷物をまとめながら、気づけばさっきの続きを考えている。今後のことに頭を悩ませている。

（俺はどうしたいんだ）

　古びた自室で自問する。

　行動次第で無限の選択肢が現れるのなら、必ずしもゼロか一かの判断を下さなくていいはずだ。今までの自分はループを継続するか、ループを破壊して現代文明を終しゆう焉えんさせるかの二択で考えていた。だが第三の道があるとすればどうだ？　ザイの創造主や知ち寄より蒔まき絵え、グリペンの思惑をも飛び越えた最善の結末がありえるなら。

　考えろ。俺は一体何を望んでいる？　どこに進みたがっている？

　……。

　決まってる。グリペンと一緒にいたい。あいつと次の時代に歩んでいきたい。

　もちろんザイとの共存などまっぴらだ。あのガラス細工の害虫には綺き麗れいさっぱり消きえ失うせてもらう。過去への放逐なんて応急措置ではない。存在自体の抹消だ。

　大切な家族や仲間を守り切り、中国の風景を取り戻し、みんなで揃そろって常じよう熟じゆくに戻る。そこには明ミン華ホアやグリペンがいて、他のアニマ達たちもいて、騒々しくも陽気な日々が繰り広げられるのだろう。

　人類の業？　更なる環境破壊？

　そんなもの自分を含めた独飛メンバーが許すものか。一生涯、複数世代かけてでも性根を叩たたき直なおしてみせる。二度とザイなんて生み出させやしない。

　完全無欠、最強無敵のハッピーエンド。

　身震いするような想像は、だが現実的な独白で凍りつく。

　──それは一体何度目の心変わりだ？

　全員が幸せになれる道。何も失わない未来。過去の鳴なる谷たに慧けいだって同じ結末を望んだに違いない。理想に胸を高鳴らせ、独飛に復帰し、ザイとの決戦に赴いて、そして──

　再度の悲劇を繰り返したのではないか。

　遠ざかっていく紅の機体。伸ばした手が宙をつかみ、怒号が空に溶け、ただペールピンクの髪の輝きだけが視界に焼きついて。

（ああ、くそっ）

　決意が鈍る。希望が薄れていく。

　考えてみれば自分は何一つ解決策を思いついていない。ただ物の見方が変わっただけだ。ゼロパーセントの成功率が一パーセントかもと閃ひらめいた程度。しかもその一パーセントが何によって得られるのかもつかんでいない。

　ひどい疲労を覚えて立ち上がった。押し入れの衣装ケースから着替えを取り出す。続けて懐中電灯、携帯ナイフ、使い捨てのカイロを引き出した。

　そうだ。

　意気ごみ程度で片づくなら誰も苦労はしない。グリペンの時間遡そ行こうは、万策尽きた人類の最終手段なのだ。知ち寄よりや八や代しろ通どおりでさえたどりつけなかったハッピーエンドに、なぜ自分風ふ情ぜいが行き着けると思うのか？　なんの知識も、経験もない高校生が。

　実際問題、見ろ、自分が今やっていることを。十万分の一人として黙々と避難の準備をしているだけじゃないか。

　ガタン。

　手元にドライバーが音を立てて落ちてきた。

（ん？）

　なんだと思った途端、別の工具が落下する。次いで磁石に引かれたように押し入れの荷物が崩れてきた。

「うわぁ!?」

　必死で押おし止とどめようとするも防ぎきれない。どうやら要となる荷物を抜いてしまったようだ。転居してからの私物を手当たり次第に押しこんでいたのも災いした。あたふたしているうちに押し入れの中身は半分以上、床にぶちまけられていた。

「ああ、くそっ」

　この忙しい時に何をしてるんだ。学校の倉庫で散々明ミン華ホアに注意しておいて、本人がこの体たらくでは救えない。暗あん澹たんたる思いで荷物を拾っていると、一ひと際きわ鮮やかなオレンジの表紙が目に入ってきた。

（ん？）

　袋の下から大判の冊子が現れる。アルファベット・漢字交じりのタイトル。太字で刻まれたＣＨＮの国籍表示。中国自家用操縦士、学科試験問題集。

「え？　あれ？」

　一瞬なぜここにと混乱する。蛍ほたる橋ばし三尉の記憶とグリペンの部屋で見た冊子のイメージが混じり合った。

　だが下敷きになっていた新聞を見て得心する。常じよう熟じゆく日につ[image: ]ぽう──宋ソンおじさんの愛読紙だ。つまりこれは明ミン華ホアが整理した荷物ということか。上シヤン海ハイからの逃避行で忘れかけた私物を代わりに持ってきてくれたもの。そう言えばアンフィジカルレイヤーでも似たような話があったっけ。避難のごたごたで失われた本を彼女が保管してくれていたと。

（一言、言ってくれればいいのに。……どこに片づけたとか）

　ここ半年で古びた参考書はひどく複雑な意味を持っていた。鳴なる谷たに慧けいにとっては空へのパスポート、明ミン華ホアにとっては過去の未練の象徴、そしてグリペンにとっては永遠のパートナーとの絆きずな。

　なんとも言えない感情に突き動かされページを繰っていた。

　大量の付箋と書きこみが現れる。複数の既視感が心を揺らした。吞のん気きに読んでいる場合ではないが目が離せない。




【問二】ＶＦＲで飛行する場合、フライトプランに記入する目的地までの所要時間で正しいものはどれか。

【問七】主翼の翼端渦について誤りはどれか。

【問十】二重点火方式の説明について正しいものはどれか──




「×」、「×」、「×」

　見事なくらい間違いだらけだった。

　重ねられた×印は最後の方、苛いら立だちで歪ゆがんでいる。見ているだけで当時のもどかしさが伝わってきた。もう嫌だ。こんなの分かるか！　と何度叫んだことだろう。腹立ち紛れにペンで突いたあとも残っている。

「うわ、こんなの間違えたのかよ」

　トルクの反作用を扱った設問に二重の「×」がついていた。

　馬鹿だな。普通に考えれば答えられる問題だろ。字じ面づらだけ覚えようとするから間違えるんだよ。理屈を理解しろ、理屈を。本当、横について一から教えこんでやりたい──

『って話は一度、失敗したから言えるんだよ』

　ん？

　不意に蘇よみがえった言葉にまばたきする。

　なんだ？　なんの記憶だ。

　目をぱちくりさせて参考書を見下ろす。白い紙面にリビングの風景が重なった。料理の音が響く中、ジーンズ姿の女性が振り向いてくる。

『後出しじゃんけんは誰でもできるからねー。こんなの簡単、できて当然なんて台詞せりふは初見で正解した人だけが言っていいこと』

　母親だった。

　模擬試験から戻った自分を穏やかにたしなめている。あく取りで鍋を掬すくいながら口角をもたげていた。

（ああ）

　思い出した。

　試験後の自己採点で、周りの受講者が自分の解けた設問を間違えていたのだ。その振り返りで受講時間が延びてしまった。本当にいい迷惑だ。あんな問題を解けないとかどうかしている。どいつもこいつもレベルが低い。そう優越感も露あらわに報告したところだった。

　だが返ってきた言葉は同意でも共感でもなかった。『その問題、前に慧けいが参考書でつまづいたところじゃん』そう、ちくりと指摘されたのだ。

　ばつの悪さが態度を硬化させた。なんだよとむくれて唇を尖とがらせた。

『じゃあ、俺ももう一度間違えればよかったのかよ』

　一度しくじったが最後、二度と成果を誇れないのか。

　失敗したら何もかも終了だというのか。

　子供っぽい議論のすり替えに母親は『違う違う』とスプーンを振った。

『失敗は成功の母。たくさん間違った人だけが一回り大きくなってゴールに向かえる。だから終了なんてとんでもない。慧けいはちゃんと失敗して、それを次の成功に活いかした。偉い偉い、さすが私の自慢の息子』

『……』

『ただ成功した人は後進の人間にも優しくなきゃ。その振り返りのおかげでまた何人かが問題を分かるようになったわけでしょ？　よかったーって思ってあげないと。むしろ、慧けいも説明を手伝ってあげるくらいの余裕を見せてほしいな』

『俺が？』

　真顔で聞き返してしまった。

『見ず知らずの連中にものを教えろって？』

『何かを学ぶのに他人も知り合いも関係ない。みんなで仲よく高め合っていけばいい』

　母親はシチューの皿をテーブルに置き、じっと目を合わせてきた。

『ね、慧けい、大事な話。よく覚えておいて』

　強い光を瞳にたたえる。

『失敗を悪いことだと思わないで。人間はこれ以上ないくらいたくさんの間違いを重ねて進歩してきたんだから。たとえるなら、九割九分外れのあみだくじをみんなで一本一本潰していった感じ。前の人が失敗してくれなかったら、私わたし達たちも勝率百分の一のギャンブルに挑み続けるしかなかったでしょ？　だからがんがんチャレンジしてがんがん失敗すればいいの。あなたも、周りの人も』

　何回でも、何十回でも、何百回でも。

　諦めさえしなければ、いつか必ず目的地にたどりつけるんだから。

（あ）

　息が止まりかけた。冊子が落ちて荷物に混ざる。弾みで足の指を打ちつけたが気にもならない。とてつもない衝撃が身体からだを満たしていた。

　失敗を……積み重ねる？

　そう。当たり前の話だ。なぜ気づかなかったのだろう。こんな単純なことを、明白極まりない事実を。

　俺は『なんの知識も経験もない高校生』じゃない。十回、二十回と失敗を繰り返したガキだ。

　確かに、ただの子供が世界を救うなんて絵空事だ。そこらの民間人が八や代しろ通どおりや知ち寄よりレベルの頭脳に敵かなうはずもない。だが自分もグリペンも普通の人間なら決して目にできないものを見てきた。たどりつけないはずの領域に達してきた。

　なら何も知らない大人よりは賢く立ち回れるはずだ。外れの選択肢を避けることもできるのではないか。

　もちろん、自分だって全てのループを覚えているわけではない。グリペンの記憶も完璧にはほど遠い様子だった。だが間違いなく、残っている知識は活用できる。ありったけの失敗例を搔かき集あつめて、分析と評価を繰り返して、未体験の選択肢を見つけられれば。

　ぶるり。

　身体からだが震えた。

　抑えつけていた熱情があふれる。炎のように激しく荒れ狂う。

（ああ）

　もう十分だ。解決策が見つかっていようがいまいが知ったことか。俺は世界を救いたい。未来を切り開きたい。そして。

　グリペンに会いたい。

「ちょっと慧けい！　さっきから何ドタバタしてるの？　出発の準備できてるわけ……え!?」

　顔を出した明ミン華ホアの脇をすり抜ける。財布と携帯端末だけ持って階段を駆け下りた。

「悪い明ミン華ホア。俺、ちょっとバイト行くことになったから」

「は!?」

　呆あつ気けに取とられた様子で立ち尽くしている。手に持った長靴が妙に間抜けだった。

　スニーカーに足をねじこむ。爪先を土間に叩たたきつけて振り返った。

「あとは頼む。祖じ父いちゃん祖ば母あちゃんにもよろしく言っといてもらえると」

　自転車の鍵をつかみ玄関から飛び出した。吹きつける風の中を一直線に駆け抜ける。

　後ろから「なんなのよー！」という声が追いかけてきた。




　夕刻の小こ松まつ市街は時ならぬ喧けん噪そうに満ちていた。

　幹線道路を大量のバスや自家用車が走っていく。誘導の警官がそこら中でホイッスルを吹き鳴らしていた。夕闇に赤色灯やパトライトが浮かんでいる。灯ともり始めたヘッドライトが次々と光の群れに加わっていった。

　交通の流れは郊外に向かっている。当たり前だ。ゼロアワーを間近に控えて、わざわざ市内に戻る者がいるわけもない。すれ違う車のドライバーも、逆走する高校生に奇異な視線を向けてきていた。

　途中警官に呼び止められたが無視して駆け抜ける。立ち入り禁止のバリケードの横を猛スピードですりぬける。幾度目かの検問で自転車に乗り続けること自体を諦めた。一旦脇道に逸それ、大きく交差点を迂う回かいして大通りに戻る。

　携帯端末を取り出す。込み上げる衝動に突き動かされるままグリペンを呼び出した。とにかく早く声を聞きたい、今の思いを伝えたい、と思ったが。

　三コールで発信音が途切れた。

　まじまじと画面を見つめる。液晶には『接続できません』の文字が浮かんでいた。

　なんだ？　電波が悪いのか。

　もう一度かけ直す。一コール、二コール……

　切断。

（んんん？）

　応答拒否でもされたような反応。拒否？　まさか。

　ひょっとして取りこみ中なのか。だが本当に忙しければ端末を触ることもできないだろう。首を傾かしげながらメッセージアプリを起動する。

『話したいことがある』

　シンプルな文面を送ると、即座にレスが返ってきた。

『おかけになった端末は現在使われておりません』

　!?

『でなくてもＴＰＯをわきまえるべきだと思う。私は忙しい。メールの返信など打っている場合ではない』

　……。

『慧けいが居なくても私は引っ張りだこ。充実した毎日を送っている。だから放っておいてほしい。さよなら／ぐりぺん』

　一瞬何が起きているか分からなかった。まばたきを数回、何度か読みこむうちに意味が理解されてくる。

　こ、こいつ拗すねてやがる！

　呆あつ気けに取とられた後、激しい苛いら立だちがわき上がってきた。この緊急時に何七面倒臭い反応をしていやがる。いいから早く電話に出ろ。言いたいことがあるなら直接言え。

　返信ボタンを押して猛スピードで文字を打ちこんだ。

『十秒以内にかけ直してこないと八や代しろ通どおりさんに連絡するぞ。グリペンは電話も出られないくらい絶不調のようです。食事も難しそうだからしばらく点滴だけで栄養補給してくださいって』

　送信。

　カウントダウン開始。十、九、八。

　端末が鳴った。発信者が目当ての相手であることを確認して電話に出る。

『何』

　十年分の不満を圧縮したような声。

『私は今、ものすごく機嫌が悪い』

　説明されずとも分かる。爆発寸前の火薬庫のような雰囲気だった。スタッフが恐れをなすのもうなずける。さすがにここまでピリピリしている彼女は初めてだった。

「な、なんだよ」と思わずたじろいでしまう。

「俺がＥＧＧロックをかけるって言ったのがそんなにムカついたのか？　悪かったよ、ただあの時はおまえも結構言い返してきたはずで」

『違う』

「へ？」

　地の底から響くような唸うなりが続いた。

『私と慧けいは恋人同士のはず。なのにこんなに長い間、放っておかれた。きっと他の飛行機に浮うわ気きして熱が冷めたに違いない。つまり慧けいはもう他人、赤の他人が今更何を言うか訝いぶかっている』

「……」

『私はとても忙しい。元彼に割いている時間はない。用があるならさっさとすませて電話を切らせてほしい。そして慧けいも今のお相手のところに行けばいい』

　いやいやいや！

「な、何言ってるんだおまえ!?　なんでこっちが裏切ったみたいな流れになってるんだ？　俺はおまえをどうすれば助けられるかずっと考えてたんだぞ。他の奴やつのことなんか気にもしなかったっての！」

『言葉ではなんとでも言える。大事なのは行動』

「っ！　じゃ、じゃあ訊きくけどな！　連絡をよこさなかったのはおまえも同じだぞ。『ずっと一緒』とか言ってた割りには結構あっさり距離を置くし、俺がいなくても平気みたいなこと言い出すし、おまえこそ別の男に浮うわ気きしてたんじゃないのか」

『!?』

　激しい驚きよう愕がくが回線を震わす。強い混乱と怒りが電波に乗ってきた。

『言っていいことと悪いことがある。私があなた以外のパイロットを認めたことは一度たりともない。人の一いち途ずさを侮辱しないでほしい』

「じゃあなんで連絡よこさなかったんだよ」

『……』

　だって、とむくれた声が返ってきた。

　だって。

『何を話していいか、分からなかったし』

　あなたの慟どう哭こくにどう答えてよいか分からなかった。

　大好きな相手をこれ以上傷つけたくなかった。

　煩はん悶もんと懊おう悩のうが痛いほど伝わってくる。

　どれだけつっけんどんに振る舞おうと言葉の端々から思いやりが感じられた。互いに相手を大切にしているからこその断絶、すれ違い。

　肩の力が抜ける。わずかに存在していた不安が噓うそのように霧消していった。大丈夫だ。自分と彼女の誓い、ハンボグドの空港で確かめ合った絆きずなはまだ損なわれていない。

「俺も同じだよ」

　声音を和らげる。川向こうにまたたく基地の光を見つめた。

「電話してまたおまえに突っぱねられるのが怖かったんだ。『私は世界を守る』『だから慧けいとは一緒にいられない』、そんなことを言われたら今度こそ冷静でいられる自信がなかった。だから目をつむった。耳を塞いで聞こえないふりをしていた。目の前の絶望を直視したくなかったんだ。でも……それももう終わりだ」

　足を踏み出す。無人の町に靴音を響かせる。

「俺は世界を救う。ザイを倒して、おまえを解放して、未来の破滅も回避してみせる。何一つ諦めるつもりはない。この星に生まれた誰もが幸せになるのが俺のハッピーエンドだ。おまえだって本当はそうしたいんだろう？」

　息を吞のむ声が聞こえた。

　圧倒されたように『え』『あ』とつぶやく。

『そんなの……無理』

「なんで無理だって思うんだよ」

『だって今まで何度やっても──』

「今までは今まで、これからはこれからだ。だいたいおまえ、先のことをなんでも分かるっていうなら今から言うことを当てられるか？　俺がなんて喋しやべるか答えられるか？」

　沈黙。

　大きく息を吸いこみ、夜空を見上げた。声を限りに胸の内を吐き出す。

「俺はグリペンが好きだ。声も性格も唇の感触も手の温ぬくもりも、何もかもが大好きだ。鳴なる谷たに慧けいはＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭグリペンを愛している。全部、全部、心の底から大好きだ」

　ぼんっと何かの弾はじける音がした。

　続いてざわめきと足音がスピーカーから響いてくる。複数の人々の焦あせりと驚きの気配。不審に思っていると野太い声が電話に出た。

「なんだ？　この電話、鳴なる谷たに君か」

　八や代しろ通どおりだった。戸惑いも露あらわに質問を重ねてくる。

「君、一体何を言ったんだ。グリペンの奴やつ、真っ赤になって倒れてるぞ」

　ありゃ。

　やりすぎたか。意表を突くにはこれくらい言わなければだめかと思っていたが。

　こめかみを搔かいて謝罪する。

「すみません……ちょっと久しぶりに話してエキサイトしすぎたというか、加減がつかめなかったというか。一応、肝心な部分では分かり合えたつもりなんですけど」

　はしょった説明に相手の困惑が大きくなる。更なる質問を制して「そんなことより」と携帯を持ち直した。

「八や代しろ通どおりさん。今から俺、そっちに向かいますよ」

『何？』

「十分以内に基地に到着します。避難はしません。少し遅くなりましたが今回の作戦に参加するつもりです」

　もはや迷いはなかった。一点の曇りもない声で宣言する。

「グリペンに乗ります」
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小こ松まつ基地　技本臨時作戦室




十月十九日午後十時






「これより独飛全機、スクランブル待機に入る」

　雑然とした倉庫に八や代しろ通どおりの声が響き渡った。

　床一面の地図の上をスタッフが行き交っている。林立するホワイトボードを書類やポストイットが埋め尽くしていた。外から響いてくるのは哨しよう戒かい機・警戒機のエンジン音だ。熱した空気に無線やサイレンの音が木こ霊だましている。基地全体が巨大なダイナモと化したようだ。全ての人と機械が一つの目的に向かい突き進んでいる。

　ファントムをのぞく小こ松まつ組の全アニマがホワイトボードを注視していた。イーグル、ラファール、グリペン。そしてただ一人の人間パイロットである自分も、またパイロットスーツを着こんで列席している。

　八や代しろ通どおりはホワイトボードの地図を示した。

「六時間前、ピケットレーダー群の一つが敵の降下をとらえた。すぐに反応が消えたが、ここ数日の動向を見る限り、小こ松まつへの攻撃が近づいていることは間違いない。高度七万を限界ラインと見なして、ここを突破してきた場合は即出撃、前進配備で迎撃する。攻撃予測時期は今から十二時間以内。が、先方の進路次第では更に十時間ほど増えかねない。その間、基本はコクピット待機だ。辛つらいだろうが、納期直前の徹夜作業でも思い出して我慢してくれ」

　この場の誰もまともな勤め人など経験していないことを無視して、八や代しろ通どおりは続けた。

「索敵・管制は早期警戒管制機ＡＷＡＣＳ部隊が受け持つ。可能な限りの観測データをミサイル発射母機に送りこみ、事後の誘導を支援する段取りだ。母機は予定通りＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭで行くが、搭乗者には変更があった。火器管制はグリペンのままとしてパイロットは鳴なる谷たに君で行く。ラファールは制空戦に参加」

　視線が左右から集まってきた。もの問いたげな雰囲気に今は答えている余裕もない。無言でうなずいて話の先を促す。

「敵を捕捉したらグリペンはズーム上昇、成層圏に到達して衛星攻撃ミサイルを発射する。基本はこれで終わりだ。ただしペイロードと燃料の制約でチャンスは一度きり。外したらそれで終了だ。グリペンが迎撃に集中できるよう、他の機体は周辺警戒に専念してもらう」

「予測迎撃空域はどこになりそうなんだ？」

　ラファールが片手を挙げた。

「直ちよく掩えんの難易度も大陸との距離感で大分変わってくるだろう。護衛対象にはＡＷＡＣＳも含まれるはずだ」

　無言でうなずいて八や代しろ通どおりは地図に向き直った。大きく、ペンで日本の周囲を囲む。ざっくりと日本海・黄海・東シナ海の広いエリアが切り取られた。

「技官」

　抗議の言葉を八や代しろ通どおりは手を挙げて制した。

「大ざっぱすぎることは分かっている。だが向こうも飛行機だからな。好き勝手に飛び回れる以上、この程度の絞りこみが限界だ。いずれにせよ警報が鳴ったら即スクランブルという手順に変わりはない。西に飛ぶか北に飛ぶかの違いくらいだ」

「でもハルカ」

　グリペンが地図を示した。

「大陸近海はザイの制空権下、そこでの作戦行動は危険。敵のインターセプトを受ける」

「分かってる。だから援護の制空部隊を手配した。千ち歳とせの２０３、百ひやく里りの３０２から増援が来る。小こ松まつの部隊と協同しておまえ達たちをサポートする予定だ」

「機数は？」

「両基地合わせて十二機」

　呻うめき声が上がった。状況次第では上シヤン海ハイ上陸作戦の時ほど深く侵攻するのに、援軍が数個小隊とは。無謀にもほどがある。

「せめてバイパーゼロの支援は仰げないのか」とラファールが食い下がった。

「ＡＥＳＡ搭載の機体がいれば大分、警戒も楽になるはずだ。ファントムが欠けた状態で編隊の目を増やすのは必須だろう」

「小こ松まつ組が全力出撃する状況で、那な覇はまで空にできるか。ＡＷＡＣＳ部隊を引き抜いただけでも大分日本の防空体制を歪いびつにしているんだ。これ以上の無理は通せん」

「だが」

「何もその戦力で大陸を奪還しろと言ってるわけじゃない。グリペンがミサイルを射うつまで敵を近づけなければいいんだ。もともと制空担当はイーグル一機だったんだし、大分楽になってるだろう？　というかラファール」

　片眉を上げて、やや意地の悪い顔つきになる。

「フランス人というのは逆境に陥るほど敢闘精神が湧くんじゃなかったか？　第一次大戦の西部戦線で確かそんな発言があったと記憶しているが」

「わが軍の右翼は押されている。中央は崩れかけている。撤退は不可能だ。状況は最高、これより反撃する──」

　ラファールは忌いま々いましげに口角を歪ゆがめた。

「フォッシュ翁おうは陸軍だ。それに彼ほど航空戦に無理解だった者もいない。あれを引き合いに焚たきつけられるのは甚だ不本意だ。──が」

　もたげた瞳に強い光が宿る。まとう空気が苛烈なものに変わった。

「もとより引き下がるつもりはない。敵との戦力比が十分の一なら十倍の働きで埋め合わせるまでだ。いいだろう、技官。グリペンには指一本触れさせない。ファントムの時のような失態は二度と冒さないと約束する」

　ムッシュ鳴なる谷たに、と鋭い目が見下ろしてきた。

「君には言いたいことがたくさんある。最低限丸一日は説教できるよう無事に連れ帰ってみせる。負傷による後送・安静なんて言い訳は一切許さないからな、覚悟しておけ」

「覚悟って」

　無事に連れ帰るんじゃないのかよ。おっかない。刑場にでも連れていかれそうな雰囲気だ。

　八や代しろ通どおりが視線を巡らした。

「他に質問は？」

　アニマ達たちが首を振る。「よし」と八や代しろ通どおりは手を叩たたいた。

「なら仕事に取りかかれ。無事に帰ったら三日くらいはアラート待機なしで休ませてやる。食事も外出も思いのままだ。気張って行けよ」

　強くうなずいて荷物を持ち上げる。

　久方ぶりの出撃にじわじわと興奮が込み上げてきた。やっと前に踏み出せる。具体的な行動に移れる。決意も新たに胸を張った時だった。

「どーん！」

　凄すさまじい衝撃が背中に走った。

　な、なんだ？

　振り返るとイーグルが唇を尖とがらせていた。仏ぶつ頂ちよう面づらで眉根を寄せている。

「え？」

　体当たりされたのか？　一体なぜ、どうして。

　だが訊たずねる間もなく、彼女はそっぽを向き歩み去ってしまった。

（？　？）

　まばたきしていると今度は別方向から後頭部をはたかれた。ラファールが手を振りながら去っていく。最後に八や代しろ通どおりが慰めるように肩を叩たたいていった。

「なんなんだよ、みんな」

　頭をさすりつつ独りごちる。サボタージュを続けているならともかく、自分は戻ってきたんだぞ。なんで、よってたかって責められているんだ。

　首を傾かしげていると。

　ごんっ。

　腰に硬いものがぶつかってきた。

「いてっ」

　ごん、ごん、ごん。

「いてっ、いててっ！　てか何してんだ、おまえ!?」

　桃もも色いろ髪がみの頭が背中に押しつけられていた。うつむいた姿勢でグリペンが静止している。

「グリペン？」

「……」

「おい」

「寂しかった」

　押し殺した切なさが声音にあふれた。

「もう会えないかと思ってた」
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　小さな拳がぎゅっと握りしめられていた。訴えかけるような口調に胸が締めつけられる。心が痛みを訴える。迷った末、彼女の肩に手を置いていた。もう一方の手で顔を上げさせる。

「会いに来ただろう、ちゃんと」

「……遅い」

「……」

「みんなも怒ってる。散々心配かけて、今更何食わぬ顔で復帰とかどういうつもりだって」

「ああ」

　だからあの態度か。まぁ相手の立場に立てば分からないこともない。改心するにしてもきちんと説明しろというところだろう。

「悪かったよ。でも俺だって色々悩んでたんだ。誰かにこうだって語れるほど気持ちの整理がつかなかった。どこに軸足を置けばいいか分からなかった。今だって正直割り切れちゃいない。明日どうするか、明後日あさつて何をしたらいいかも見当がついていない状況だ。ただ」

　ただ、とまっすぐに灰色の瞳を見つめた。

「一個だけ断言できることがある。俺はもうおまえから離れない。ずっと一緒にいる。過去の経験や確率なんてクソ食らえだ」

「慧けい」

「前のループではどうしたなんて話はもうＮＧな」

「でも」

「でもも禁止」

「……」

　喘あえぐように息を漏らし、彼女は袖をつかんできた。やや表情を厳しくして。

「私の使命はあなたに未来を残すこと。人類のために次の時代を切り開くこと。それが叶かなう限り、ＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭグリペンはあなたの選択に従い続ける。鳴なる谷たに慧けいの翼になる。でも──」

　何かを言いかけて口ごもる。小さく呼吸した後、顔を上げた。

「希望を示して、慧けい。誰も見たことのない明日を私に見せて。ハルカやイーグル、他のみんなが笑って暮らしていける未来を」

　言葉に込められた思いが痛いほど伝わってくる。

　鳴なる谷たに慧けいに未来がある限り、付き従う。

　それはすなわち破滅が見えた瞬間、選択を切り替えるということだ。仲間も思い人も全て捨てて千年のループに戻っていく。議論の余地はない。泣こうが喚わめこうがこちらの手を振り払い消えていく。

　オールオアナッシングの絶対契約。

「分かってるさ」

　約束の重みに震えながら断言する。

「失望はさせない。今度こそおまえを次の時代に連れていく。絶対に、どんな手段を使ってもだ」

「本当に？」

「本当にだ」

「約束する？」

「ああ、約束するよ」

　グリペンはようやくほっとした様子になった。張り詰めた緊張が解けたように身体からだを預けてくる。

　腕の中に柔らかな塊が収まる。愛いとおしさに突き動かされるまま背中をなでてやった。温かい。日だまりのような温ぬくもりを味わっていると、背後で足音が響いた。

「やれやれ、結局こうなるなら最初からセッティングを変えずに行きたかったんだがね。とんだ二度手間、三度手間だ」

　なまず顔の整備士がにやついている。舟ふな戸とだ。気づけば室内のスタッフも生温かい視線を向けてきていた。

　唐突に自じ分ぶん達たちが何をしているか認識された。赤面してグリペンの肩を押し戻す。

「いつから見てたんですか」

「ついさっきだよ。が、何があったのかはだいたい想像できる。雨降って地固まるってやつだろう？　まったく、初うい々ういしいな」

　端的にまとめすぎだと抗議したくなるが、概おおむね言う通りなのは否いなめない。嘆息して頭を下げた。

「すみません、色々迷惑をかけました」

「いいさ。本拠地防衛に初物のセッティングで望むのも不安だったしな。操作系がいつも通りなら悩みの種は減る。というかおまえさん、自分の乗る機体がどうなっているか理解しているのか？　分かってたらそんなしおらしい態度も取ってられんと思うがね」

「え？」

　舟ふな戸とは親指で外を示した。悪戯いたずらっぽくひげの口元を歪ゆがめる。

「見てみるか？　特注品だぜ」




　ハンガーに入るなり呆あつ気けに取とられた。

　機械油の匂いが満ちる中、異形の翼が鎮座している。端の折れ曲がったカナードとデルタ翼、幾層もの装甲板を連ねたキャノピー、ほっそりとした胴体は見間違えようもない、乗機ＪＡＳ39Ｄ‐ＡＮＭのものだ。だが全体のシルエットがとにかくいかつい。普段の彼女ではありえないような禍まが々まがしさを放っている。理由は明らかだ。腹部に長大な装備がぶらさげられている。機体の半分ほどもありそうな合金製の柱。

　増槽？

　違う。

　飛ひ翔しよう体であることは尾部のノズルを見れば分かった。おそらく多段式なのだろう、胴体の中ほどにリング状の接合部がある。先端には円えん錐すい型の被帽が取りつけられ正面を睨ねめつけていた。きちんと説明されなくても、莫ばく大だいな破壊力を秘めていることが分かる。

　ミサイルだ。

　非常識なまでに巨大なミサイルがドーターの胴体に取りつけられている。

「試作用ＴＨＡＡＤ‐ＡＬＨＴＫの改造型だ。弾道弾防衛に使われているＴＨＡＡＤミサイルの空中発射型だよ。ロッキード・マーティンの研究施設にあった奴やつを、室長が強引に奪い取ってきた」

　舟ふな戸とが横に並んできた。最終調整中のドーターをまぶしげに眺める。

「全長八メートル、重量約一トン。弾頭は対航空機用のリサリティエンハンサー方式に変更してある。いやぁ、ハードポイントの強度が足りるか最後までドキドキだったがな。なんとか無事積みこめたよ。ドーターの頑丈さに感謝しなきゃな」

「……えっと、あの」

　どこから訊たずねてよいか分からないままつぶやく。激変した乗機を見つめながら。

「これ……飛ぶんですか？」

「飛ぶともさ」

　誇らしげに胸を張られた。

「不要な装備は可能な限り外して軽量化した。主翼には離陸補助用のブースターを二基、取りつけてある。機体のバランスにも気を遣っているから少々の回避機動もできるはずだ。ドッグファイトはさすがに荷が重いがな」

「……」

「どのみち他の武装も搭載できんから、敵に囲まれたら逃げるしかない。というより格闘戦が必要になったらもうおしまいだな。おまえさん達たちにできるのはなるべく早く攻撃ポイントに到達して、このデカブツをぶっぱなすことくらいだ」

　意地の悪い笑顔がのぞきこんできた。

「素直に言っていいんだぜ？　なんてものに乗せやがるって」

　揶や揄ゆを含んだ口調。

「ロクに戦闘機動もできないドーター、武装は化け物じみたミサイルが一発のみ。外した瞬間、小こ松まつは終了。俺おれ達たちのホームは吹き飛ぶ。俺がおまえさんの立場なら勘弁してくれと言いたくなるな。足が震えてコクピットまでたどりつけないかもしれん」

「……いいんですか、乗せる側がそんなこと言って」

「事実だからな。気楽に請け負われてやっぱりダメとなっても困る。状況がどれだけヘビーでシビアなものか、出撃前にきちんと理解してもらいたいんだ。で、気に入らないなら、ふざけんなと罵倒してもらって構わない。パイロットの命をなんだと思ってやがる、とかな。それで迎撃が成功するなら安いもんだ」

　あけすけな発言に苦笑する。つまりはなんとかしろということじゃないか。怒ろうが暴れようがご自由に。その代わり任務は達成しろよと。

　成功率三十三・一パーセント。ぶっつけ本番、リトライ不可のクリティカルミッション。失敗の代償は小こ松まつ市域半径五キロメートルの消滅。独飛首脳部の壊滅。

　随分と震える状況だ。重圧がひどすぎてまともな感想が出てこない。

　気づけばグリペンに見上げられていた。ガラス玉のような目がパートナーを映している。澄んだ瞳が覚悟を問うているように思えた。

（ああ、分かってるよ）

　こくりとうなずいて舟ふな戸とに向き直る。

「文句なんて言いませんよ、フナさん。ベストを尽くしてくれた相手に憎まれ口を叩たたく気もありません。ごちゃごちゃ考えたって結局今ある武器で戦うしかないんですから、だったらとっとと覚悟を決めた方が健全です」

　それにと表情を引きしめる。

「俺とグリペンが目指しているところはもっと遠い、はるか先の場所なんです。この程度の逆境でくじけるわけにはいきませんよ」

「目指しているところ？」

　舟ふな戸との目がしばたたかれた。きょとんとした様子の相手にうなずいてみせる。

「世界平和です。俺おれ達たち、本気で救世主になろうって決めたんですよ」




　　　　　　　　　　＊




　午前零時。

　カレンダーが十月二十日になったのを契機に、基地が沈黙する。

　全てのスタッフが定位置につき、その時を待っていた。ある者はレーダーを注視し、ある者は無線機に張りついている。街灯あかりは疾とうの昔に消え、死んだような静寂が満ちていた。上空から望む小こ松まつは黒い穴のように見えるのだろう。ただ、基地の放つ光だけが闇夜に息づいている。

　滑走路とエプロンには大量の機体が並んでいた。哨しよう戒かい機、早期警戒機、護衛の戦闘機、そして異形の改造無人機達たち。

　パイロット達たちは狭いコクピットに収まり、身動き一つせずにいる。最初の方こそ無線の連絡や確認があったものの、やがて全てのやりとりが途絶えた。低い補助動力の音だけが虚こ空くうに響いている。

　背後にグリペンの気配を感じながら時計を見る。さっき確認した時からまだ何分もたっていない。だが体感的には数刻も過ぎたように思えた。時間の感覚が完全に麻ま痺ひしている。

　今、外はどうなっているのだろう。

　明ミン華ホア達たちは無事避難できたんだろうか。祖父母は、クラスメイトは。

　思考が拡散し曖昧になっていく。過度の緊張と静寂が精神をすり減らしていた。自分がどこにいるのか、今がいつかさえ朧おぼろになってくる。

　だめだ、しっかりしろ。

　必死で意識を研ぎ澄まし、現状を把握し直す。いつ敵が来てもいいように、作戦開始が号令されても問題ないように。

　だがしばらく待っても状況は変わらなかった。耳が痛くなるような静寂が立ちこめている。ただ時計の針だけがゆっくりと動き続けていた。

「慧けい？」

　グリペンの声が遠くから響いてくる。

「大丈夫？　起きてる？」

「ああ、問題ない。そっちは平気か」

「うん」

「そうか」

　会話が途切れる。

　意識が沈黙に溶け、呼吸がなだらかになっていった。

　更に一時間、二時間、二時間半。

　三時間たつと、さすがに見当識も怪しくなってきた。

　時計の針が午前四時を示している。いつまで続くのだろう。ひょっとしたら今日はもう来ないのでは。そもそも敵の接近自体誤報なのでは。そうぼんやりと考え始めた時だった。

　激しいサイレンが脳髄を貫いた。

　眠りの天幕が一瞬で取り払われた。人が、機体が、システムが息を吹き返す。基地全体が凶暴な唸うなり声を上げ始める。

『アンノウン！　エリア・チャーリー２、進路ヘデイング１００ワンハンドレツド。作戦開始ミツシヨンローンチ、全機オールユニツツスタンバイ！』

　補助動力がエンジンを叩たたき起おこし、あちこちでタービンが回り始めた。飛び交う管制通信の中を小こ松まつのＦ‐15Ｊが動き出す。続けて百ひやく里りのＦ‐４ＥＪ、海自の哨しよう戒かい機、早期警戒機。

『ＢＡＲＢＩＥ02、クリアード・フォー・テイクオフ！』

　サンライトイエローのＦ‐15が真っ先に夜空に吸いこまれていった。相変わらず打ち上げ花火のようなせっかちさだ。敵を見つければ前後の状況などお構いなしに突っこんでいく。まさに戦場いくさばの申し子、絢けん爛らんたる金色の狂戦士バーサーカーだ。それが本当の彼女、イーグルという存在の〈本質〉なのか？

　分からない。

　だがアンフィジカルレイヤーで見た時の何倍も今のあいつは輝いている。生気に満ちあふれ、飛ひ翔しようの喜びを撒まき散ちらしていた。

　ならば今は信じるしかあるまい。いくつもの絶望の果てに彼女は居場所をつかんだのだと、あるべき姿を取り戻したのだと。

「さぁ、行くか」

　パーキングブレーキを解除、スロットルを開く。軋きしみ声を立てて機体が押し出された。

（うおっ）

　重い。一瞬ギアのロックを外し忘れたのかと思う。それくらい反応が鈍かった。

　無理もないか。限界重量いっぱいまでミサイルとブースターを積みこんでいるのだ。通常推力でいつも通りに動くわけがない。

「慧けい、気をつけて」

　グリペンが出力を制御しつつ呼びかけてくる。

「事前のデータより機体が重い。離陸速度が五ノットから十ノット、変わってくる。ブースターの影響もあるから引き起こしのタイミングを誤らないで」

「そっちでタイミングを計算できないのかよ」

「無理。不確定要素が多すぎる。実際に動かしてみないと正確な算出ができない」

「恐こわいことを言ってくれるな」

　ただでさえこっちはブランク明けだってのに。予行演習の一つもやらせてくれよと言いたくなる。まったくもって今更の話だが。

「グラウンド。ＢＡＲＢＩＥ01、機体重量の問題で滑走距離が読めない。オーバーラン覚悟で進路を空けるか、滑走開始位置を変更してほしい」

　地上管制の空気が慌ただしくなる。ややあって早口の指示が返ってきた。

『ＢＡＲＢＩＥ01、グラウンドだ。２４Ｔの使用を許可する。Ｈ誘導路経由で進入してくれ』

「２４Ｔ？」

　後ろからグリペンが補足してきた。

「緊急用滑走路。本滑走路に問題が起きた時に使う。ここしばらくは閉鎖されていたけど」

「そんなところに乗りこんで大丈夫なのかよ」

　障害物や穴ぼこが待ち受けていないだろうな。不安に思いつつ、だが今は指示に従う他ない。

　普段の滑走路を横切り仮滑走路に進入する。いつもよりターミナルが近い。暗い窓硝子がらすが警告灯の明かりを照り返している。

　滑走路端スレツシヨルドを割りこんで機体を停止させる。ブラストパッド、ギリギリに尾翼を接近させた。

「タワー！　ＢＡＲＢＩＥ01、レディ・フォー・ディパーチャー」

『ＢＡＲＢＩＥ01、離陸許可』

「ラジャー。ＢＡＲＢＩＥ01、クリアード・フォー・テイクオフ」

　スロットルを全開にする。続けてブースター点火、ありったけの推力で機体を押し出す。

「ぐっ！　あ！」

　比喩ではなくエンジンが爆発したかと思った。そのくらいのエネルギーが背後で弾はじける。

　必死で操縦桿かんを押えつけ振動をねじ伏せた。少しでも機体のバランスが崩れれば即座に横転して吹き飛んでしまいそうだ。またたく間に滑走終了線が近づいてくる。黒い防音林が迫ってくる。だがまだ機体が重い。重力の軛くびきから逃れられていない。

　一瞬、減速すべきかと思う。

　エンジンを切り滑走を取りやめるべきかと。だがこれだけの慣性エネルギーを容易にゼロにできるとは思えない。ブレーキはねじ切れ、ランディングギアは砕け散り、機体は大破するだろう。だめだ、このまま突き進むしかない。

　込み上げる恐怖を抑えつけスロットルを開き続ける。滑走路の終わりまであと十メートル、五メートル、二メートル。

「慧けい！　引き起こし速度ローテート！」

　操縦桿かんを握る腕が引っ張られる。電気信号が動翼に伝わり気流をねじ曲げた。ギリギリのところで機体が浮かび上がる。ミサイルの底を空港のフェンスがかすめていった。

　数瞬遅れて、身震いした。

　なんという綱渡り。危うく作戦開始数分で全てを失うところだった。恐ろしい。荒い息遣いで機体を上昇させていると横でごうっと空気が唸うなった。

『冷や冷やさせてくれるな。一瞬、君にその席を譲ったのを後悔したぞ』

　闇より暗い黒が浮かび上がる。オニキスブラックの怪鳥。

　ラファール‐ＡＮＭ。

『まだ勘が取り戻せていないか？　荷が重いなら今からでも代わってやるぞ』

　揶や揄ゆを含んだ打診に反論する。

「ご心配なく、いつもと違うのは俺の腕じゃなくて機体の方です。むしろ他のパイロットだったらまっすぐ走らせることもできなかったはずですよ」

　ふっと笑い声が返ってきた。

『それだけ強がれるなら心配ないか。だが油断は禁物だぞ。グリペン、データリンクは確立できているか？』

「今やってる。もうちょっと……来た」

　戦術マップに複数の情報が重ねられる。味方の位置、進路、高度。加えて迎撃予測位置が表示された。

「これは」

　絶句したのはそれがまさに大陸沿岸だったからだ。敵勢力圏のまっただ中。数ある可能性の中でも最悪から数えた方が早い激戦空域。間違いなく大陸のザイの要撃を受ける。

　慎重に操縦桿かんを横に倒してみた。コンマ何秒か遅れて機体が動く。切り返しを行うも、やはり動きが鈍い。あらかじめ警告はされていたが、とても戦闘機動などできそうな感じではなかった。

『予測される敵戦力は制空型が十、うち二機から三機が高機動型と見るべきだろう。半分は独飛で受け持つとして残り半分は空自の飛行隊に任すしかない』

　ラファールの声に緊張が滲にじんだ。

『ムッシュ鳴なる谷たに、先ほどのブリーフィングで立てた誓いに噓うそはない。どんなことがあろうと私は君きみ達たちを守り抜くつもりだ。だが不測の事態は常に起こりうる。くれぐれも警戒を怠らないように。余分な戦闘に首を突っこまないように。我々を噓うそつきにだけはしてくれるなよ』

「分かってますよ」

　息を整えて前を見据える。

「自分が何をするべきか、なんのために戻ってきたかは見失いません。まっすぐに発射ポイントまで進んでこいつをぶっ放してみせますよ」

『よろしい』

　安あん堵どの声に無線のノイズが重なった。管制飛行隊からの通信が響き渡る。

『ＢＡＲＢＩＥ隊、こちらオペラ・リーダー。エスコートの準備が整った。リンクモードをＡＳＡＴに変更してくれ。敵軌道予測を送信する』

「ラジャー、オペラ・リーダー。……グリペン？」

「対応済み。コネクション確立、データ同期・システム統合開始」

　ディスプレイの表示が切り替わった。

　自機を中心に十数機の管制隊が円陣を組んでいる。繫つながれた線はデータリンクの軌跡か。複雑な星形の図形はまるで魔法円のようだ。眺めている間に線の一つ一つが『同期』を示す赤色に染まっていく。

「んっ」

　とグリペンが唸うなったのはデータの奔流にさらされたからだろう。凍えたように肩を震わせ身を強こわばらせる。一拍置いて、淡々とした口調で報告した。

「敵予測位置、エリアＣ２Ｗ、中間圏の下側を６７００ノットで移動中、機種方位０９５」

「迎撃予想時刻は？」

「まだ計算中。ＥＰＣＭがひどい。大陸からのジャミングと混ざり合って識別できない。オペラ隊の演算リソースも投入中」

「頼むぜ」

　もう一度、ディスプレイに視線を落とす。

　展開した管制機は全体で一つのコンピュータを形成しているようだった。複数のセンサーとプロセッサ、ストレージが協調して敵爆撃機を追いかけている。感知された情報はすぐ他機に共有され、データブロック単位で処理される。そのうち、ＥＰＣＭによる観測誤差・欠損がグリペンに伝えられ補正されていた。つまり彼女自身、迎撃ユニットでありながらこの複雑な管制システムの一部でもあるということだ。

（あんまり余計なことはさせられないな）

　周囲の警戒、機体制御は可能な限り引き取らなければ。結果、こちらの作業量が膨れ上がっても仕方がない。

　遠くにぼうっと複数の噴射炎が見える。露払いの戦闘機隊だろうか。外部灯火を消しているため他の色彩は確認できない。茫ぼう漠ばくたる闇がどこまでも深く広がっていた。視覚に頼っているとどちらに向かっているのかさえ怪しくなってくる。非ジェットの哨しよう戒かい機に至っては本当に周囲を飛んでいるのかも覚おぼ束つかない。

　ＢＥＥＥＰ。

　迎撃ポイントがディスプレイに表示された。西に百五十キロ、北に十キロ、軍用機の足なら十分もかからない。敵爆撃機を表すマーカーが着実に近づいてきている。

　掌てのひらが汗ばむ。ヘルメット内の空気が急激に薄くなったように感じられた。緊張を抑えつけながら、もう一度手順を確認する。

（目標地点に移動。残ったブースターに点火して急上昇、高度三万メートルに到達後、ＴＨＡＡＤ‐ＡＬＨＴＫを打ち出す。あとの誘導はグリペンと管制隊頼み）

　言葉にしてしまえば、それだけのこと。機体の空力特性が特殊なのを除けば大した話ではない。大丈夫。あと十分、九分、操縦を誤らなければ──

『タイラー２より各機。レーダーコンタクト。敵ＡＥＷに発見されてる。二十秒後に会敵マージ』

　無線にＥＰＣＭのノイズが乗る。聞き返すまでもなく脅威の正体が分かった。大陸のザイだ。ラファールの予想通り、インターセプターが急行してくる。

　四、五……いや六機？　ああ。

　戦術マップのスケールを大きくすると更にもう一個、敵マーカーが加わった。縦一線トレイル隊形を組み、矢のような勢いで味方前衛に突っこんでくる。

「くそったれ、今日は中国を目指してるんじゃないってのに」

　警告音が鳴る。状況を整理しきれないうちに前方で閃せん光こうがまたたいた。

『ＦＯＸ２、ＦＯＸ２』

『３、ミサイルローンチ、２オクロック』

『ブレイク、ブレイク』

　戦闘開始。闇の中にいくつもの光が弾はじけ、遅れて爆発音が伝わってくる。敵か味方か定さだかでない物体が松明たいまつと化し墜おちていった。

『ＢＡＲＢＩＥ02、エンゲージ！』

『06、攻撃開始』

　ややあって山吹色の煌きらめきが、オニキスブラックの軌跡が乱戦に加わる。続けて生じた閃せん光こうはさっきより近い。心なし衝撃波も強くなったように感じられた。

　ぶるりと身体からだが震えた。操縦桿かんを握る手に力がこもる。

「慧けい」

　グリペンの声が響いた。

「進路を逸そらさないで。迎撃プログラムの再計算が必要になる」

「分かってる」

　舌打ちして呼吸を整えた。どうせ逃げ場などないのだ。味方を信じて前に進むしかない。

　ドン。ドン。

　振動が装甲を叩たたいた。

　気のせいか上下左右からも爆風が来ているように思えた。一体どこで戦闘が行われているのか。どのくらい敵に迫られているのか、夜闇のせいでまったく状況が知れない。

　たとえるならあれだ、目隠しされて剣山を歩いている気分。どこから切っ先が伸びてくるか、攻撃を受けるか想像もできない。

　ビー！

　激しいアラート音が響き渡った。レーダー警告、左舷。はっとなって振り向いた途端、爆発が起こる。

　砕け散った敵機を切り裂き、ロービジ迷彩のＦ‐15Ｊが飛ひ翔しようしていった。赤い稲妻の記章は増援部隊のものか。すぐに翼を翻ひるがえして次のターゲットに向かっていく。

『ライラック２、敵機撃墜スプラツシユワン』

　勇猛果敢な荒あら鷲わしは、だがしばらく飛んだところで爆散した。ダイブしてきたザイに別の護衛機が攻撃を加える。

（おいおい）

　無茶苦茶接近されてるじゃないか。前衛はどうなっているんだ。ラファール達たちは？

『ＢＡＲＢＩＥ06、新たな敵機バンデイツツ、方位ベアリング３４０、距離フオア40、高度、中域エンジエルズ・ミデイアム』

『ああもう！　次から次へと！　陣形乱れまくりだし！』

　あちらはあちらで大騒ぎのようだった。戦術マップを見れば、当初の阻止線は跡形もなく崩れ去っている。だが管制部隊は無傷だった。吹き荒れる嵐を護衛機達たちがすんでのところで防ぎ止めている。

　目標地点まであと……三分。

　残り二十五マイル。

　二十四マイル、二十三マイル、二十二マイル。全行程の八十五パーセントを踏破。

　なんとかなるかと思った途端、横で一ひと際きわ大きな火球が生まれる。

　白んだ空を四発の大型機が真っ二つになって墜おちていった。データリンクの魔法円がぶるりと震える。

「なんだ!?」

　墜おちていったのは海自の警戒機だ。管制部隊の一角がバラバラに崩れ落ちていた。迎撃管制の要となるユニットが。

　血の気が引く。

「グリペン！」

　振り返ると彼女は宙の一点を凝視していた。指先から無数の光がコントロールパネルに走っていく。

「大丈夫。残りの機体でバックアップする。ネットワークを再構築、計算資源を再分配、エラー検出開始」

　だが復旧作業をしている間にも、もう一機管制機が墜おちていった。フォローに回った護衛機も腹を食い破られるように爆発する。

「おい！　オペラ隊が攻撃されてるぞ！　前衛、カバーに回ってくれ！」

　必死で呼びかけるも返ってきたのは耳を疑うような言葉だった。

『タイラーリーダーよりＢＡＲＢＩＥ01、ネガティブコンタクト。そっちに向かった敵機は確認できない』

「なんだって？」

　戦術マップをのぞきこむ。縮尺やフォーカスを変えるも確かに敵影はなかった。大陸からのザイは管制隊と離れたところで食い止められている。

　流れ弾？　同士討ち？　いや。

「グリペン、近くにＥＰＣＭ反応はあるか？」

「ん」

「今探知している敵以外のＥＰＣＭがあるか教えてほしいんだ。数や場所までは必要ない。とにかく何かいるかだけ知りたい」

「……待って」

　複数処理を並行するのが辛つらいのだろう、緩慢に視線を巡らして息を吸う。

「いる。複数反応、近い」

　やはり。

　だがどこだ？

　ドーターでも検知できていないならジャミングの影響ではないだろう。ステルス型のザイ？　にしたって排気炎くらい見えるはずだ。一体どこに潜んでいるのか。例の爆撃機よろしく宇宙から攻めてきているのか？　あるいは海の底とか。

　海？

　はっとなってレーダー・セッティングを切り替える。空対空モードから対地・対艦のルックダウンモードに。

　途端、亡霊のごとく複数の光点が自機の周囲に浮かび上がった。

　背中が粟あわ立だつ。

「ＢＡＲＢＩＥ01から全機！　敵は海面を移動中。船か飛行機か分からないが、とにかく水上目標だ！　制空型じゃない！」

　無線越しに混乱が伝わってくる。だが悠長に疑問を差し挟む者はいなかった。何機かが高度を落として状況確認する。マーカーの中にはＢＡＲＢＩＥ02の表示も見えた。

『何これ！』

　イーグルの声が裏返った。

『変なのがいる！　え？　軍艦？　飛行艇？』

『エクラノプランだ』

　ラファールが呻うめいた。

『地面効果翼機ＷＩＧ。表面効果現象を利用して揚力を稼ぐ機体だ。普通の航空機に比べて搭載量が大きく、船舶よりは高速に移動できる。普通なら波の荒い外洋には出てこられないはずだが──』

　レーダーアラートが響き渡る。水上目標から複数のミサイルが打ち上げられてきた。管制隊が慌てた様子で回避機動に入る。

『連中、エクラノプランを重武装の対空プラットホームとして使っている。百メートル級が三、いや四機、ミサイル発射機は各十基か。……厄介だな。通常の空対空戦闘なら振り切ればいいだけだが、低速の管制機隊を従えている以上そうもいかない』

『感心してる場合じゃないよ！　どんどん撃ってくるじゃん！　なんとかしないと』

　イーグルの悲鳴にラファールが沈黙する。しばらく考えた末、声を低くする。

『グリペン、ＴＨＡＡＤ誘導に必要な管制機の下限は何機だ』

「下限？　……四機、ううん、五機は欲しいかも」

『分かった。オペラ隊を二つに分ける。君らには六機つけるから残りは囮おとりとしてエクラノプランに突っこませる。イーグル、敵が弾切れになるまで鼻はな面づらを取って引き回せ。行けるか』

『やるしかないんでしょー！　もー！　無茶の言い方がファントムみたい！』

　ぶつぶつ言いながらそれでも与えられたミッションに取りかかる。分離した管制機隊を引き連れて敵の注意を逸そらし始めた。

「慧けい、上昇一分前」

　気づけば目的地が近づいている。ディスプレイにカウントダウンの数字が踊っていた。敵爆撃機のマーカーはもう目と鼻の先にまたたいている。

　既に陣形は崩壊し、周囲のあちこちで砲火が飛び交っていた。押し寄せる衝撃波に機体を揺らされながら必死で進路と高度を保たもつ。

　データリンクの表示が滲にじんでいた。管制部隊の減少がダイレクトにグリペンの負荷を高めているらしい。荒い息遣いが背後で響いていた。胸が締めつけられるも今は仕方がない。とにかく早く任務を終わらせる、目の前の脅威を排除するしかなかった。

　前方からの砲撃を機首上げでかわす。降りかかる破片は加減速で逃れる。息を詰め、慎重に、最低限の機動で死神の鎌を避けていく。

「三十秒前」

　機体のステータスを確認、心もち操縦桿かんを引き気味にする。舞い散る炎から意識的に注意を逸そらしてゼロアワーを待ち受けた。

『ＢＡＲＢＩＥ01、三機、抜かれた！　そっちに向かっている！』

　護衛機からの通信に総毛立つ。だが今更コースも変えられない。近づく虹色の煌きらめきに凍りついていると横殴りの砲火が敵機を薙ないだ。

　爆発に照らされて滑りこんでくるのは──オニキスブラックの怪鳥。

『行け！　もう奴やつが来る！』

　ラファールの声は鞭むちのようだった。漆黒の機体を反転させて背後の敵機を撃ち払う。翼下から放たれたミサイルが遠ざかるザイを撃墜した。

　首肯を一回、機首をいっぱいに引き上げ天頂を見据える。仰角と方角を最終調整、残ったブースターに点火する。

　ごうっと爆音が高まった。次いで凄すさまじい推進力が機体を持ち上げる。速度計と高度計の数字が狂ったように増加し始めた。

　全天モニターに複数の情報が現れる。彼方かなたのターゲットがマークされ、次いで拡大表示された。黒い靄もやのようなものが高速で移動してくる。発射タイミングのカウントと彼我の距離が並んで示された。

「あれか」

　超成層圏爆撃機。小こ松まつを焼き尽くそうとする破滅の翼。

　武装の安全装置をオフにしてステータスをチェックした。ミサイルシーカー開放、照準情報を送りこむ。眠っていた電子装置に息が吹きこまれ、飛ひ翔しようの準備を始めた。

「システム・オールグリーン、ターゲットインサイト。グリペン？」

「確認している。火器コントロールをマニュアルモードに移行。航法・誘導装置のリアルタイム補正開始」

「了解。発射シーケンスを始動する。カウントダウン開始。三十、二十九、二十八……って!?」

　一瞬目がおかしくなったのかと思う。彼方かなたの靄もやが分裂していた。六個、七個、八個？　照準も混乱している。痙けい攣れん気味に振動してターゲットを追っていた。

「なんだ、一体」

「敵機、デコイを展開した。追尾モード変更。形状シグネチャーによる識別を開始」

　グリペンの報告に頭が冷える。デコイ、囮おとりをまいたってことか。

「識別なんてできるのか？」

「赤外線映像とタイフーンの観測情報を照合する。大丈夫、発射には間に合わせる。慧けいはカウントダウンを継続して」

「わ、分かった」

　こちらの矛は一発しかない。間違った的に撃ったら終わりだ。だがタイミングを逃しても迎撃失敗に違いはない。照準の回復を信じてひたすら上り続けるしかなかった。

　星々が近づく。大気が薄くなるにつれ機体の動揺が激しくなる。

　電子音とともに靄もやの一つから照準が消えた。データリンクのログが高速で流れている。おそらく管制隊の演算リソースをフルに活用しているのだろう。グリペンはもはや言葉一つ漏らさなかった。限られた時間でターゲットを特定すべく集中している。

　残り二十秒。

　ターゲットが五つまで絞りこまれる。

　無線が『オペラ４、ダウン』とがなっていた。敵の包囲が狭まってきたのか、こちらの管制機にも被害が出始めている。データリンクを再構築。あと十五秒、ターゲットは残り四個。『オペラ６、ダウン』、残り三個。味方機のマーカーが消えた。発射ポイント到達まで十二秒。敵爆撃機の輪郭が大きくなる。翼が小さい、のっぺりした靴べらのようなシルエット。手を伸ばせば届きそうだ。電子音が鳴る。照準が残りの敵に移動して。

　ブッ。

　唐突にディスプレイが暗転した。

　全天モニターから外部カメラの映像以外が消えている。照準も距離表示も見当たらない。ミサイル誘導に関する情報の一切が失われていた。

「なっ……」

　呆ぼう然ぜんとまばたきして画面を見返す。計器の不調かと思いかけて、だがすぐに状況を把握した。データリンクが崩壊したのだ。管制機の被害が限界を超えた。演算に必要なリソースの下限を下回った。

「噓うそ……だろ」

　愕がく然ぜんとしてつぶやく。

　失敗？

　ここまで来て？

　じわじわと絶望が込み上げてくる。指先の感覚が失われていった。核の炎に焼かれる小こ松まつが、人々が思い浮かぶ。全てが熱と光に溶け、見知った基地の顔が消し炭になっていく。

（そんな、馬鹿な）

　全身の力が抜け、座席に沈みこみかけた時だった。




　ＢｏｏｏＭ！




　ディスプレイが復活した。全ての表示が、インディケーターが息を吹き返す。全天モニターに照準が浮かび上がった。

「え!?」

　右舷に光の塊が並んでくる。跳ね上がった外翼、逆Ｙの字を構成する尾翼、長く伸びた機首は内側から発光するように眩まばゆい輝きを見せている。

　──エメラルドグリーンの戦術偵察機。

　いつの間にかデータリンクが再構成されていた。オペラ隊と自機の間に新たなユニットが現れている。識別コードは〈ＢＡＲＢＩＥ03〉。

「ファントム!?」

　叫び声に応えるように装甲キャノピーのカメラが動いた。冷めた眼まな差ざしがレンズ越しに感じられる。

『まったく、世話の焼ける人ひと達たちですね。たかだか爆撃機一機墜おとす程度で何を大騒ぎしているんですか。おちおち養生もしていられませんよ』

（ああ）

　人を食った発言は間違えようもない、独飛最強の権謀術数家、〈亡霊〉の名を持つ戦乙女。

「おまえ、大丈夫だったのか」

　喘あえぐような呼びかけに、だが彼女は鼻を鳴らしてみせた。

『大丈夫なわけないでしょう。満身創そう痍い、疲ひ労ろう困こん憊ぱいですよ。正直普通に飛んでいることさえ厳しいくらいです。しかも試験用の早期警戒ＡＩＲＢＯＳＳモジュールまでぶっつけ本番で載せられて、故障機に対する扱いとは到底思えません』

「……」

『一体誰のせいでこんな状況になっているか、まさか分からないとは言わせませんよ』

　ぐっ。

　いつもより当たりが厳しい。ここしばらくの鬱憤と怒りを全てぶつけてきているようだった。言葉が質量を持ち、ぐさぐさと突き刺さってくる。

　沈黙する自分に『ですが、まぁ』と彼女は続けた。

『あなたが希望を取り戻したと言うなら、私はどこまでも寄りそってみせますよ。十七段のタービンを回し、数億素子のシリコンを震わせ、物理論理の端境を駆け抜けてみせます。この手と翼に勝利をつかむその日まで』

「ファントム──」

『忘れてもらっては困ります、慧けいさん。私の目的は徹頭徹尾、一寸のぶれもなく人類の救済です。惑うこともためらうこともありえません。邪魔する者は誰であろうと蹴散らしてみせます』

　グリペン！　と呼ばわれた。

　データリンクの描線が鮮やかにまたたく。

『敵軌道を再演算します。進路、発射タイミングの判断はそちらで、私はデコイの識別と照準を受け持ちます。カウントダウンスタート、迎撃シーケンスをフェーズＤから再開』

「了解」

　モニター上の情報量が爆発的に増加した。跳ね回る照準が黒い靄もやをとらえる。秒読みの数字が十五を示した。

　スロットル全開、重力の軛くびきを強引に断ち切る。ガイドラインに従い天頂を目指した。デコイが一つ一つ、スポイトで吸ったように消えていく。

「敵進路アップデート、投弾アプローチに入っている。阻止限界点まで残り七秒。迎撃ポイント……最終演算中」

『観測誤差補正、シグネチャ更新、フィールドメモリにセンサーイメージを追加重積』

「データ抽出、照準情報の同期完了、経路修正・ターゲット最終選定」

　電子音が響く。グリペンがすぅっと息を吸った。

「敵機捕捉。コントロール、今！」

　刹那、最後のデコイが消える。照準が黒い靄もやを完全にとらえた。

「いっけぇえええ！」

　リリースボタンを押しこむ。重々しい金属音とともに機体が浮かび上がった。一トン近くの凶器が虚こ空くうに放たれ、エンジンを点火する。激しい煙と炎を噴き出しながらロケットは夜空を目指していった。一段目のブースターを切り離し更に加速。外周スラスターで最後の軌道修正を行い敵進路上に突っこむ。

　脅威を感じた敵はわずかに蛇行して直撃を避けようとした。もしミサイルが通常の直撃方式ヒツト・トウ・キルであれば、その試みは成功していたかもしれない。だが弾頭に仕こまれた炸さく薬やくは敵機の接近を検知するなり起爆、同どう梱こんするタングステンペレットを目標正面に展開した。

　世界初の弾頭散開型大気圏外迎撃ＷＤＥＡＰシステムはその真価を存分に発揮した。濃密な重金属の雲が軌道上に形成される。それぞれが拳大ほどもあるペレットは莫ばく大だいな運動エネルギーを保持したまま、敵爆撃機に突っこんだ。最初の数発が彼の左主翼を食い破る。次いで腹部の耐熱シールド、垂直安定板、舵かじを粉砕し安定を失わせた。機体が崩壊するまで実際には一秒もかからなかった。構造材がねじ曲がり、破片のモーメントが破壊を拡大する。飛び散った火花が燃料に絡からみつき連鎖的な爆発を生み出した。

　彼方かなたから見る炎は指先ほどの大きさにも満たなかった。衝撃波はもちろん、音さえ伝わってこない。だが戦闘の結末は完全に理解できた。頭上を行く敵影はもはやない。この高度に存在する航空機はただ自分とファントムのみだった。

　全身の緊張が解ける。

　気づけばドーターもまた力尽きたように高度を落としていた。もとより空力安定など望むべくもない極成層圏だ。ブースターも武装も使い果たした以上、まさに抜け殻同然で降下していくしかなかった。

（終わった……？）

　無線が帰投の合図を流している。配下の機体が慌ただしく機首を返していた。ミッション終了、全機帰還せよＲＴＢ。繰り返す、作戦成功。全機帰還せよ。

　だがここは大陸の至近だ。簡単に後退させてもらえるとも思えない。実際、ラファールとイーグルが慌てて退路の確保に取りかかっていた。本来ならこちらも貴重な対ザイ戦力として協力するべきなのだろうが。

『休んでもらって構いませんよ』

　ファントムが優しく呼びかけてきた。

『機体の制御はこちらで受け持ちます。ご心配なく、燃料計算も完璧にやっておきますよ。目が覚めた時には小こ松まつのランウェイです』

「嫌に優しいな」

　先ほどの手厳しさとは天地ほどの差だ。気味が悪い。たかだかミッション一つこなした程度で甘やかしてくれる相手とも思えないが。

『グリペンのＥＧＧが弱まっています。演算機能を使いすぎてオーバーヒートしているのではありませんか？　こちらからは数値データしか分かりませんが』

「え？」

　振り向くと、確かに彼女はぐったりしていた。湯あたりでもしたように虚うつろな顔つきになっている。灰色の目がぼんやりと泳いでいた。

　ファントムが耳元で続けた。

『慧けいさんが思っている以上にその子は頑張っていたんですよ。しばらく休ませてあげても罰は当たらないでしょう。むしろ突然の機能停止を避けるためにも、早めに機体制御を預けていただいた方が無難かと』

　それに、と声が低くなる。

『慧けいさん、あなたも休んだ方がいいですよ。基地に戻ったあと言いたいことが山ほどありますからね。たっぷり英気を養ってもらって、丸一日は説教に耐えていただかないと』

「……」

　どうやら自分はしばらく基地から出してもらえそうにない。ラファール、ファントムはもちろん、イーグルのクレームもあれで終わりとは思えなかった。多分入れ替わり立ち替わり責められるのだろう。真意を質ただされ、言動を詰なじられ、何があったのか説明を求められるはずだ。

　憂鬱極まりない未来予想図。だが今はそのやりとりが妙に好ましく思えた。またこいつらとやかましく騒げる。同じ目標に向かい突き進んでいける。一度失いかけたからこそ、当たり前の日常がひどく貴重に感じられた。

「じゃあお言葉に甘えるよ」

　反論もなく座席にもたれかかる。ファントムが意外そうに沈黙するも気にしない。実際、こちらは疲れているのだ。後続のメンバーに仕事を引き継いで何が悪かろう。

（まずは一つ）

　守るべきものを守れた。

　やり方さえ分かればあとは同じ要領で進んでいくだけだ。目につくものを片っ端から救って助けて拾い上げていけばいい。

　次は世界を。

　つぶやきを最後に、意識が安らかな眠りに吞のみこまれていった。
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　ひょっとしたら水に流してもらえるかもしれない。任務成功の余韻と再結集の感動で。

　なんて理想は帰還後、脆もろくも打ち砕かれた。

　アニマ達たちの剣幕は予想を三倍も四倍も上回り、本当に三日三晩説教され続けた。先方はローテーション、こちらは一人で対応するのだからたまらない。疲ひ労ろう困こん憊ぱいで解放されたと思った途端、次の尋問官がやってくる。山ほどの質問リストを携え、長期戦の構えを見せてくる。

　死ぬ。

　這ほう々ほうの体で帰宅すると今度は明ミン華ホアにつかまった。

　バイト辞めたんじゃないの？　あんな時になんで呼び出されるの？　避難中、連絡つかなかったのはどうして？

　警報解除後、すぐに戻ったらしい幼なじみは鬼のような形相で詰め寄ってきた。

　至極もっともな疑問に誤魔化すこともできず、ひたすら頭を下げ続けた。こちらはこちらで数日間お冠だったから、丁度丸一週間説教され続けたことになる。ようやく解放された頃には疲労と心労でくたくたになっていた。

　本来ならそこで休むべきだったのだろう。気持ちと身体からだを整え次のミッションに備えるべきだった。

　だがやり残したことが一つあった。今後どういう選択肢を採るにせよ、すませておかなければいけないことが。

　自転車を走らせ基地に乗りつけた。面会希望の人物にメッセージを送り、入り口脇に座りこむ。一時間ほど待っていると黒塗りの車が出てきた。周囲の目をうかがいながら助手席に乗りこむ。

「君から呼び出してくるとは珍しいな、なんだ？　基地じゃできない話なのか」

　八や代しろ通どおりが煙草たばこをくゆらしている。片手でハンドルを押えてアクセルを踏みこんだ。

　慌ててシートベルトを締め、Ｇに備えた。

「アンフィジカルレイヤーでの体験を大っぴらにしていいなら話は別ですけど。今のところファントムにしか説明していないんでしょう？　誰かの目を気にするのも嫌ですし、場所を移した方がいいかなと思って」

　ふんと鼻を鳴らされた。

「ご配慮どうも、と言うべきかな。だが逆に考えればそれだけセンシティブな話をするということだろう。できれば、これ以上の厄介ごとはご免こうむりたいんだがな」

　面倒そうな態度を取りながら話を遮る気はないらしい。「で？」と視線を向けてくる。

「用件はなんだ。あまり時間がないから手短に頼む」

　言われるまでもない。

　今更飾るつもりも偽るつもりもなかった。胸の思いをありのままに打ち明けていく。自分がどういう思考回路で戦線に復帰したか。前に進む決意を固めたか。そして全ての前提にどんな条件があるのか──

「グリペンを過去に行かせない、だと？」

　八や代しろ通どおりが目を剝むいた。煙草たばこの灰が先端から落ちる。

「はい」

　力強くうなずいて。

「それが俺の戦う条件です。ザイは倒します。小こ松まつも世界も守り切ります。ただあいつを、グリペンをループに送りこむことだけは反対です。そんなことをしなくても未来は開けると信じていますから」

「根拠は」

「ベストの選択に思えないからです。何千何万ある可能性の中で、よりにもよってグリペン一人を犠牲にするのが最適解だなんて、どう考えても現実味がありません。十か二十か、あるいは一つ二つかもしれませんが、もう少しマシなやり方があるはずです」

「それを俺に探せと？」

「一緒に探してください、です。俺とグリペンには何回かの繰り返しの記憶が残っています。それと八や代しろ通どおりさんの頭脳を合わせれば、何か突破口が見つかるんじゃないですか？」

　低い唸うなり声が返ってきた。男の眉間に深い皺しわが寄る。

「君の言っているのはつまりこういうことだ。何十周回前かの俺おれ達たちが総力を挙げて見つけ出した解決策、起死回生の一手をフイにしろと。どう考えても時間のないこのタイミング、この状況でだ」

「はい」

「そんな掛け声だけの夢物語に俺が乗ると思っているのか？」

　思っていない。目の前の男は生粋のリアリストで実用主義者だ。安易な感情論で動くとはとても考えられない。彼の理屈を先取りするならば「グリペン一機のコストで世界が救えるなら安いもの」とでもなるのだろうか。確かに損得勘定だけを突き詰めれば、今の策に穴はない。むしろ一刻も早く進めるべきだ。

　だが。

「俺おれ達たちは『解決策』なんて見つけちゃいません」

　きっぱりと断言する。

「グリペンがやっていることは、ただの時間稼ぎです。災厄を過去に流して次の破滅までの余裕を作っているだけ。はるかな未来の破局も、環境問題も何一つ片づいていません。結局誰かのツケを他の誰かに押しつけているだけ。そんなものを『解決』と呼んでいいんですか？」

「……」

「俺おれ達たちがやるべきことは世界のあり方を、人間の性さがを変えることです。困難を受け止めて、人類を一致団結させて、ザイなんか必要のない未来を生み出す。多分死ぬほど難しくて壮大な話になるでしょう。それに比べたらあいつ一人助けるくらいどうってことないと思いませんか？」

　強く拳を握りしめる。

「むしろまたここでグリペンを切り捨てたら、俺おれ達たちは何も変われない気がするんです。喉元過ぎて熱さを忘れて……元もとの木もく阿あ弥みに戻るだけ。またいつか地球をぶっ壊してジリ貧になる」

　全ての思いを吐き出すと、あとには沈黙が訪れた。低いエンジン音とタイヤの走行音だけが響いている。八や代しろ通どおりの横顔は硬く、何を考えているかうかがいしれなかった。

「話はそれだけか？」

　車が減速する。いつの間にか基地の入り口まで戻ってきていた。どうやら周囲を一周してきたらしい。警衛所の脇に乗ってきた自転車が見える。

　だめか。

　やはり感覚論と理想論では彼の心を動かせなかった。演説ご苦労、時間切れだ。お帰り願おう、とでもいうところか。

　下唇を嚙かみしめる。

　悔しい。なんとも言えない無力感が胸の奥から込み上げてくる。ただ、もとより一度の会話で説得できるとは思っていない。百の言葉が通じなければ千でも万でも思いをぶつけるまでだ。今後呼ばれるミッションの全てで同じ主張を繰り返してやる。たとえ夢物語と笑われようと、子供の絵空事と嘲られようと。

　決意を新たにしていると車が脇に逸それた。入り口のはるか手前で路肩に停とまる。

「見てみろ」

　胸ポケットから取り出されたのは携帯端末だった。画面のロックを外し無造作に渡してくる。

　メッセージアプリか？　コメントに自撮りの写真が貼りこまれている。ショートカットの女の子だった。自分より少し年上だろうか？　眠たげな眼まな差ざしでピースサインを作っている。隣では友人と思おぼしき女性が笑っていた。背後の風景を見る限り、どこかのファーストフード店のようだ。コメント欄に顔文字つきのメッセージが確認できる。

『授業かったるいからバックれちゃったー（てへぺろ）』

　混乱する。サボタージュの告白、しかも見知らぬ相手のものを見せてどうしろというのか。意図が分からない。知り合いかと思って二度見するも、やはり覚えがなかった。

「これ、誰です？」

　八や代しろ通どおりは鷹おう揚ように煙を吐き出した。

「蒔まき絵えだよ。八や代しろ通どおり蒔まき絵え、俺の姪めいで、つまり君の言う知ち寄より技官だ」

「はっ!?」

　両目を剝むいて携帯を見返した。噓うそだろうと思ったが、凝視するにつれ面影が浮かび上がってくる。薄い唇、細い顎、気け怠だるげな瞳に宿る怜れい悧りな光。

　知ち寄よりだ。

　あの女メフィストフェレスの十年前の姿。

「モラトリアムの権ごん化げみたいな奴やつでな。口さえ開けば勉強したくない、社会に出たくないと文句ばかり。親に怒られてはよく俺のところに転がりこんできたもんだ。責任感とか将来の展望とか、まったく無縁なガキだよ。ある意味君よりお子様かもしれん」

「……」

「趣味はロックフェス巡り、恋バナと買い物が三度の飯より好きで、暇さえあれば携帯をいじっている。そんな奴やつが『自分の人間性程度利息つきで支払ってやる』、『良心なんて世よ迷まい言ごとをほざいていられるか』と言ったんだ。一体そこに至るまで何があったか、どんな地獄を見てきたのか、考えるだけでもぞっとするな」

　八や代しろ通どおりは静かな眼まな差ざしを向けてきた。

　シートの上で巨体が捻ねじられる。

「君はあいつの選択に怒ったらしいがな。俺の知っている蒔まき絵えは普通の感性を持った普通の子だ。平気で他人を切り捨てられるような図太さは持っちゃいない。多分、死ぬほど悩んで、死ぬほど苦しんだ挙げ句に決断したんだろう。自分の犯した罪を永久に背負い続けるくらいの覚悟でな」

「八や代しろ通どおりさん」

　俺は、と白衣の男は言った。

　込み上げる感情を抑えこむように唇を引き結ぶ。

「あいつの後悔を払ふつ拭しよくしてやりたい。たとえ今の蒔まき絵えでないにしても、行為の結末が永遠の無為だったとは思わせたくない。いつかあいつの稼いだ時間が有効活用されると、そう信じさせてやりたいんだ」

「！　じゃあ」

　信じられない思いで訊たずね返す。息を吞のむ自分に、八や代しろ通どおりはひどく優しい表情でうなずいてみせた。

「ああ、子細はともかく俺も君と同じ気持ちだ。そろそろグリペンを自由にしてやろう。そして未来の人間のツケもここらで全て終わりにするんだ」




　　　　　　　　　　＊
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『〈金糸雀カナレイカ〉より〈蝶〉バーバチカ。緑ジリヨーヌイ02・03の反応が途絶えた。ジャミングの範囲は拡大中。カザフスタンの防空軍も混乱している。状況確定まで偶発的な戦闘が起こらないように注意せよ。オーバー』

「眠てぇこと言ってんじゃねぇぞ、ウスノロが」

[image: ]

　赤茶けた大地を見下ろしながらＳｕ‐27Ｍ‐ＡＮＭジュラーヴリクは毒づいた。

　スクランブル発令から十分、既に四機の友軍機がロストしている。もともと味方輸送機隊の消失が出撃のきっかけだから、もう二個小隊近くが連絡を絶った計算になる。紛まがうことなき大打撃ボリシヨイ・ウダール。状況の確定もクソもない。

　スロットルを開きながら舌打ちする。

「怪しい奴やつは片っ端から墜おとせばいいんだよ。それであとからどいつが敵だったか確かめりゃいい。誤射した奴やつにはきちんと頭を下げてやるさ」

『ジュラ、通信が繫つながってる』

　右翼から水色の機影が近づいてくる。アクアマリンの固有色を持つアニマ、ＭｉＧ‐29ＳＭＴ‐ＡＮＭラーストチュカは不安そうにたしなめてきた。

『ただでさえモンゴル遠征以来、監視の目が厳しくなっている。不用意な発言は誤解を招きかねない。自重して』

「なんで味方を助けるって発言が誤解されるんだよ。読解力のない阿あ呆ほうどもは放っておけばいい。思考停止を慎重と取り違えている馬鹿どももな」

　ロシアの最高戦力たる自じ分ぶん達たちが丸ごと投入されたのだ。状況の深刻さを理解している上も少なからずいるのだろう。少々の無茶はそこ経由で握り潰してもらうほかない。今は何より現場への急行、脅威の排除が最優先だった。

（嫌な感じがするんだ）

　数多あまたの修羅場をくぐりぬけてきた本能が警告を発している。うなじがチリチリするような違和感と焦燥。

　対ザイ戦の開始以来、ロシア航空宇宙軍は様々な改善を積み重ねてきた。ＥＰＣＭの早期警戒システム、識別装置ＩＦＦ、軍全体への通報ネットワークもその一部だ。ザイに勝てずとも、まずは状況把握。必要各所への通知。謂いわば前線全体が巨大なセンサーと化したようなものだ。広い国境線を守るため、とにかく目と耳だけは鋭敏に研ぎ澄まされてきた。

　なのに今、なんの連絡もなく損害が増えている。味方が失われ続けている。警戒レベルを引き上げるのは当然だった。

「パクファ、ＥＧＧ封止開始、外装波形を変動モードに。とにかく何が出てきても対応できるようにしておけ。一秒判断が遅れたら生還率が半分になる、それくらいの覚悟で行け」

『了解パニラー、ボスボース』

　左翼の機影が輪郭を揺らめかせる。空の青と機体の色が混ざり合い、中空に溶けこんだ。

　ロシア航空宇宙軍第９７２親衛航空戦隊『バーバチカ』はアジア中央の上空を進んでいった。彼方かなたに峻しゆん険けんなアルタイ山脈の峰が見える。切り立った山肌は白雪で彩いろどられ、大地の緑と見事なコントラストをなしている。上空には複雑な形状の雲が渦巻き、視界を遮っていた。

『ジャミング強度、高まる。管制機とのリンク途絶。航法システムにも異常発生中』

　ラーストチュカの声に緊張が滲にじんでいた。歴戦の猛も者さたる彼女もさすがに不安を覚えたらしい。戦術リンク越しにＥＧＧの動揺が伝わってくる。

『輸送機隊の通信途絶ポイントまであと五千』

　チリチリ。

　チリチリ。

　もはや後頭部の痛みは耐えがたいレベルになっていた。雲量が多くて先は見通せない。だが分かる。何かいる。いや、何かが「ある」のか？　本能的な恐怖が帰還を促す。やめろ、これ以上進むな。引き返せなくなるぞ。戻れ、戻れ、戻れ。

　……。

「なんだ、これは」

　雲が晴れていた。眩まばゆい陽光のもとに澄み切った青空が広がっている。視界のどこにも人工物の姿はない。世界中のどこよりも平穏で静閑な空域が眼前に開けていた。

　だが。

「冗談……だろう」

　つぶやき声はカラカラに乾いていた。

　世界初の実戦投入アニマ、およそ全ての非日常を目の当たりにしてきた少女は呆ぼう然ぜんと息を吞のむ。

　目の前に広がる空間、その下には大地がなかった。空のもとにはまた茫ぼう洋ようたる空が広がっている。底は見通せない。本来なら森林や湖があるはずの中央アジア区域は今や、完全に大気の青に吞のみこまれていた。

　──永遠の空ヴエーチナヤー・ニエーボ。

　ラーストチュカの囁ささやきが奇妙にはっきりと聞こえてきた。







[image: 『イン・ザ・ミラー』]







　死んでしまえ、と言われた。

　拗すね気味な「死んじゃえ」でも、照れ隠し気味の「バカっ、死ね！」でもない。真顔で「死んでしまえ」だ。かなりきつい。というか恐ろしい。

　一体自分が何をしたのか。鳴なる谷たに慧けい、十五歳。聖人君子には及ばずとも、真っ当な生き方を心がけてきたつもりだ。不要な噓うそはつかない。恩を仇あだでは返さない。困っている人にはできる限り手を差し伸べる。幼少期より培つちかってきた良識を、今このタイミングで放棄したつもりはない。

　なのに。

　なのになぜ。

『死んでしまえ』

　幼なじみの少女──宋ソン明ミン華ホアは冷ややかに言い放った。光の失うせた目で、眉一つ動かすことなく。

　そもそものきっかけは一週間前、駅前の劇場で面白そうな映画がやっていると話したことだ。一昔前に流は行やったコメディで自分も明ミン華ホアもお気に入りの役者が出演していた。映画館など久しく行っていないし、このところ外出らしい外出もしていない。見に行ってみるか、と話題にしたことを覚えている。それだけだ。いつ行くとも誰と行くとも話した覚えはない。

　で、昨日の夕方、クラスの男子数名に件くだんの映画に行こうと誘われた。帰り道だったし丁度時間の余裕もあったので快諾し、一時間半ほどの鑑賞を楽しんだ。そして翌朝、つまり今日土曜日の早朝、ふと思い出して明ミン華ホアに伝えたのだ。『例の映画、なかなか面白かったよ。やっぱりあの役者いいなー。チケット分の価値はあると思う。明ミン華ホアも時間あれば見てこいよ』と。

　逆げき鱗りんに触れた。

　ふざけんなと罵られた。

『あたし、慧けいと行く気だったから友達に誘われたの断ったんだけど？　別々に行くなら行くって言ってよ。ひどくない？』

　はぁ？　と聞き返してしまった。

　いや、別に約束もしてないし。俺がいつ行こうが勝手だろ。一緒に見たいなら見たいって言えよ。そうしたら予定空けといたし。

　すると彼女の眉はより一層吊つり上がった。

『慧けいが映画の話、先に出したんじゃん。面白い映画やってるから見に行きたいって。だったら一緒に行くのかなと思うよ。その気がないならわざわざ言わなきゃいいじゃん。一人で勝手に行けば』

　そんな無茶苦茶な。たまたまチラシを見て面白そうと話しただけじゃないか。それでそこまで想像を膨らませられてはたまったものじゃない。

　じゃあもう何も言わねぇよ。明ミン華ホアの好きなもの見かけても教えないから、それでいいだろ。

　捨て鉢な台詞に明ミン華ホアは目を見開いた。唇を震わせ、あからさまにショックを受けた顔になる。

『なんでそんなひどいこと言うの？』

　ひどいって、どっちがだよ。俺の方がわけの分からない責め方されてるんだけど。

『あたしが悪いって言うの？』

　誰が悪いって話じゃなくて、そもそもおまえがなんでこんなに怒ってるか理解できないんだよ。

『だから』

　何かを言いかけて口ごもる。やや視線を逸そらして、ぼそりと。

『楽しみにしてたのに』

　そこまで来てようやく『ああ』と得心した。つまり彼女は友達と例の映画を見に行きたかったのだ。だが自分に遠慮して誘いを断った。友人関係よりも引っこみ思案な幼なじみの世話を優先した。その気配りに感謝せず反発しているのが気に入らないのだろう。若干恩着せがましい気もするが、思いやりにはきちんと礼を尽くすべきだ。

　居住まいを正し、しかつめらしい顔を作って。

『悪かったよ』

　神妙に謝罪した。

『一緒に住んでるんだしな。面白そうなイベント見つけて黙ってるのも変だよな。分かったよ、じゃあ今度からきちんと付け加える。「他の人と行ってこいよ」って。それでいいだろ？』

　明ミン華ホアはぱちりと目をまたたいた。

　呆あつ気けに取とられた様子で口を開け、次いで徐々に表情を消す。黒こく檀たんのごとき目が沈黙し、路傍の石でも見るような視線に変わり。

　そして──言ったのだ。

『死んでしまえ』

　わけが分からない。

　こっちはちゃんと謝っているのに。よりにもよって死ね、死んでしまえだと。

　謂いわれのない中傷に笑っていられるほどこちらもお人ひと好よしではない。溜たまりに溜たまった鬱憤が臨界を越え、忍耐を砕き、刺とげ々とげしい声となってほとばしった。

『おまえ、言っていいことと悪いことがあるだろ』

　あとはもう目茶苦茶だった。

　売り言葉に買い言葉、理屈も時系列も無視した非難の応酬。時に常じよう熟じゆく語、時に北ぺ京キン語まで交ぜて詰なじり合った挙げ句、明ミン華ホアは『笨蛋！（バカ！）』と叫んだ。

『慧[image: ]个笨蛋！　[image: ][image: ]不管你了！（慧けいのバカ！　もう知らない！）』

　半泣きで茶の間を出ていってしまった。

　いや。

　いやいやいや。

　泣きたいのはこっちだ。折角の休日なのに、なんで映画を薦めたくらいでこんな大事にならなきゃいけないんだ。

　理不尽すぎる。

　昔から明ミン華ホアってこんなわけ分かんない奴やつだっけ？

　いや、違う。少なくとも常じよう熟じゆく時代の彼女はもっと大人だった。気弱で右も左も分からない日本人の子供を率先して導いてくれたのだ。意思疎通が難しければ嚙かんで含めるように発言を繰り返し、ミスに対しては分かるまで内容を説明してくれた。小学校時代の彼女は、本当に周りの上級生が色あせて見えるほどしっかりしていたのだ。それが初級中学・高級中学と進むにつれ次第次第に不可解な生き物になっていった。表情がくるくる変わり、思わせぶりに言葉を切り、笑っていたかと思えば不機嫌になる。予測不能の不条理劇でも見せられている気分だった。

　それでも日本に来るまではまださほどの違和感を覚えていなかった。まぁ色々互いの環境も変わってるし、受験のストレスなどもあるのかなと思っていた。が。

（やっぱり小こ松まつに来てからかな）

　ザイの侵攻で避難してから露骨に様子がおかしくなっていた。家族と離れて帰郷の見こみも立たないからナイーブにはなっているのだろうが、にしたって今日みたいなのはひどい、ひどすぎる。

　さすがにこっちからは謝らないぞ。

　覚悟を決めて茶の間に籠ろう城じようする。あえて声がけすることなく朝食の準備を始めた。

　しばらく様子をうかがっていたが二階の自室からは物音一つ聞こえてこない。少し心配になったものの、ここで折れてはどうしようもなかった。心を無にして料理を作り続ける。だが二人分を用意し、うち一人前をたいらげても状況は変わらなかった。

　十時、十一時、十二時。

　時計の針が容赦なく進んでいく。テレビが正午の時報を流す。クッキング番組がそろそろお昼ですねー、と告げてきた。

　おい。

　おい、いい加減にしろ。

（ハンガーストライキって、子供かよ）

　業を煮やし二階に駆け上がる。板張りの廊下を軋きしませ彼女の部屋の前で立ち止まった。息を吸いこみ、声をかけかけた瞬間。

　携帯端末が鳴った。

　メッセージが届いている。プレビューのサブジェクトに『緊急』の文字が見えた。

　嫌な予感がする。渋面で画面ロックを解除、本文を表示させた。

「マジかよ」

　小こ松まつ基地からの呼び出しだった。迎えの車を寄越すので至急外出の準備をするよう書かれている。

　呻うめき声にクラクションの音がかぶさった。




　　　　　　　　　　＊




（無茶苦茶だ）

　滑走路の向こうにソーダブルーの海が広がっている。抜けるような青空と羊雲、アスファルトの上を吹き抜ける南国の風。

　小こ松まつの家を出てからまだ何時間もたっていない。だがわずかな間に自分は千四百キロの距離を移動してきていた。北緯２６度１２分２０秒　東経１２７度３９分３秒、日本最南端の戦闘機配備拠点。航空自衛隊、那な覇は基地。

「悪いなぁ、ちょっと手違いでグリペン用の機材がいくつかこっちに届いちまって」

　ナマズひげの中年男性が手を合わせる。

　技本の整備員、舟ふな戸とだ。腰を屈かがめ申し訳なさそうに頭を垂れる。

「小こ松まつ行きの便を手配してると時間がかかりそうなんで、だったらこっちでグリペンに装備・テストして持ち帰ろうって、室長が」

「相変わらず出で鱈たら目めですね……」

　事務処理ミスをカバーするために戦闘機を飛ばすか？　普通。

　だが自分の関わっている組織はそういう非常識が平気でまかりとおるところだ。いちいち驚いていたらやっていられない。

「で、いつ帰れるんですか？　俺、ちょっと家に用事を残してきてるんですけど」

「うん、まぁそこはあれだ、あれだな」

　あ、目を逸そらした。これはまずいパターンだ。

「さっきグリペンと機材を繫つないだんだが、いまいち想定と違う挙動でなぁ。原因を突き止めないと飛ばすのも危険かなと」

「一度取り外して出直しましょうよ」

「あぁ？　折角沖縄まで来たんだぞ。燃料と時間がもったいないだろ」

「俺の時間はもったいなくないんですか？」

　明白な矛盾の指摘を舟ふな戸とはスルーした。「まぁ、まぁ」とぞんざいにうなずいて。

「多分それほど長くはかからんよ。あいつも調整したばかりだし、おまえさんがつきっきりでいなくても大丈夫なはずだ。しばらく南国の雰囲気を楽しんでろよ。なかなか来られるもんじゃないだろうし」

「俺、ここ三ヶ月で三回那な覇は基地に来てるんですけど……」

「七月の沖縄と八月の沖縄には違う魅力がある。九月もまたしかりだ」

「たとえば？」

「台風が増える」

「だめじゃないですか」

「すごい風と雨でな。美ちゆら海うみ水族館や首しゆ里り城じよう公園も閉まるらしい」

「どこに行けと」

　どのみち基地から出ることもままならない。諦めてグリペンの整備が終わるのを待つか。「了解です」と答えて嘆息する。

「じゃあこのあたりをブラブラしてます。何かあれば携帯に連絡ください」

「おう、悪いなぁ」

　すまなそうに一礼して去っていく。整備服の背中が消えるのを見届けて携帯端末を取り出した。

　明ミン華ホアからの連絡は……ない。

　いきなり出ていったのだ。普段なら「どこに行ったの」、「いつ戻ってくるの」と追及が飛んでくるところだ。だがメッセージアプリに新着表示はない。音声通話の履歴も確認できなかった。外出自体に気づいていない？　いや、まさか。

（怒ってるんだよな）

　連絡など取りたくない。俺がどうしていようと知ったことじゃない、ってとこか。

　そこまで不機嫌にさせるようなことしたっけ？　しげしげと顧みるもやはり心当たりはない。ただ微妙にまずい気がした。今までとは違う、何か決定的なものを壊してしまった気分。

　メールしてみようか。

　こちらから連絡を取ってみようか。

　メッセージ作成画面を開いて「ううん」と唸うなる。いや、やっぱ違うだろ。意味不明な怒られ方をして、勝手に立ち去られた挙げ句、こちらから歩み寄るなんて。

　理屈にあわない。納得がいかない。

　合理的に考えるなら無視を決めこむべきだ。どのみち今所在を訊きかれたところで答えられない。何も言ってこないならもっけの幸い。あとのことは小こ松まつに戻ってから考えよう──

　真っ当極まりない考えは、だが心を鎮しずめてくれなかった。焦燥と苛いら立だちがひたすらに膨れ上がっていく。

「くそっ」

　液晶表示をオフにする。胸ポケットに端末を放りこみ天を仰いだ。

『慧けい』

　常じよう熟じゆく時代の明ミン華ホアが思い出された。快活極まりない表情で、振り向きざまに手を差し伸べながら。

『大丈夫！　慧けいにはあたしがずっとついてるから！』

　言葉が不自由だって、外国での常識が心こころ許もとなくったって、明ミン華ホア老姐（姐ねえさん）が一緒だから、何も心配しなくていいんだよ。

　……。

　カツリという靴音に物思いから引き戻された。

　ああ、やばい。エプロンに立ち尽くしていた。不審者もいいところだ。事情を知らない隊員が見たら目を丸くするだろう。誰すい何かされたらちゃんと答えなければ。

　嘆息し、向き直った瞬間。

　え？

　意表を突かれた。

　基地の住人とは思えぬ人影がすぐ後ろに立っていた。

　女の子だった。

　フリルのあしらわれた姫袖のショートワンピース、厚底のストラップシューズ、大きく膨らんだスカートから細い脚が伸びている。上質な生地が陽ひの光を浴びてきらきらと輝いていた。ヘッドドレスは豪ごう奢しやなリボンに飾られ、大時代的な装よそおいに愛らしさを添えている。アンティークドールみたいだと思った。等身大の人形が間近に現れている。

　異様極まりない光景。真昼の軍事施設になぜドレス姿の女の子が？　だが心底仰天したのはその顔を見た時だった。

「み、明ミン華ホア!?」
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　黒目がちな目、珊さん瑚ご色の唇、特徴的なポニーテールは見間違えようもない。小こ松まつで喧けん嘩か別わかれした幼なじみだった。

　彼女はややぼうとした様子でこちらを見ていた。普段の快活ぶりとは随分違う、寝起きで状況が分からないとでも言いたげな面持ち。体調が悪いのか。あるいは本当に寝ぼけているのか。いや、肝心な点はそこではなく。

「ど、どうしたんだおまえ、こんなところに、そんな格好で」

　無言。ガラス玉のような目が見返してくる。

「誰かに連れてきてもらったのか？　別の便で移動してきたとか？　いや、でもフナさんもそんなこと言ってなかったし」

　まさかグリペンのコックピットにもぐりこんできたとか？　後部座席の更に後ろのスペースに膝を抱えてとか。噓うそだろ。ホラーじゃねぇか。

「と、とりあえずこっちに来い。誰かに見つからないうちに」

　思いっきり不法侵入だ。あとで報告するにしてもまずは状況を整理したい。何が起こっているのか把握したい。

　ハンガーの陰に連れこんであたりを見渡した。丁度グリペンの整備中のためか、エプロンに人影はない。監視カメラの類いも見当たらなかった。

　ほっと息をついて向き直る。明ミン華ホアは相変わらず曖昧然とした表情をしていた。だが目だけは澄んでいる。鏡のような虹こう彩さいがこちらを映している。

　心を見透かされているようだ。

　真実の泉を真上からのぞきこんだ気分。

　気まずくなって顔を逸そらす。考えてみれば今の自分はパイロットスーツ姿だ。売店のバイトなんて言い訳はとても通用しそうにない。さっきから沈黙しているのも「あたしに訊きく前に何か説明することがあるんじゃないの？」といったところか。

「えーっと、その、なんだ」

　鼻の頭を搔かきながら。

「これはちょっと事情があってさ。別にいつもやってるわけじゃないぞ？　今回は不可抗力というかアクシデントというか、戦闘機を操縦したのも」

　失言。

「戦闘機……みたいな普通の飛行機に乗ってたのも基地の人に頼まれたからだし、つまり俺が積極的にやってることは何一つないっていうか。だから心配するなよ。約束通り、自衛官になる気はこれっぽっちもないから」

　……。

「あの、明ミン華ホアさん？」

　幼なじみは無言のままだった。ただじっとこちらを見つめている。

　んん？

　大丈夫かこいつ。

「具合が悪いのか？　俺のこと分かるか？」

　明ミン華ホアはスカートのポケットから携帯端末を取り出した。手て際ぎわよく文字を入力、さらされた画面には『鳴なる谷たに慧けい』と書かれていた。うん、正しい。正しいのだが。

（なぜ筆談？）

「とりあえず」と話を戻す。視線を合わせて。

「なんでおまえここにいるんだ。ひょっとして俺のこと追いかけてきたのか？」

　明ミン華ホアはパチパチと文字を打った。

『追いかけたつもりはない。ただ様子がおかしかったので気になってしまった。迷惑ならば引き揚げる』

「迷惑とかじゃないけど」

　様子が変なのは当然だろ。あんな別れ方をしたんだから。なんだ？　やっぱり言いたいことがあってついてきたのか。でも『追いかけたつもりはない』とか言ってるし、よく分からん。

　パチパチと入力音が響く。

『人間との直接接触は可能な限り避けるよう指示されている。だがあなたの不具合は自律飛ひ翔しよう体四号の戦闘能力に影響する。円滑な作戦行動のためには状況を確認した方がよいと判断した』

「はぁ？」

『問題の解決を支援する用意がある、と言っている。協力を要請するなら状況の共有を、不要な場合はその旨むねを指示してほしい』

　何を言ってるんだ。やたらと回りくどい口調はまるでグリペンみたいだが、あいつより更に硬い。コンピュータかロボットとでも話している気分。

「おまえ……本当に大丈夫か？」

『私は正常に動作している。現在異常が見受けられるのは主にあなた』

「異常って」

　慧けいが悪い、いやおまえが悪い、なんてやりとりを蒸し返すつもりか、と思ったが。

『状況の共有を』

　明ミン華ホアは静かに携帯端末の画面を示している。揶や揄ゆの雰囲気は微み塵じんもない。コミュニケーションの仕方こそ妙だが真摯な思いが伝わってきた。

「分かった、分かったよ」

　ならそもそもの話をするか。今回の件の発端、原因。状況を整理して自分が何をどう感じたか説明する。こじれてしまった議論をスタートラインに戻す。

　最初はぽつぽつと、やがて滑らかに話していく。一度説明し始めると言いたいことが次から次に浮かんできた。俺は別に喧けん嘩かしたくない、仲よくやりたい。なのにどうして突っかかってくるんだ。泣いたりするんだよ。

　おかしいだろ？　昔はもっと容赦なく、好き放題言いあってたじゃないか。険悪になることもあったけど、少し間をおけばすっきり仲直りしていた。むしろ明ミン華ホアの方が「慧けいは細かいこと気にしすぎ！　男の子でしょ！」とたしなめてきたくらいだ。なのに今じゃあべこべだ。一緒にいると地雷原を歩いている気分になってくる。何が彼女の逆げき鱗りんに触れ、感情を暴発させるか分かったものではない。

「だから」

　だからと口調を強めて。

「俺も困ってるんだよ。おまえが何を考えてるか分からなくて、どう接したらいいのかつかめなくて。ひょっとしたら知らないうちに嫌われることしたのかなって」

　悩んでいる。

　付き合い方に迷っている。

　明ミン華ホアは一通り聞き終えると文字を入力した。

　カチカチ、カチ。

『あなたはその少女と関係を改善したいのか？』

「その少女？」

『あなたが明ミン華ホアと呼ぶ個体と』

　変な言葉遣いだな。だからおまえのことだろうに。

「そりゃ嫌われたくはないさ。長い付き合いだし、常じよう熟じゆく時代の知り合いってもう他にはいないんだから」

『であれば心配はない』

　カチ。

『彼女はあなたに好意を抱いている』

　は？

　真顔で見返す。

「こ、好意？」

『愛情と言い換えてもいい。生物学的に特別な存在、すなわち遺伝子継承のパートナーとしてあなたをとらえている』

「な、何言ってるんだおまえ!?」

　熱でもあるのか!?　正気か！

　思わずあとじさってしまった。

　マジマジと見返すも、だが彼女は静かなままだった。わずかに首を傾かしげ。

『その反応の意味が不明。私は関係改善に肯定的な情報を提供している。拒絶の理由が見当たらない』

「いや、だって、おまえ」

　とんでもなく恥ずかしいこと言ってるぞ。真っ昼間から素面しらふで受け止められる内容ではない。だいいち仮に今の話が本当だとして。

「なら、なんで死ねとか言うんだよ。仲よくしたいならもっと別の言い方があるだろう」

『好意というのは片方向で完結する感情ではない。一定以上関係が進展した場合、人間は相手にも同等の好意を求める。この際、期待した反応が返ってこないと大きなストレスになり、通常以上の悲しみや怒りを覚える』

「ええっと……」

　つまり、それは。

「俺がもうちょっと歩み寄ればいいのか？」

『歩み寄りという言葉の定義にもよる』

「あー？」

『半はん端ぱな善意は相手のストレスを増幅する。たとえば友人としての善意は配偶者に対する好意とイコールにはならない。また好意を表明しておきながら、一定以上の距離を保たもち続ける振る舞いも不信感を助長する』

「わけ分かんねぇんだけど」

『だから「死ね」と言われている』

「……」

　なんだろう、物分かりの悪い方ではないつもりだが、話の流れがさっぱり見えてこない。

「つまり俺はどうしたらいいんだ？」

　半ば諦めて判断を預ける。明ミン華ホアはこともなげに答えた。

『別の映画を見に行けばいい。二人で、できれば今日これからでも』

「別の映画？　いや、だってあの映画はおまえも見たいって」

『それはただの口実。どちらかと言えば彼女はあなたと同じ体験をして同じ感覚を味わうことに価値を見いだしている。彼女が初見であなたが再見という状況は望ましくない』

「そうなのか」

『極論、映画の内容などなんでもいい。あなたと一緒にいることが大切、大事』

「い、いや、だからおまえな」

　赤面するような台詞せりふがぽんぽん出てくる。どう反応しろと言うのだ。うん、俺もだよ明ミン華ホア、仲よくしようぜ、ってか？　いや正直、混乱しすぎて判断がつかない。軽々しくイエス・ノーと答えられない。

「ちょっと考えさせてほしいんだけど、色々と」

『色々』

「だってこれはその、あれだろ」

　告白──というやつじゃないか。恋人としてデートしようと言われているのだろう。正直そんな対象として見たことがなかったから即答しかねる。そりゃまぁこいつは綺き麗れいだけど、女の子というよりは頼れる姉貴分という感じで。ううん。

　もごもご口ごもっていると明ミン華ホアは液晶を示した。

『納得いくまで考えればいい。私はあくまで助言しているだけ。決めるのはあなた』

「……そういう言い方はずるいだろ」

　これだけ色々ぶん投げておいて、あとはよろしくとか。

　だが彼女は冷ややかに続けた。

『大切なのは当事者同士の合意、外野に責任まで負わせるのは間違っている』

「外野？」

『部外者、傍観者と言い換えてもいい』

　んんん？

　なんか食い違ってる。俺おれ達たち二人の関係について話してるんだよな？　なのに当事者じゃないとか、どういうことだ。

　マジマジと目の前の少女を見つめる。

　目の形、ほくろの位置、髪の癖、どれ一つ取っても見間違えようがない。宋ソン明ミン華ホア、十年来の幼なじみだ。だがどうにも違和感がぬぐえない。他人と相対している感覚が抜けきらない。

「おまえ、明ミン華ホアだよな？」

　再確認した瞬間、胸ポケットの携帯端末が鳴った。ほぼ同時に「お、なんだ？　そこにいるのか」と間の抜けた声が響く。舟ふな戸とだ。近い。自分を探しているのか、ハンガーの陰からブーツの足音が近づいてくる。

　まずい。

　今見つかるのは非常によろしくない。話に夢中で明ミン華ホアがいる理由を訊きけていなかった。何か訊たずねられても即答できない。

「鳴なる谷たに君、悪いがちょっとグリペンの件で相談したいことが」

　隘あい路ろに工作帽の影が落ちる。行動とそれに伴う結末を一通りシミュレートした後、気づけば地面を蹴っていた。ハンガーの陰から飛び出し相手の進路を塞ぐ。

「おわっ、なんだ、びっくりした」

　団どん栗ぐり眼まなこが見開かれる。間一髪。眉根を寄せ怪け訝げんそうに見下ろしてくる。

「どうした？　えらく慌てて。何かあったのか」

「いえ、別に何もないですよ。至極平和です。一人でやることもなく退屈していたところです」

「退屈って、そんな様子にはとても見えんが」

「退屈です！　あー、グリペンの整備したいなぁ！　問題発生ですよね？　迷宮入りのトラブルですよね？　是非協力させてください。すぐ解決してみせますから！」

　必死のアピールは、だがより一層疑念を深めただけのようだった。「んんん？」と顔をしかめこちらの背後をのぞきこもうとする。慌てて身をよじり視線を塞いだ。工作帽の頭が逆方向に動く。あわせて身体からだを動かした。

　舟ふな戸との目が細くなる。

「……何か隠してるな」

「あはは、いやだな。勘違いですよ」

「まぁまぁ、こんな暑いところで話すのもなんだ。日陰に入ろう」

「いやいや、ちょっと肌寒いんですよ、ここ。折角の沖縄なんですから日差しを楽しみましょう」

「まぁまぁまぁ」

「いやいやいや」

　必死の遅滞作戦も長くはもたなかった。たくみなフェイントであっけなくディフェンスを突破される。整備服の身体からだがハンガーの陰に滑りこんだ。

　終わった。

　額を押えて終末を待つ。「なんだ君は」という裏返った叫びを予測していたが。

「んー？」

　舟ふな戸とは不思議そうに首を傾かしげた。

「本当に何もないな」

「え？」

　誘われるように振り向く。がらんとした隘あい路ろに人影はない。無機質なアスファルトとコンクリートの壁がどこまでも続いている。

　あれ？

　隠れるところはない。仮にダッシュで逃げても遠ざかる背中くらい見えるはずだ。消えた？　煙のように忽こつ然ぜんと。

　呆ぼう然ぜんとするこちらの前で舟ふな戸とは首の後ろを搔かいた。バツ悪そうに頭を下げ。

「悪かったな、疑って。というかおまえさんもあんまり紛らわしいことするなよ。早く帰りたいんだろ？　なら大人しく整備に協力してくれ」

「……はい」

「で、本題だが」

　質問は操縦系のセッティングについてだった。どうも新たな装備を積むことでグリペンの機体バランスが幾分変わるらしい。反応速度に舵かじの重さ、遊びの量。感覚的な相談を何点か受けた後、解放される。

　舟ふな戸とが再度ハンガーに引き揚げるのを見届けて携帯端末を取り出した。連絡先から明ミン華ホアを選択。二回のコールを経て回線が繫つながった。相手が何か言うのも待たず。

「おい、明ミン華ホア、おまえどこに行ったんだ！　勝手に歩き回ってんじゃねぇよ。お願いだからこれ以上話をややこしくしないでくれ。さっきのところにいるからとっとと戻ってこい！」

　続けて意味不明な言動を糾弾しかけた途端。




『それはあたしの台詞せりふだー！』




　凄すさまじい怒声が帰ってきた。一瞬耳がきーんとなる。え？　あ、あれ？

『いきなり家を出ていって何時間も音沙汰なかった挙げ句、どこ行ったですって？　いい神経してるじゃん。上等、すぐそっち行ったげるよ！　とっとと場所教えて、早く！』

　いつもの明ミン華ホアだった。

　先ほどまでの不可解な空気、テンションはかけらもない。いや、というより背後から聞こえるテレビの音から察するに。

「ひょっとしておまえ、家にいるのか？」

『はぁ？　当たり前でしょ』

　何を言っているのだといわんばかりの雰囲気。混乱を察した様子もなく、更なる追及を開始しようとする。慌てて。

「分かった！　すぐそっち戻るから。戻ったら話聞くから、今はちょっと電話切るぞ。かけ直す、すまん」

『ちょっと、ちょっと慧けい！』

　終話ボタンを押す。

　動揺が激しい。考えれば考えるほどわけが分からなくなってくる。自分は確かに先ほどまで明ミン華ホアといた。だがとうの彼女は遠く離れた小こ松まつの家にいるという。であればさっきの会話はなんだ。自分は一体誰と話していたのだ。

　太陽はさんさんと降り注ぎ、気持ちのよい風が飛行場を吹き抜けていく。幽霊が出るにはずいぶんと不似合いな環境だ。

「俺、夢でも見たのか？」

　答える者はいなかった。




　　　　　　　　　　＊




「それは多分バイパーゼロだな」

　小こ松まつ帰還後、技本棟を訪れると白衣の肥満漢はこともなげに言い切った。防衛省技術研究本部、特別技術研究室・室長、八や代しろ通どおり遥はるか。アニマ・ドーターと呼ばれる対ザイ戦力の総元締めはオフィスチェアを軋きしませながら足を組み替えた。禁煙の貼り紙をものともせず紫煙をくゆらせる。

「はい？」

　反射的に聞き返したのは言葉の意味が理解できなかったからだ。バイパーゼロ？　那な覇は基地所属のアニマのことか？　いや、なぜ今そんな話が。

「あの……八や代しろ通どおりさん、うまく説明できてないかもしれませんけど、俺が会ったのは明ミン華ホアですよ？　沖縄であいつと話してすごく変な感じがして、で、携帯に連絡したら小こ松まつの家に戻っているって言われて、それがどういう理由か分からなかったんです」

「だから」

　白衣の肥満漢は肩をすくめた。唇の端を歪ゆがめながら。

「明ミン華ホアさんはずっと小こ松まつにいたんだろ。君が那な覇はで会ったのは別人だ。他人のそら似って可能性もあるが、服装を聞く限り十中八九バイパーゼロだろう。あいつ意外と派手好きだからな。君は四人目のアニマと接触したんだよ」

「四人目の……アニマ」

　グリペン、イーグル、ファントムに続く自衛隊最後のアニマ。これまで戦闘機ドーター形態でしか見たことのなかったバイパーゼロの制御ユニット。イーグル曰いわく、『無口で恥ずかしがり屋で対人恐怖症』。どれだけ追いかけても決して出会えなかった那な覇は基地の守護神。

「いや……いや、でもおかしいですよ。どうして自衛隊のアニマが明ミン華ホアとそっくりなんですか？　目鼻立ちだけじゃなくて顔の輪郭や、あと背の高さまで」

「あれはちょっと特殊なアニマでな」

　八や代しろ通どおりは新しい煙草たばこに火をつけた。眼鏡の奥の目がすぼまる。

「外見が一定していないんだ。いや、正確に言えばオリジナルの実体はあるが観測できない。見る相手によってころころ外観が変わってしまう」

「はい？」

　外観が変わる？

「機械で計測してもカメラで撮ってもだめだ。人間の主観が入りこんだ途端、観測者が一番強く思った対象に変化してしまう。十人いれば十人、百人いれば百人、違う形に見える。そういう曖昧極まりない存在なんだよ、あれは」

「な、なんですかそれ。幻覚？　催眠術ですか？」

「原理は分からん。もともと鹵ろ獲かくしたコア自体不安定でな。本来一意に定まるはずのＥＧＧも可変というおかしな奴やつだったんだ。色々苦労してドーターと適合させたがアニマとしては不確かなままでな。周囲の記憶や認識の影響をもろに受けちまう。なんと言うか、鏡みたいなもんだ。相手の心を映すスクリーン、みたいな」

　鏡、スクリーン。詩的な比喩にふと得心がいく。

「じゃあ俺が見たのは」

「君自身の心象風景さ。どういう理由か知らんが君は明ミン華ホアさんのことを強く考えていたんだろう？　だからバイパーゼロは反応した。中国出身の幼なじみ、小こ松まつでの同居人の姿を持って鳴なる谷たに慧けいの前に現れた。まぁ、さすがに性格や知識までは再現できなかったようだが」

「……」

「信じられないって顔をしてるな。無理もない。俺おれ達たちもあいつの扱いに関しては少々悩んでいる。別に害をなすわけでもないが周囲の反応を考えるとな、安易に人前には出せん」

「なぜですか」

「考えてみろよ。百人いたら百人がまったく違う人間としてあいつを認識するんだぜ。しかも思い入れの強い特別な相手として。うち二人でも三人でも奴やつを恋愛対象なんかに投影してみろ。ちょっとありえない修羅場が待っているぞ」

「ああ」

　確かに、言わずもがなだ。同時に複数人に恋人とでも思いこまれたらえらい騒ぎになる。暴力沙汰か刃にん傷じよう沙汰か、いずれにせよまともなコミュニケーションが取れるはずもない。

『人間との直接接触は可能な限り避けるよう指示されている』

　そう語っていたか。

　不測の事態を避けるため、無用の混乱を招かぬため、黒くろ子こに徹している。他のアニマのような暮らしを放棄している。そんなバイパーゼロがなぜ出てきたのかと言えば。

『あなたの不具合は自律飛ひ翔しよう体四号の戦闘能力に影響する』

　グリペン──末の妹に迷惑がかかるのを見過ごせないということだろう。なんてこった。自分がうじうじしているせいで、よりにもよって自衛隊の最高機密にまで気を遣わせてしまった。

「どうした、いきなり落ちこんで」

「いや、少し人間としての自信が」

　八や代しろ通どおりは不思議そうにこちらを見つめてから「で？」と続けた。

「君はなんであいつが明ミン華ホアさんに見えたんだ？」

「どういうことですか？」

「あいつは相対した人間の思いに感応する。君がよっぽど強く明ミン華ホアさんのことを考えていない限りその姿を取ったりしない。憧れたりうらやんだり憎んだり、あるいは」

　ふっと下卑た笑顔になって。

「綺き麗れいになった幼なじみに今更ながらの恋心を抱いたり、とかな」

「いやいやいや」

　慌ててかぶりを振る。

「違います、そんなんじゃないです。ちょっと何年かぶりくらいに激しく喧けん嘩かしたんですよ。怒鳴り合って、つかみ合いにもなりかけて。どうしていいか悩んでたらバイパーゼロが近づいてきたんです」

　ふぅん、と八や代しろ通どおりは首をひねった。あからさまに疑わしげな様子だ。

　いかん、この流れはちょっとまずい。

「八や代しろ通どおりさんこそどうなんですか。バイパーゼロと日常的に接して、特別な人に見えたりするんじゃないですか？　前の彼女とか、今、片思いしている相手とか」

「残念ながら別れた女を覚えていられるほど脳みそに余裕がないんでな」

　せせら笑いが返ってきた。

「そういう対象として奴やつが見えたことはないよ。ここ数年で十人は女を作ったが名前はおろか顔さえ浮かんでこない有あり様さまだ」

　ひでぇ。

　四よ十そ路じにもなって何してるんだ。てか、こんなデブ中年でももてるのか？　金目当てやハニートラップではなく？

　呆あきれ果はてていると男は「ただまぁ」と続けた。

「あいつと会うと人生色々あったなと思い起こされる。悪い感覚ではないよ。自分の進んできた道が荒れ野ばかりじゃなかったと再認識できるからな」

「？　どういうことですか」

「素面しらふで話すには長すぎる話さ。ま、いつか酒でも酌くみ交かわしながら聞かせてやるよ」

　だから俺、未成年なんですけど、という言葉を吞のみこむ。気のせいか、八や代しろ通どおりの顔はいつになく穏やかに見えた。
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　さて。

　気持ちを整え、玄関の前に立つ。

　なんだかんだですっかり遅くなってしまった。既に日は落ち切り、家々が黒い影と化している。沈黙して引き戸に向き合っていると今更ながら胸がざわめいてきた。果たして明ミン華ホアはどう迎えてくるのだろう。昼間の電話に突っこんでくるのだろう。考えるだけで心が萎える。ただここで立っていても仕方ない。まずは中に入ろう。靴を脱ぎながら次の行動を考えるか。覚悟を決めて扉を開くと。

　框かまちの向こうで明ミン華ホアが仁王立ちしていた。

「……」

　すごい目で睨にらみつけてきている。やばい。おっかない。

「おかえり」

　冷たい声が降ってきた。腕組みしたまま長い脚を肩幅に開いている。片手には携帯端末が握られていた。ずっとこの姿勢で待っていたのか。完全にお説教モードだ。「おい、慧けいさんよー、どの面下げて帰ってきたんだ」という心の声が聞こえてきそうだった。

「……ただいま」

　かすれ声は思いのほか大きく響いた。微妙にうつむきがちになり中に入る。

「遅いよね」

「……ああ」

「ごはんの後片づけもしないで急に出ていっちゃってさ」

「うん」

「変な電話はかけてくるし」

「悪い」

「おじいさん、おばあさんは例によって『慧けいはどこに行ったんだ』って訊きいてくるしさ。あたしがどんな気持ちで言い訳したか分かる？」

「すまない」

　縮こまっていると明ミン華ホアは「で？」と片眉をもたげた。

「どこで何をしてたかは説明してくれるんだよね？　バイトとかって曖昧な表現はなしで」

　シンプルに逃げ道を塞いでくる。無言の圧力が息苦しい。少しでも誤魔化せば即座にぶん殴られそうだ。

　さすがに隠し通せないか、五秒、六秒、七秒。半ば観念しかけた途端、明ミン華ホアは溜ため息いきをついた。

「もういいよ。昼間から出ていって疲れたでしょ。とりあえず家に上がったら？　どうせ夕ごはんもまだだろうし」

「え？」

「温め直したらすぐできるから。着替えて待ってて」

　カットソーの背中を向けて引き揚げていく。意表を突かれてまばたきした。あれ？　噓うそ。終わり？　尋問終了？

「怒ってないのか」

　靴を脱いで追いかけると明ミン華ホアはぎろと睨にらみつけてきた。

「んなわけないでしょ」

　だよな。

「でも」と声を小さくし。

「帰ってこないのは、もっと嫌だったから」

　伏せた顔が心なし赤く染まっている。瞬間バイパーゼロの言葉が蘇よみがえった。

『彼女はあなたに好意を抱いている』

　とくりと鼓動が高鳴った。

「明ミン華ホア！」

　少女の肩が跳ね上がる。「な、何？」と驚いた様子で振り向いてきた。

「あのさ、本当はもう少し早く帰ってこられたんだ。ただちょっとすませたい用があって、あちこち寄り道してたら遅くなっちまった。悪い」

「そ、そうなの」

「ああ。で、これ」

　ポケットから封筒を取り出す。コンビニのロゴがプリントされた紙包みを、明ミン華ホアは怪け訝げんそうに受け取った。

「何？」

「いいから、開けてみろよ」

　おずおずと封を開く。中を見た瞬間、吊つり気味の目が見開かれた。

「映画の……チケット？」

「こないだの件、結局約束破った感じになっちゃったからさ。代わりにどうかなって。近場でやってるの適当に見繕ったから、あんまり好きな内容じゃないかもしれないけど」

　明ミン華ホアはぽかんと口を開けている。

　鳩はとが豆鉄砲を食らったような表情。慌てて「あ、全然無理しなくていいぞ」と続けた。

「嫌なら俺一人で行ってくるし、というか別に行かなくても。まぁ明ミン華ホアの気が向いたらで、一旦考えてもらえれば」

「行く！」

　凄すさまじい勢いだった。目が据わっている。人でも殺しそうな顔で彼女は繰り返した。

「行く、絶対に行く」

「そ、そうか。ならよかった」

　怒っているのか喜んでいるのかいまいち分かりづらい。ただ本当に嫌ならそもそも受け取らないだろう。まずは謝罪と認めてもらえたのか。ほっと肩の力を抜く。

　明ミン華ホアはむっつりと押し黙っていたが、不思議そうに首をひねった。

「でもどういう風の吹き回し？　昼間は慧けいも怒ってたじゃん。わけの分からない責められ方したって」

「まぁ」

　ある人にアドバイスされたから、とは言えない。やっと機嫌が直りかけているのだ。詮索の種を増やしたくない。

「よくよく考えてさ、やっぱり俺も悪いところがあったかなって。逆の立場だったら確かに誤解しそうな言い方だし、もうちょっと気を遣えばよかったなって」

「……」

「クラスの連中に誘われてもさ、その場でおまえに連絡できたよな。こんな風に言われてるんだけどどうしようって。そうすればお互い思っていること話せただろう？　要は考えが足りてなかったんだよ。俺の言葉で明ミン華ホアがどう思うか、どう感じるか想像できてなかった。すまない」

「あ、あたしも」

　明ミン華ホアは神妙に顔を伏せた。

「言いすぎた、ごめん。冷静になるべきだった。冗談でも『死ね』とか言うべきじゃないし」

「うん、だからさ。お互い様ってことで」

「そう……だね」

　少しうつむいた後、見上げてくる。何かを言おうとして、だがすぐに口をつぐんだ。数回同じことを繰り返した後、がっくりと肩を落とす。

「ごはん、つくる」

「お、おう」

　何か葛藤があったようだが、よく分からない。まだ言い足りなかったのだろうか？　一応わだかまりは消えたように思うのだけれど。

　明ミン華ホアはとぼとぼと台所に向かっていく。

　背中を追いかけながら、やっぱり理解できないと思う。機嫌がよくなったり悪くなったり、怒ったと思えば落ちこんだり、まるでジェットコースターだ。バイパーゼロは『好意が理由』と言っていたが一体今のやりとりのどこに好意があったのだろう？　凹へこむポイントがあったのだろう。さっぱりつかめない。

（まぁ奴やつの言葉が本当とは限らないしな）

　所詮、自分の話をもとに語られたアドバイスだ。バイパーゼロと明ミン華ホアは面識もないし、ましてや互いの思考回路など知るはずもない。誤解している可能性は十分にあった。

　うん。

　やっぱり早まって色恋沙汰と結びつけない方がいい。勘違いして突っこんだらとんだ赤恥だ。そもそも明ミン華ホアとそういう関係になること自体想像できないし。慎重に見極めて、自分がどうしたいかを考えて、全てはそのあとだ。繰り返しになるがバイパーゼロと明ミン華ホアは赤の他人でなんの関連もないのだ。

（姿形は似ていたけどな）

　こうして見ていても全然違いが見いだせない。肌の色、顎の輪郭、髪型に至るまで同じだった。唯一違うところがあるとすれば。

「やっぱり、似合わないよなぁ」

　え？　と明ミン華ホアが振り向いてくる。「何が？」ときょとんとした様子で訊きき返してきた。

「ああいや、おまえがさ、フリフリのスカートとか着てたら変だなぁって思っただけ」

「……は？」

　やっぱりこいつは活動的な格好がしっくりくる。子供の頃なんて本当、タンクトップに半ズボンで駆け回っていたのだ。お嬢様ファッションとか違和感がありすぎる。

「女の子って柄じゃないもんなぁ。昔みたいに好き勝手暴れたらスカートだと大変なことになりそうだし、うん、ハーフパンツで丁度いいよ。上もリボンのブラウスとかワンピースとかマジで似合わないし。ぶっちゃけ学校のセーラー服も変な感じするからな。いっそ俺の制服の方が似合うんじゃないかってくらいで」

　あはははと笑っていると携帯が飛んできた。額の真ん中にジャストミート、激痛が駆け抜ける。

「いきなり何言い出してんのよ、あんた!?　喧けん嘩か売ってるの!?　最低！　ちょっとでもデリカシーあるかなって思ったあたしがアホだった。バカ慧けい、死んじゃえ！」

「おまえ、また死ねって言いやがったな！　さっきの反省はなんなんだよ。噓うそつき！　噓うそつき明ミン華ホア！」

「うるさい！　慧けいなんて大嫌い！　話しかけるな！」

　大股でのしのしと歩み去っていく。落ちた携帯端末を拾い、背中を追いかけた。やられっぱなしでは黙っていられない。

　日本語中国語交じりの口論をしながら嘆息する。

　なぁバイパーゼロ、やっぱりこいつ俺のこと好きじゃねーよ。

　普通、好きな相手に「大嫌い」とか「死ね」とかって言わないだろ？　もう少し温かい空気や雰囲気を出すもんじゃないか。我愛你ウオーアイニー（愛してる）とは言わないまでもさ。一緒にいられて嬉うれしい・楽しいって顔するんじゃないか。あんまり経験ないし、よく分からないけど。

　記憶の中でバイパーゼロがやれやれと肩をすくめたように思えた。










　あとがき




　ご無沙汰しております。

　しばらく本シリーズから遠ざかっているうちにＰＡＫ‐ＦＡに正式名称がついていました。Ｓｕ‐57だそうです。47（ベルクトさん）の次はいきなり57かよ！　という感じですが、まぁまだ愛称も出ていませんし、本シリーズではしばらくＰＡＫ‐ＦＡのまま行こうかと思います。可愛かわいいですしね、響きも。パクファちゃん。

　ロシア語というのは非常に不思議な言葉でして、すさまじく格好いい単語がある一方で、日本人にはどうも微妙な響きの単語も多いです。

　ジュラーヴリク（小鶴）やラーストチュカ（燕つばめ）はもちろん素敵なのですが、白しら鷺さぎだとビエーラヤ・ツァープリァ、セキセイインコはヴァルニーストゥイー・パプゥガーイチク、猛もう禽きんはヒーシシヌィイ・プチーツィです。覚えられますか？　新たなアニマ！　ヒーシシヌィイ・プチーツィさん！　僕は無理です。

　英語だと猛もう禽きん＝ラプターですから、シンプルさでは段違いです。できればＳｕ‐57には親しみやすい名前がついてほしいですが、果たしてどうなりますやら。

　というかロシアはあまり戦闘機に愛称をつけません。先述のジュラーヴリクやラーストチュカもあくまで非公式名称ですし、ベルクトに至ってはスホーイ設計局の独自命名です。ということはＳｕ‐57の呼称もＮＡＴＯのコードネーム（フランカーとかファルクラムのあれです）か数字そのままになるのでしょう。数字だとシンプル？　ええ、僕もそう思って調べましたよ。果たして彼女の正式名称はロシア語だとどう呼ばれるのか。

　スー・トリーッツァチ・ピヂスィヤートゥ・チティーリ・セーミ。

　多分、登場の予定はないです。




　今回、編集部のご厚意で、電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥに掲載していたバイパーゼロの短編を再掲させていただきました。時系列的には六巻の前、慧けい達たちがモンゴルに行く以前の話です。そういう前提で既刊を振り返っていただくと色々見えてくる伏線もあるかと思います。




　最後になりますが、前作に引き続き美麗なイラストで本を彩ってくださったイラストの遠とお坂さかあさぎ様、度重なる改稿に根気よくお付き合いくださった編集の湯ゆ浅あさ様・小お野の寺でら様、そして何よりこの本を手に取っていただいたあなたに心よりの感謝を捧ささげたいと思います。ありがとうございました。





二〇一七年九月　夏なつ海み公こう司じ
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夏なつ海み公こう司じ

兵庫県出身。２００７年『葉桜が来た夏』で第14回電撃小説大賞《選考委員奨励賞》を受賞。ＮＷＯＢＨＭ以来のＨＲ／ＨＭファンで最近のヘビーローテーションはThe Unguided のPhobos Grip。デス声の可能性について思索する日々。
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イラスト／遠とお坂さかあさぎ

８巻です。約一年ぶりの新刊となり、１巻から目を通してみたら随分絵が変わったなあと驚いています。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「夏海公司先生」係

「遠坂あさぎ先生」係











初出



『イン・ザ・ミラー』／電撃文庫MAGAZINE Vol.49（2016年5月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




Ⅰ～Ⅳ、エピローグは書き下ろしです。











この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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ガーリー・エアフォースⅧ








夏なつ海み公こう司じ
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(C)KOHJI NATSUMI 2017





※2017年11月10日発行の電撃文庫『ガーリー・エアフォースVIII』初版に基づき制作
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